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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「トイレ掃除が終わりました」

　色の白い小柄で華きや奢しやな身体の少年が、番長グループに報告に来た。

　大番長を中心に、三人の子分が結成したグループがクラス、いや全学年を支配している。大番長はその凶暴性と並外れた膂りよ力りよくから、ストームと渾あだ名なされ、恐れられている。二年生のころから上級生も彼らには手出しをしない。

　三人の子分もそれぞれ、牙きば、死神、サソリ、と渾名された札付きの不良である。彼らの悪名は近隣の他校にまで鳴り響き、高校生すら道を避けるほどである。

「よし」

　うなずいた子分の牙、死神、サソリが、報告に来た少年を先に立て、掃除が終わったトイレットを点検に来た。四人が赴いた先は、なんと女子トイレットである。女子トイレットの最も奥まった個室が点検の対象であった。

　サソリは便器に目を近づけるようにして点検した後、

「よし、舐なめてみろ」

　と顎あごをしゃくった。舐めるほどに綺き麗れいかと問うたのである。

　少年は言われるままに便座を舐めた。サソリはその様を見ながら、

「おまえが羨うらやましいよ。恐れ多くも卑ひ弥み呼こさまのお尻しりさまがお座りたもう賢かしこ所どころを舐められるんだからな」

「おれも舐めたい」

「おれは卑弥呼さまのお尻さまを舐めたい」

「馬鹿やろ。そんなことがストームの耳に入ってみろ。おまえが便所当番にさせられるぞ」

　三人は言ってどっと笑った。少年は唇を嚙かみしめて、この屈辱に耐えていた。

　不良グループが卑弥呼と呼んだのは、全校の女王である。父親が市長で、この地方最大の産業である電機部品工業の社長をしており、市は彼の企業城下町となっている。つまり、卑弥呼の父親に睨にらまれたら、この市では生きていけない。

　全校は一見、ストームグループの暴力によって支配されているようであるが、実際は女王卑弥呼が君臨していた。番長グループも卑弥呼の傭よう兵へいである。先生も卑弥呼にはなにも言えない。

　また卑弥呼は成績は全学級で常にトップを争う優等生で、全校の模範とされる生徒である。モデル出身の母親譲りの美び貌ぼうは、全校のクイーンに選ばれたほどである。名実共に女王であった。

　だが、卑弥呼がどうしても勝てない相手が、番長グループのいじめの的にされている少年であった。成績トップの座は常に少年に独占され、卑弥呼がどんなに優秀な家庭教師をつけて猛勉強しても、二位に甘んじなければならなかった。

　卑弥呼はその悔しさを陰惨ないじめに向けた。彼女自身の手は汚さずに、ストームら傭兵に命じて少年へのいじめが始まったのである。

　卑弥呼の隠れた命令によって、クラス全体で少年を無視シカトすることから始まり、文房具や教材を隠したり、鞄かばんにゴミを入れたり、水爆弾と称してゴム風船に水を入れ、通りかかった少年を目がけて、二階の窓や階段の上から落としたりした。

　いじめは次第にエスカレートして、少年の鞄の中に生卵を割って入れたり、「現在流感中、私のそばに寄らないでください」とマジックインキで書いた画板を首にかけて廊下を歩かせたり、ついには卑弥呼の専用トイレットの掃除や、便槽に溜たまった水で洗面をさせたりした。

　卑弥呼は少年へのいじめを開始するに当たって、決して身体に傷をつけたり、暴力を振るってはならないと番長グループに命じた。

　いじめは密ひそかに深く進行した。教師もしばらくは気がつかなかった。いじめのあるらしい気配は悟っても、泣く子も黙るストームグループが動いており、どうやら背後で卑弥呼が糸を引いている気配では、教師も下手に口を出せない。

　いじめはまことに巧妙であった。流感に罹かかっているから近寄るなと警告するのは悪いことではない。他のいじめも本人自らふざけてやっていることだと言い張れば、いじめの証拠はなくなってしまう。

　いじめには三つの鉄則がある。親、教師、警察に対して密告チクリをしないことである。親に密告すれば二倍、先生への密告は三倍、警察への密告は十倍のいじめとなって返ってくる。いじめを目撃した他の子供が先生に知らせれば、今度はその子がいじめられる。これをいじめのリングに入れると言う。

　全クラスの生徒もいじめを知っていても、見て見ぬふりをする。それどころか、自ら進んでいじめに加わる。そうすることがいじめられないための最良の自衛策であった。少年の身体に有形の暴力が振るわれることはなかったが、少年の精神は壊されていった。そして、ついに悲劇的な破局が訪れた。

　教師が急病を発して自習時間となったとき、ストームが教壇に真新しい位い牌はいを置いた。漆塗りに金粉で縁取りした本格的な位牌である。位牌の表には俗名と共に「便べん臭しゆう院いん黴ばい菌きん八はつ戒かい居こ士じ」と戒名が記されている。

　番長グループの中で弁の立つ死神が立って、

「私たちのクラスメートである八戒君は、長い間病床にありましたが、薬石効なく、本日あの世に旅立ちました。皆さまには故人の告別式にご参列いただき、まことに有り難う存じます。ただいまより出棺いたしますが、お見送りいただき恐縮でございます。皆さまとの最後のお別れ、故人もさぞ感慨無量かと、故人になり代わりまして厚く御礼申し上げます」

　とクラス全員の前で挨あい拶さつを述べた。

　つづいてストーム以下、牙、死神、サソリに先導された、額に幟し半はん（三角形の白紙）を貼った少年が教壇に立たされた。彼の前に立ったストームがあらかじめ用意しておいたらしい弔辞を開いて読み上げた。

「クラス一同、あなたとのお別れに際して、喜びに胸を弾ませ、目に嬉うれし涙を浮かべております。きみがいなくなって、クラスの環境はどんなにか清々することでしょう。生前、あなたはクラスに黴菌をまき散らし、悪臭を振りまいて教育環境を汚染し、存在するだけでクラス全員の気分を不愉快に盛り下がらせました。きみは一体、この世になんのために生まれてきたのでしょうか。きみと一緒にいるだけでうじうじしてまっ暗く、超むかついて、ドラキュラ、スカンク、ブリッコ、オヨヨ、顔見たらヘドが出るようでした。点取り虫のばいきんマンで、ガリ勉鳥とり目めの八戒君の本日死し出での門出に際して葬儀委員長を務めますことは、クラス、全学年、全校の浄化に役立ち、教育環境改善に貢献することであり、大変名誉におもいます。

　ここにお別れに際して、迷わず成仏できるようにクラス一同と共に祈ります」

　ストームが弔辞を読み上げると同時に、クラス一同が南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、アーメンと唱えた。少年はすでに死んだような顔になって、クラスメートの告別を受けていた。

　その日、少年はなにごともなかったかのような顔をして帰宅したが、翌朝、起床の時間になっても部屋から出て来ない少年を起こしに行った母親が異変を見つけた。少年は床の中ですでに冷たくなっていた。枕まくら許もとには空になった睡眠薬の瓶が転がっていた。

　愕がく然ぜんとした母親が父親に知らせ、救急車が呼ばれたが、すでに死亡していたので、救急車は空のまま帰った。

　救急隊員から警察に連絡されて、管轄署員が臨場して来た。検視により、死後すでに数時間と推定された。睡眠薬を事前に入手している点から、かなり前から自殺の準備をしていたと考えられた。

　少年は両親に宛てて自殺の理由を詳細に書き残していた。両親はそのとき初めて、少年が学校で凄すさまじいいじめに遭っていた事実を知った。

　少年は両親に心配をかけまいとして、一言も自分がいじめに遭っていることを訴えなかった。登校拒否もせず、毎日ごく普通の様子で登下校をしていた。親にいらざる心配と負担をかけまいとしての演技がついに限界にきて、少年は、自ら命を絶ってしまったのである。

　少年は遺書を、

「お父さん、お母さん、どうか弱いぼくを許してください。あと三ヵ月ほどの我慢ができれば卒業でした。その我慢ができませんでした。死ぬ気になればなんでもできるというのは噓です。ぼくはこれ以上、生きていく気力も我慢する力も失ってしまいました。これ以上、ぼくのようにいじめられる者が出ないように祈って、先に逝きます。さようなら」

　と結んでいた。

　父親は息子の柩ひつぎの前で、

「おまえが謝ることは少しもない。おまえがこんな辛つらい目に遭っていることに気がつかなかったお父さんを許してくれ」

　と男泣きに泣きながら詫わびた。

　少年の遺書によって、初めて具体的ないじめの実態が明らかにされたが、いじめた者もいじめに加わった者も、いじめではなく、ふざけっこといたずらだと言い張った。学校側も、

「子供同士の悪ふざけやいたずらや喧けん嘩かは、むしろ子供たちが成長していく過程に必要なことである。自殺した生徒は自分の意志でふざけに参加しており、他の生徒たちにはいじめているという認識がなかった」

　という見解を示して、加害者側に同調した。

　いじめが心理的であったので、有形の暴力を加えられた痕こん跡せきはまったく残っていない。

　いじめ行為は巧妙にふざけやいたずら、喧嘩などを偽装しており、見えにくい。被害者はより激しくいじめられることを恐れて被害を訴えない。だが、被害者は登校するのを渋ったり拒否したり、身体の不調、急激な成績の低下、情緒不安定など、さまざまなＳＯＳを周囲に発する。

　少年はそのような信号を一切発信しなかった。そのために親も気づかず、学校側も見過ごしていたのである。

　少年に加えられたいじめには、暴行、偽装喧嘩、芸の強制、恐喝、押し売り、空手、プロレスの練習台、サンドバッグ・リンチ（ボクシングの練習台）、根性焼き（煙草やマッチの火を手や腕に押しつける）などが一切なかったので、身体に損傷は残っていない。

　また水爆弾や卵潰つぶしは行なわれても、被害者が黙秘していたために水は乾き、卵はどこでだれが入れたか証明できなくなっている。ましてやいじめの黒幕が卑弥呼である証拠はなに一つなかった。

　教育委員会は学校からの報告がないために対応できなかったと弁明した。学校は事件発生後、加害者および同級生から事情聴取をし、アンケートや作文を集めて調査をした。その結果、被害者の性格と家庭に問題があったと結論を下した。

　すべては被害者が遺書の中で訴えたことにすぎず、警察も子供によくありがちな悪ふざけやいたずらを被害者が深刻に取りすぎたのであろうというのが大勢の見解となった。

　だが、いじめは一年の二学期ですでに発生しており、二年有余、執しつ拗ように、陰湿につづけられていたのである。

　学校、教育委員会、警察、いずれも加害者の背後に市長の娘がいた可能性のあることを考慮して、できれば内聞にすませたいという姿勢であった。

　少年の両親は納得せず、民事訴訟を提起して、法廷において真相解明、および責任を追及しようとした。だが、法廷闘争においても学校および加害者側の拒絶的な対応によって、いじめがあったという充分な立証ができず敗訴した。

　敗訴後、少年の母親は死に、父は市から立ち去った。
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　家いえ木き路みち江えはその日の朝、家を出るとき、いやな予感がした。こういうことを虫の知らせというのであろうか。

　父は精密機械器具の製造工場を経営している。従業員百人前後の小さな町工場であるが、その技術と製品の品質には定評があった。大手から技術提携を持ちかけられたり、傘下に組み入れようとする大資本の圧力をかけられたりしている。

　父は天才的な発明家であった。新製品を発明するとたちまち大企業に追随され、さらに新たな発明を追いかけるという苦しい戦いをつづけている。

　そんなイタチごっこをしているよりも、さっさと大企業の傘下に入ってしまった方が気楽でいいのではないかと路江はおもうのだが、職人気質かたぎの父は大企業の檻おりの中に飼われて発明をするのを潔しとしなかった。

　止むを得ず大企業があまり目を向けないような企業メリットの少ない、小さな品に辛かろうじて活路を見いだしている。だが、構造的な不況下で、工場の経営がますます苦しくなっていることは、父はなにも言わないが路江には痛いようにわかった。

　火の車経営で借金が嵩かさみ、どうやらサラ金も導入している気配である。父の子飼いの社員に虎の子製品の技術を盗まれ、大手企業に売り渡されてから、経営はとみに悪化した。

　最近は目つきの悪い男たちが借金の督促に、工場や自宅に現われるようになった。彼らは暴力団の舎弟フロント企業で、サラ金とセットになった焦げつき債権専門取り立て業者であった。

　彼らは借用書を手に脅し文句を並べ立てた後、路江の方に嫌らしい欲望を塗った視線を向けて、

「なんなら、お嬢さんの身体で代物弁済という手もあるぜ」

　と捨て台詞ぜりふを残して帰って行った。父は、

「一時的な資金ショートで、なにも心配することはない」

　と路江の不安をなだめるように言ったが、父の苦悩の表情がその言葉を裏切っていた。

「お父さん、今日はデイトリップ（一日）のお客さんだから、早く帰って来るわ。久し振りにすき焼きでもしましょうか」

　その日、路江は父に声をかけて家を出た。

　フリーの通訳ガイドの路江は、客の都合に縛られる。大学在学中に、合格率三パーセントと言われる難関を突破して通訳ガイドの資格を取った路江は、客の評判がよく、指名が殺到した。

　だが、為替レートの影響を微妙に受ける職業で、円高になると途端に外イ国ン人バ観ウ光ン客ドが激減する。今日は小規模ながら団体客の案内なので休むわけにはいかない。

「今夜は楽しみだよ」

　父はにっこりと笑った。その笑顔の底に寂さみしい陰か翳げがあるようであった。そんな父に心を残しながら、路江は家を出た。

　数年前に母を癌で失ってから父ちち娘こ二人、寄り添うようにして生きている。

　ようやく仕事を終え、帰途すき焼きの材料を買って帰宅して来ると、屋内が暗い。まだ工場にいるのかしらとおもいながら、玄関に入った。

　施錠されていない玄関のドアに、路江は不吉な予感をおぼえた。父がまだ帰宅していなければ、玄関ドアはロックされているはずである。だが、帰宅しているのであれば、屋内は点灯されているはずだ。

「お父さん」

　玄関口から声をかけても応答がない。靴を蹴け飛とばすように脱ぎ捨て、廊下を走って奥の居間に通ずる襖ふすまを開いた。路江は視野に入った無惨な光景に愕がく然ぜんとして立ちすくんだ。父は居間の鴨居に紐ひもをかけて自ら首をくくっていた。

　あまりの驚きに麻ま痺ひしたような路江の声帯から、一拍遅れて悲鳴が迸ほとばしった。

「お父さん、どうして」

　路江は鴨居から吊つり下がった父の足にすがりついたが、すでに一個の物体と化した父の身体はなんの反応も伝えてこない。

　非力な路江にはどうすることもできないので、家から飛び出して近所の人に救いを求めた。駆け集まって来た隣人の一人が警察に通報した。

　警察の検視の結果、死因に犯罪性は認められず、覚悟の自殺と断定された。あとには路江に宛てた遺書が残されていた。

　──路江、お父さんを許してくれ。最後まで頑張ったが、こうする以外に方法がなかった。私の生命保険金で従業員の最後の給料は支払えるだろう。葬儀は一切不要、そんな金があったら、一円でも多く従業員に分けてやってほしい。路江を一人残して母さんの許もとへ行くのは辛いが、おまえはもう一人で生きていける力を持っている。すべては私の至らぬところから発していることであり、他人ひとを恨んではいけない。住む世界は異なっても、いつもあの世から母さんと一緒におまえを見守っているよ。これ以上書くと、せっかくの決心が揺れてくる。おまえが帰って来る前に自分の手で私の人生に終止符を打つ。さようなら。そして有り難う。路江に、父より──

　以上の文言であった。

　父は他人を恨むなと言い残したが、子飼いの社員に裏切られ、技術を大手企業に売られたダメージが、父を死に追いつめたことは明らかであった。

　葬儀は一切不要ということであるが、そこに信頼していた社員に裏切られた父の無念が込められている。

　路江はごく少数の身内と、父の生前親しかった人たちだけで密葬をすますと、父の位い牌はいの前に最後の夜に約束したすき焼きを供えて、復ふく讐しゆうを誓った。

　いつ、どんな形になるかわからないが、必ず父を裏切った者に報復してやる。それをしない限り、父は成仏できないと路江はおもった。
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「今夜はお別れしたくないわ」

　堀ほり川かわ淑よし子こはせがむように言った。

「もうすぐ一緒に住めるじゃないか」

　矢や沢ざわ寛ひろしはなだめるように言った。

「もう一分、一秒も離れているのはいや。私たち、いつも一緒にいるべきなのに、一分、一秒でも離れていれば、それだけやり直しのきかない私たちの人生を損してしまうわ」

「そんな駄々をこねて、ぼくを困らせないでくれよ。結婚するまではきみをご両親の許に送り返さなければならない。ご両親を心配させるようなことをしてはいけないよ」

「父や母は私が寛さんと一緒にいれば、なんの心配もしていないわよ。私たち、もう夫婦も同然じゃないの」

「同然ではあっても、まだ夫婦ではない。けじめはつけなければいけないとおもう」

　二人は婚約後、恒例になっている小さな口論を繰り返した。挙式の日が近づくにつれて、口論の密度が濃くなっている。デート後の別れるときの儀式のようなものである。

　挙式まで指折り数えられる日数になったいま、矢沢の部屋に婚約者を泊めたところで、彼女の両親からなんのクレームもつけられないことはわかっている。形式的な挙式の前に同居して、実質的な結婚をした方が、彼女の言うように二人の人生の損失を救える。

　だが、生まれたときから出会う日まで別々に他人として暮らしてきた以上、形式ではあっても、結婚式というけじめをつけたいと矢沢はおもっている。いまどき流行はやらない古臭い考え方かもしれないが、それだけ挙式の日の喜びが大きくなるような気がする。

　結局、矢沢に説得されて、淑子は不承不承うなずいた。それもいつもの通りの儀式である。結婚すれば死ぬまで一緒にいられる。夫婦二人、手を携えてできるだけ遠方まで行かなければならない。そのためにこそ、けじめは大切だと矢沢はおもった。

　永すぎた春のおかげで、結婚式のときすでに馴なれ馴れしく、また所帯じみているような新郎新婦にはなりたくない。

　ようやく淑子が納得して、矢沢は停めていた車を発進させようとした。そのときかたわらに一台のスポーティな乗用車が横づけになった。乗用車から二人の若い男が降り立ち、矢沢の方へ近づいてくると、頭を下げてなにか問いかけてきた。

　服装もノーマルで、折り目正しい態度であったので、おおかた地理不案内の車が迷って、道を聞いてきたのだろうとなにげなく窓を下げると、いきなり凶器を胸元に突きつけられた。愛想笑いを浮かべていた相手の面おもてが別人のように険悪になり、折り目正しかった物腰が一転して凶悪な気配が吹きつけてきた。

　矢沢が危険を察知したときは、もう一人の男によって助手席の窓ガラスが打ち破られ、ドアが開かれた。淑子は悲鳴をあげると同時に、車外に引きずり出されている。

「なにをするんだ」

　矢沢が愕然として抗議をすると、凶器を突きつけた男が冷たい笑みを浮かべて、

「出ろ」

　と一言いった。言われなくとも、淑子を救うためには車外へ出なければならない。

「心配するなって。ちょっと姉ちゃんを借りるだけよ」

　淑子を引きずり出した男が言った。

「やめろ」

　矢沢が叫んで阻止しようとしたとき、頭部に衝撃をおぼえて、彼の意識は暗黒に沈んだ。長い間意識を失っていたように感じたが、それほど時間は経過していなかった。だが、我に返ったときは、淑子も襲って来た二人組もスポーティな車も消えていた。

　凶器を突きつけた二人組の一人の凶悪な面相はおぼえている。整ったマスクであったが、目が細く、男のくせに薄い唇が紅を塗ったように赤かった。右目の目め尻じりの小豆のような黒子ほくろが、頭を殴られて意識を失う直前、瞼まぶたに焼きついていた。

　だが、それだけで、二人組の素性を示す手がかりも、車のナンバーもおぼえていない。声をかけてきた相手に目が向いていたので、スポーティな乗用車というだけで車種も見届けていない。

　矢沢は直ちに携帯電話で一一〇番を呼んで、二人組に淑子を拉ら致ちされたことを通報した。二人組の素性や車種やナンバーが不明であっても、淑子が目印になるはずである。狼の毒どく牙がにかかる前に緊急配備の網に引っかかるようにと、矢沢は祈った。

　だが、彼の祈りも虚むなしく、二匹の狼と淑子は緊急配備の網にかからなかった。淑子の家に急を告げ、その夜、矢沢は彼女の家で両親と共にまんじりともせずに待ったが、淑子は帰って来なかった。

　悲報は翌朝七時ごろ、堀川家に届いた。

　神奈川県厚あつ木ぎ市域内の路傍に轢ひき逃げされた痕こん跡せきのある若い女性の死体が、早朝、犬を散歩に連れ出した近所の住人によって発見された。厚木署員が調べたところ、堀川淑子の名前を記載した定期券を所持しているので、遺体の確認を願いたいという連絡であった。危き惧ぐしていたことが最悪の形となって現われた。

　厚木署から連絡を受けると同時に、淑子の母親は虚脱状態になってしまった。厚木市には矢沢と、淑子の父親の堀川誠せい造ぞうが遺体の確認に行った。収容された遺体は厚木市域の最寄りの病院の霊安室に安置されていた。出迎えた厚木署員が、

「ご遺体は最初の加害車両に轢かれた後、複数の車に轢かれた痕跡があります。そのためご遺体の損傷が極めて著しいので、あらかじめ申し上げておきます」

　と言った。前もって覚悟を促したのであろう。

　遺体に対面した矢沢と父親の誠造はしばらく声を失ったまま、その場に立ち尽くしていた。遺体というより、血浸しの雑ぞう巾きんのようになっている。顔面が乱れた長い髪によって隠されているのが、辛かろうじて無惨な対面を救っていた。

　顔を確かめるのには耐えられなかったが、着衣、体型、所持品等から淑子にまちがいないと確認された。

「検視によって、お嬢さんは暴行されていることがわかりました」

　二人を霊安室に案内してくれた厚木署の松まつ家いえと名乗った若い捜査員が、湿った口調で言った。遺族の悲嘆に鞭むち打うつような言葉であるが、これを告げないわけにはいかない。

「すると、淑子さんを暴行した犯人が轢き逃げしたのでしょうか」

　矢沢は問うた。

「それはわかりません。犯人は暴行を加えた後、お嬢さんを路上に放置して、走り去った後の通行車両が轢れき過かしたのかもしれません」

　矢沢は昨夜、二人連れの男に襲われて、淑子を車で拉致されたことを松家に告げた。

　矢沢の通報によって、都内、都下、近隣県警察に緊急配備の網が打たれたが、二人組の車はその網を潜くぐり抜け、厚木市域に淑子の遺体を放置したことになる。もし二人組と轢き逃げ犯人が別人であれば、二人組が淑子を放置したとき、彼女はまだ生きていたことになる。レイプされ、路上に放置された後に加害車両が通り合わせたのかもしれない。

　忘れていた矢沢の後頭部の痛みがよみがえった。犯人に凶器で殴られた後、とりあえず血を拭ぬぐい落とし、濡ぬれたタオルで冷やしただけで医者には診せていない。

　だが、矢沢のダメージなどは淑子に比べればものの数ではない。矢沢には淑子の救いを求める声が耳の奥に聞こえるような気がした。

　寛さん、助けてと叫ぶ声が、後頭部の傷口を抉えぐるように響く。淑子が必死に救いを求めている間、彼は婚約者を救うために一指も挙げることなく、意識を失って虚しく地上に横たわっていたのである。淑子の両親はなにも言わなかったが、さぞや不ふ甲斐がいない男とおもっているであろう。

　身み許もとが確認されて、淑子の遺体は死因に犯罪性濃厚として、司法解剖に付されることになった。

「我々は犯人を地の果てまでも追って行きます」

　厚木署の松家が自らに誓うように言った。

　だが、彼の言う犯人とは轢き逃げ加害者のことであろう。もし暴行を加えた二人組と轢き逃げ加害者が別人であれば、二人組に対しては暴行の罪しか問えないのではあるまいか。

　暴行後、路上に放置しても、それはそのまま死につながるとは限らない。二人組が彼女を路上に放置したとき、身動きできなかったわけではなく、車に轢かれるかもしれないという認識はなかったと言い張れば、それ以上の責任は問えない。

　また加害車両の運転者が人身事故の認識がなかったと言い張れば、加害車両が複数推定されるだけに、轢き逃げ犯を割り出すのは難しくなる。最悪の場合、淑子は殺され損になってしまう。

　そのとき、矢沢と松家は床に雨垂れの落ちるような音を聞いた。誠造の目尻から溢あふれた涙が頰を伝い、顎あごの先から床の上にしたたり落ちていた。

　矢沢はその音を、自分が終生背負った心の債務として胸に刻みつけた。







　報復協定店
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　その店は一見、喫茶店らしくなかった。店の名前は「オアシス」である。

　通りに面して白い壁、小さな出窓が張り出し、こげ茶色をしたドアには「OPEN」と書かれた小さな表示板が掛けられているだけである。窓には遮光ガラスが張られ、奥にオレンジ色の灯火がともっている。窓越しに内部はよく見えない。時どきドアの外に犬がつながれていた。

　矢沢はその喫茶店を、新たな住居に移転して来てから約一ヵ月後に知った。すでにその店の前を何度も通行しながら、「OPEN」と表示板の掛けられたドアを押したことはなかった。

　その日、矢沢がその店の前を通りかかったとき、たまたまドアが開いて、中から客が出て来た。一瞬、高雅なコーヒーの香りが路上に流れ、店の内部が目に入った。

　束の間の観察であったが、楡にれ色の空間にセンスのよいインテリアが魅力的に映じた。矢沢はコーヒーの香りに惹ひかれて、いったん閉まったドアを押した。

　カウンターの前に数脚のスツールが並べられ、通路を挟んで壁際に固定された椅子席、その奥に数脚のティーテーブルを囲んだ椅子席が設けられている。屋内は壁も天井も床も楡色に統一されて落ち着いた雰囲気を醸し出している。

　室内にはクラシックの名曲が押しつけにならない程度の音量で、せせらぎのように流れている。常連らしい客がそれぞれの位置に適当な間隔をおいて座っている。矢沢は一目でその店の雰囲気が気に入った。

　やがて運ばれて来たコーヒーを一いつ喫きつした矢沢は、驚いた。味、香り、こく、いずれもコーヒー好きの矢沢が、これまで味わったコーヒーの中で最高のものであった。

　コーヒーだけではなく、コーヒーシュガーもクリームも吟味されている。砂糖が白いざらめであったり、コーヒーシュガーもブロックが細かすぎるとコーヒーに早く溶けすぎて甘くなってしまう。クリームも比重が重すぎるとコーヒーの中に沈んで、せっかくのコーヒーがミルクコーヒーになってしまう。

　精選されたコーヒーシュガーとクリームを忠実な従者のように従えて、わざわざ熱した名器に淹いれて出されたコーヒーは、シュガーとクリームを加えてもまだ舌が焼けるほどに熱い。

　矢沢は感激すると同時に、いままで彼が飲んでいたコーヒーと称する飲み物は一体なんであったかと疑った。

　矢沢はその日から、その店のコーヒーにはまってしまった。いや、コーヒーだけではない。その店にはまった。仕事中、一日に少なくとも二度はその店へ行くようになった。休日には三、四回は行く。

　コーヒーも抜群であるが、店の雰囲気が実にいい。店にいる間、人生の重荷を下ろしてほっと寛くつろぐ。その店に集まる客たちもコーヒーを飲む束の間、それぞれの重荷を下ろして寛いでいるようである。

　常連たちは顔を合わせると静かに会話を楽しんでいる。喫茶店の客は酒場の客と異なって、未知の人間同士が直ちに打ち解け合うというようなことはない。常連同士が顔馴な染じみになっても会釈を交わす程度で、なかなか言葉を交わすまでにはいかない。彼らは人見知りをして、いずれもシャイである。

　人生の砂漠を旅して来て、ようやくたどり着いたオアシスで重荷を下ろして寛いでいる。口をきくのも億おつ劫くうなほど疲れているというわけではない。それぞれが憩うている旅人に声をかけて邪魔をするのを憚はばかっているような謙虚モデストな態度である。そこは束の間重荷を下ろして憩う、店名通りのオアシスであった。

　オアシスのマスターは一見、六十前後、いつもカウンターの中に影のようにたたずんでコーヒーを淹れることだけに専念している。スリムな体たい軀くは一見華きや奢しやであるが、若いころに鍛えた強い芯しんが通っているようである。

　常連の間でマスターの前身について、暴力団の組長や企業のエリート、倒産会社の社長などとさまざまな噂が交わされていたが、真偽を確かめた者はいない。

　オアシスに通うようになって約一ヵ月後、なにげなくドアを押して店内に入った矢沢は、愕がく然ぜんとした。常連はそれぞれ好みの席がある。そのとき矢沢が勝手に自分の指定席と定めた席に先客があった。

「淑子」

　彼はおもわず口中にうめいた。矢沢の指定席に堀川淑子が座っている。そんなことがあるはずがない。彼女は五年前に死んでいるのである。矢沢が淑子と見まちがえた女性は他人の空似であった。

　矢沢の視線に気づいたらしく、彼女は面おもてを上げた。矢沢と視線が合った。彼女ははにかんだような微笑を浮かべて、軽く会釈をした。矢沢も会釈を返した。間もなく彼女は席を立ってオアシスを出て行った。

　その日以降、彼女をオアシスでよく見かけるようになった。たぶん最近この界かい隈わいに移転して来たのであろう。彼女が常連となって、オアシスの魅力が倍加した。

　常連が店へ来る時間はおおむね一定している。だが、彼女は不規則な仕事をしているらしく一定していない。仕事帰りらしい夕方が多いが、その時間も不規則である。だが、身辺に風俗のにおいはない。

　一日に何回も姿を見せることがあるかとおもうと、数日間、ばったり途切れてしまうこともある。たぶん仕事の性格に旅行が多いのだろうと矢沢は推測した。彼女の姿を見かけないときは寂さみしかった。彼女と出会ってから、オアシスのコーヒーをもってしても埋められないものが生まれた。彼女の方もなんとなく矢沢を意識しているらしい。

　この地域に引っ越して来てから花の季節がめぐってきた。都内ではあるが、世せ田た谷がや区の奥まった地域で、少し行けば多た摩ま川を隔てて神奈川県になる。乱開発から奇跡のように生き残った桜も多い。

　四月上旬のある日、オアシスへ行くと、矢沢の指定席に白い紙片のようなものが落ちていた。近づいて見ると桜の花びらである。おそらく先客の身体に付いて、オアシスに運ばれて来たのであろう。

　花びらをつまみ上げて、それを残して行った先客を想像していると、カウンター越しにマスターが、

「最近、よくお見えになるようになった女性のお客さんが、ついさっきまでその席にいらっしゃいましたよ」

　と声をかけた。

「それは残念なことをしたなあ。もうちょっと早く来ればよかった」

「矢沢さんも彼女もその席がお好きなようですね」

　マスターが言った。

「彼女とぼくの指定席らしい。しかし、彼女がいれば喜んで譲るよ」

　矢沢は彼女の置き土産の花びらを慈しむように指先につまんだ。

　最近、趣味で始めた俳句が即興で一句浮かんだ。

　客去りて花びらのある席を取り

　口ずさむと、マスターが、

「いい句ですねえ」

　とまんざらお世辞でもなさそうに言った。

　次の日、オアシスのドアを押すと、彼女が来合わせていた。視線が合うとにこやかに笑い、

「客去りて花びらのある席を取り。マスターから聞きましたわ」

　と彼女の方から話しかけてきた。

「いや、これはまいったな。恥ずかしいものをお耳に入れてしまいました。マスター、困るよ」

　当惑した矢沢はマスターに八つ当たりした。マスターがにやりと笑った。

　これがきっかけになって、二人の間の隔壁が除かれた。

「矢沢と申します」

　名刺を差し出すと、彼女は、

「申し遅れました。家木と申します」

　と言いながら、バッグから取り出した名刺を返した。すでにオアシスの店内で何度も出会っている下地を踏まえて、二人はすぐに親しくなった。矢沢は家木路江と話していると、淑子が生き返ってきたような錯覚をおぼえた。

　言葉を交わすようになってから間もなく、路江は、

「矢沢さんは私を見ながら、いつもだれかほかの人を見ているみたい」

　と少し怨えんずるように言った。矢沢は少なからずぎょっとして、

「そんなことはありませんよ。ちゃんとあなたを見ています」

　と言った。

「そうかしら。たしかに目は私を見ているのだけれど、私の奥にいつもだれかべつの人を探しているみたい。もしかしたら、矢沢さんのお知り合いの女性に私が似ているんじゃないかしら」

　路江に言い当てられて、矢沢は、

「そ、そんなことは、ありませんよ」

　どぎまぎと否定したが、口調が裏切っている。路江に亡き婚約者の面影を重ねていたと正直に告白するのは、路江に対して失礼であろう。

「もし私が矢沢さんの知っている女性に似ているとしたら、光栄ですわ」

　路江は矢沢の胸の内を読んだように言った。路江の言葉に救われて、矢沢は告白したい気になった。告白というよりは確かめたいような気があった。

　路江と淑子が別人であることは明白であるが、意識の隅に淑子が路江の姿を借りてよみがえってきたような気がしている。あるいはあの夜、淑子は死なず、事情があって姿を隠した後、べつの名前を名乗って矢沢の前に現われたのではないだろうか。そんな一抹の疑惑を路江自身に確かめたい誘惑に駆られた。

　矢沢は少しためらった後、おもいきって淑子と自分を襲った事件の経緯いきさつを路江に話した。

「こんなお話を申し上げて不愉快になったのではありませんか。あなたにお会いしていると、つい淑子に再会したような気になってしまって、彼女を救うためになにもできなかった自分が情けなくなります。いまさら詫わびてもどうなることでもありませんが、このことはぼくの一生の債務として背負っていくつもりです」

「淑子さんを愛していらしたのね。でも、債務は背負っているだけでは返せないわよ」

　路江は謎をかけるように矢沢の目を見た。

「と言いますと……？」

　矢沢は路江の言葉の含む意味をとらえ損なった。

「そのことをお話しする前に、私も矢沢さんにお話ししたいことがあります」

　路江は少し居ずまいを改めた。

　家木路江は彼女の父の自殺と、それに伴う喪失の身の上話を語った。一見、穏やかにコーヒーを喫している高級ＯＬ風の彼女にも、そんな悲しい過去が秘められていたのである。

　聞き終わった後、矢沢は彼女にかけるべき言葉がなかった。

「ごめんなさい。ついこんな関わりのない話をしてしまって」

　話し終えると、路江は詫びた。

「とんでもない。他人ひと事ごとには感じられません。あなたが心身に受けたダメージが痛いようにわかります」

「それは矢沢さん自身がダメージを負っているからでしょう。矢沢さんはおっしゃったわね。いつ、どんな形かわからないけれど、犯人に対して復ふく讐しゆうしたいと……」

　強い怒りを帯びた路江の視線が射るように矢沢の面に向けられた。

「言いました。犯人に復讐することが、ぼくが背負った債務の返済です」

「私も、父を裏切り、父を死に追いつめ、私たちからすべてを奪っていった人間を許すことができません。父はだれを恨んでもいけないと言い残しましたが、同時に一切の供養は無用だとも言いました。その裏切り者に報復しない限りは、父の菩ぼ提だいを弔えません」

　二人はしばらく視線を合わせたまま、たがいの目の奥を見つめ合った。ほどよいＢＧＭが二人の会話を周囲から隔絶している。離れた席から見れば、二人の間に話題が弾んで、雰囲気が盛り上がっているように見えるかもしれない。

「その裏切り者の消息はわかっているのですか」

　矢沢は問うた。

「わかっています。父の技術を盗んで大手の会社に売りつけ、いまではそこの主任技術者におさまっています。矢沢さんの婚約者を襲った犯人は、その後わかったのですか」

「わかりません。彼女を襲った二人組と轢ひき逃げ犯が同一人物なのか別人なのかもわかっていません。しかし、二人組の一人の顔は絶対に忘れません」

　二人はそれぞれ心身に負ったダメージを話し合って、一層親近感が増した。

　復讐と一口に言っても、法治国家では許されない。復讐の願望を埋うずみ火びのように心の底に燃やしながら、叶かなえられぬ願望を心の債務として生きていくしかない。それは二人にとって水脈のように通い合う債務であった。
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　数日後の遅い時間、矢沢はアパートへ帰って来た。今日は残業で遅くなり、オアシスに立ち寄れなかったのが残念であった。アパートの自室の窓に灯あかりが点ついている。暗い窓の部屋に帰るのが侘わびしいので、朝出勤するとき室内灯を点けていくのである。

　だが、ドアを開くと部屋の中は朝出たままになっている。起き抜けに朝食も摂とらずに慌しく飛び出した跡がそのまま忠実に保たれている。室内には万年床が敷かれ、何日も掃除をしていない異臭がこもっている。侘しい維持であり、独身のにおいであった。

　冷蔵庫を開けても、ビールや冷酒、賞味期限の切れた半調理食品など、ろくなものは入っていない。すでに夕食は外ですましてきた。缶ビールでとりあえず喉のどを潤し、テレビを点ける。

　数年前、行きずりの悪魔に淑子を拉ら致ちされなければ、部屋は小こ綺ぎ麗れいに整せい頓とんされ、風ふ呂ろはいつでも入れるように用意され、彼の好物の家庭料理が淑子の笑顔と共に待っているはずであった。可愛い家族が加わっていたかもしれない。

　そんな幻影を描きながら、矢沢は一人の侘しい時間を埋めるためにテレビ画面に目を向けた。歌番組らしく、見慣れない若い歌手が国籍不明の歌をうたっている。歌番組にあまり興味のない矢沢はチャンネルを切り換えようとした。

　彼の指先が宙に止まり、視線がテレビ画面に固定した。きらきら光る細い目、太い眉まゆ、尖とがった鼻び梁りよう、紅を塗ったような薄い唇、右の目め尻じりに小豆大の黒子ほくろがある。整ったマスクであるが、表情に乏しく酷薄な感じである。その顔は矢沢の瞼まぶたに焼きつけられていたものであった。

　矢沢から淑子を奪い、彼女と共に描いていた人生設計を覆し、二人の将来を破壊した元凶の顔がブラウン管に映し出されている。

　矢沢の膠こう着ちやくした視線の先で、歌手の顔がクローズアップされた。淑子と共に矢沢のすべてを奪い去って行った憎むべき仇きゆう敵てきの顔がそこにあった。

「あいつだ。あいつにまちがいない」

　矢沢はテレビの前でうめいた。

　その歌手は歌い終わり、司会者が出て来た。司会者のトークのうちに、その歌手がヒートという芸名であることを知った。犯人は歌手になっていた。ついに憎むべき犯人の消息をつかんだ。

　二年前にデビュー後、ヒット曲に恵まれずくすぶっていたのが、「ショット・イン・ザ・プリズン」が半年前の発売と同時にヒットチャートを駆け登り、止とどまるところを知らない勢いを示している目下成長株ナンバーワンの歌手であった。

　本格的再デビュー間もないにもかかわらず、各テレビ局からひっぱりだこの売れっ子ぶりであり、各社主催による音楽祭において新人賞を総なめにするのではないかと噂されていた。

　矢沢は芸能雑誌やインターネットからヒートの情報を広く集めた。だが、歌手としてデビューする以前の経歴は茫ぼう漠ばくとしている。

　芸能界の大手、キクプロダクションのスカウトに新しん宿じゆくの小さなライブハウスで歌っているところを発掘されたということであるが、それ以前の職業は宅配便の運転手、レストランのウェイター、セールスマン、作業員、ピザの配達員などを転々としていたという噂で、それも確かめられていない。年齢は自称二十二歳、独身ということである。本名は栗くり山やま利とし昭あきという。

　経歴を明らかにせず、イメージをミステリアスにしようというプロダクションの戦略のようであるが、その狙いは的を射て、謎めいたイメージがヒートの人気をますます煽あおっているようである。

　ヒートの身辺を探るうちに、矢沢はもう一つの重大な発見をした。

　二人組の片割れがヒートの付人をしていたのである。ヒートの陰に霞かすんでいたのが、顔写真を見ておもいだした。使い走りの付人として名前も不明であるが、矢沢にとってはヒートに並ぶ許すべからざる仇敵である。

　オアシスで家木路江に会った矢沢は、この発見を彼女に伝えた。

「犯人をとうとう見つけたのね」

　路江の目が少し輝いたように見えた。

「まさか歌手になっていようとはおもいませんでした」

「ヒートだったら、私も名前は知っていたわ。まさかヒートが矢沢さんの婚約者を拉致した犯人とはおもわなかったわ」

「目下売り出し中の芸能界の寵ちよう児じだそうです。そう言われてみれば、ヒートという名前はぼくも二、三度、耳にしたような気がします。あまり歌番組や芸能雑誌は見たことがなく、その方面の情報に疎かったものですから」

「でも、犯人を見つけただけで、証拠はないわね」

　路江はよく光る目を矢沢の面に据えた。

「まちがいありません。あいつが淑子をさらっていったのです」

　ヒートの顔は矢沢の生涯の債務のシンボルとして心に深く刻印されている。

「でも、それはあなた一人の記憶でしょう。記憶だけでは手を出せないわよ。事件は五年前のことだし、ヒートがフィアンセを拉致して殺したという証拠はなに一つないわ」

「証拠は私です」

「それは警察や裁判所では通らないわ。ヒートが身におぼえがない、淑子さんには会ったこともない、あなたがなにか勘ちがいしているにちがいないと言い張れば、それまでだわ」

「犯人を見つけながら、なんの手出しもできないのですか」

「法律的にはね」

　路江が謎をかけるように言った。

　矢沢はその言葉の含む意味を探って、はっとした。

「路江さん、まさか」

「そうよ、法律の救済を当てにすることはできないわ」

　路江の目の光が深みを帯びてきた。

「法に頼ることができなければ、自分の手で犯人を裁く以外にない。しかし、現代社会では復讐は禁じられています。復讐をすれば犯罪行為になりますよ」

「犯罪がいやなら、犯人に手は出せないわね。犯人は法律に厚く保護されて、社会の居心地よい場所におさまって大手を振って生きているわ」

　路江は下唇を嚙かみしめた。

「証拠か。自分の目の前で婚約者を拉致され、犯人の顔を明確におぼえているのに、証拠がないと駄目だというのですか。そのとき犯人に殴られて昏こん倒とうした頭の傷がまだここに残っています。季節の変わり目やちょっとした弾みに、ずきずきと痛みますよ。それでも犯人に手が出せないのですか」

「被害者の記憶だけでは充分な証拠にならないわ。記憶は忘れられていくし、記憶ちがいということもあるわ。被害者のおもいこみだけで犯人を逮捕することはできないのよ。まして五年も前の古い記憶だけではね」

「絶対に忘れられない記憶もありますよ。あなたもお父さんを死に追いつめた犯人を忘れられないでしょう」

「死んでも忘れないわ。でも、忘れないということと、犯人を捕らえるということはべつなのよ。この人物が犯人であるという客観的な証拠が揃わないと、犯人を有罪にできないわ。犯人にも人権があるのよ」

「被害者の人権はどうなるのですか。犯行場面に居合わせて、現にその犯人を見ているというのに、それだけでは充分な証拠とならないのですか」

「証拠としても主観的な証拠ね。せめて複数の証人がいれば少しは強くなるけれど、被害者は初めから犯人にちがいないという先入観を持っているものよ。警察が容疑者を逮捕したとき、面通しと言って被害者に見せるでしょう。映画やテレビでマジックミラー越しに容疑者を被害者に見せて、犯人かどうか確認するシーンを見たことがあるでしょう。でも、被害者は被害に遭ったときの恐怖と興奮の中に、束の間犯人の顔を見ただけで冷静な観察はできないわ。被害者の証言の信しん憑ぴよう性せいは薄いそうよ。まして矢沢さんの場合は犯人に襲われると同時に、頭を殴られて意識を失っていたのでしょう。事件から五年も経ってから訴え出て行っても、警察は相手にしてくれないわよ」

「もし警察が相手にしてくれなければ、自力ででも報復してやる」

「あなたに本当にその気がある？」

　路江が試すように矢沢の目の奥を覗のぞき込んだ。

　二人はそのまま沈黙して、たがいの目を見つめ合った。折から他の客の影はなく、カウンターの奥でマスター一人が黙々と食器を磨いていた。

「復ふく讐しゆうは一人よりも複数で協力した方が成功率が高くなるわ」

　路江がだれも聞く者もないのに、声をひそめて言った。

「ぼくもあなたのお父さんの復讐に協力します」

　矢沢は路江の意を察して言った。

「二人だけではまだ戦力不足よ。世の中には愛する者や肉親を殺されて泣き寝入りしている人が多いわ。法の救済を受けられず、悔しいおもいをしている人たちを捜し出して、復讐のための戦力を結成するのよ。私、父を失ったときから、その計画を温めていたの。世の中にはきっと私たちと同じように悔しいおもいをしている人たちがいるにちがいない。私たちにとって、法律は犯人の味方なのよ。被害者の生命を奪い、残された人たちの生活を破壊し、終生癒いやせぬ心の傷をつけておきながら、犯人の人権を考慮する法律では被害者は救えないわ。被害者と犯人の人権を同等に扱う限り、被害者側は不利なのよ。被害者側が無力なのに対して、犯人は証拠を残さないように努力と工夫をするわ。人権が同等でも、犯人と被害者側の勝負は初めから対等ではないのよ。法律が犯人の味方であれば、被害者側は協力して犯人に報復する以外にはないわ」

　路江は、法律は犯人の味方だと言ったが、たしかに被害者側は、加害者の情報を、公判が開始されて検察官が起訴状を朗読し、証拠調べの初めに冒頭陳述をするまでは、捜査の秘密として一切知らされない。

　犯人や加害者によって一命を奪われたり、致命的なダメージを被こうむっていながら、被害者側は蚊か帳やの外に置かれているわけである。犯人の人権だけが考慮されて、被害者側のダメージや悲嘆は無視されている。まさに人権は同等でも、犯人と被害者の勝負は対等ではなかった。

「ぼくはなんとしても犯人に復讐したい」

「返り討ちに遭っちゃうわよ。問題はあなたのフィアンセの復讐をすることだけではないわ」

「というと？」

「肉親や親しい者を殺されて泣き寝入りをしている人たちを捜し出し、犯人たちに被害者の痛みを返し、法律の不備を補う力をつくるのよ。私の考えていることは、法治国家では許されない犯罪かもしれない。でも、犯人側と同等の犯罪ではないわ。他人の人権を蹂じゆう躙りんして、法律の保護の下に逃げ込んでいる犯人たちにおもい知らせてやるのよ。他人の人権を蹂躙した者には、人権など必要ないわ。単なる個人的な復讐ではなく、人権を踏みにじられ、法律の保護から見放された人たちの救済機関をつくりたいのよ。そういう機関があるというだけで、犯罪の防止に役立つかもしれないわ」

　路江の抑えた口調が熱を帯びてきている。

「それには二人だけでは足りないわ。私たちで捜さない？　私たちと同じように、親しい者を殺されたり奪われたりして悔しいおもいを胸に刻みつけている人たちを……」

　路江と矢沢の間に契約が成った。

　幸いに今日ではマスコミとインターネットのおかげで情報がふんだんに、容易に集められる。無法に肉親や親しい者を殺されたり奪われたり、再起不能にされて、悲嘆と絶望の淵ふちに落とされ、家庭を破壊され、生活の基盤を失い、人生に深いダメージを受けた者は多い。

　だが、二人の計画と目的のためには、犯罪の被害者であればだれでもよいというわけにはいかない。

　まず、犯人が判明していること。

　二に、犯人が法ほう網もうを潜くぐり抜けて平然としていること、あるいは不当に軽い刑を終えて出所、または起訴猶予、不起訴になっていること。

　三、犯人と被害者側に示談が成立していないこと。

　四、犯人の所在が判明しており、健康で社会的に相当の活躍をしていること。

　五、被害者側が復讐を遂行するに足る程度の健康を保持していること。

　六、犯人の犯行、加害者の加害行為の動機に被害者側の責に帰すべき理由や過失がないこと。

　七、被害者側が恨みを忘れていないこと。

　などである。

　これまで発生した膨大な事件の中から、これらの条件を満たすケースを選より分けていく。事件数は膨大であるが、全条件を満たすケースとなると限られてくる。

　特に被害者側の所在が不明になっている場合が多い。事件が被害者側（遺族や親しい者を含めて）の家庭を破壊し、生活に変動を来し、仕事や職業すら失って移転、あるいは流浪した状況を示すものである。

　条件中最も判別の難しいのが七である。恨みを忘れていないかどうかは本人に確かめてみなければわからない。聞かれておもいだす程度の恨みでは復讐はできない。恨みを胸の深所に蓄え、埋うずみ火びのように長い時間ちろちろと燃やしつづけていなければならない。

　喪失のダメージは犯人と加害者に報復しない限り決して癒されることなく、尽きることのない無念が埋み火を燃やしつづける燃料となっている。そういう人物はめったに胸の内を覗かせないであろう。

　赤あこ穂う浪士ですら討ち入りまで一年十ヵ月である。これ以上の歳月をかければ、さらに脱落者が増えたであろう。

　人間はいつまでも恨みを執念深くおぼえていられるものではない。恨みを忘れることは喪失のダメージから立ち直るための自衛でもある。

　また一家の支柱を奪われた遺族は、生活のための闘いに追われ、犯人を恨んでいる暇がなくなってしまう。許すべからざる犯人や加害者との間に示談が容易に成立するのも、恨みを生活費のために売り渡してしまうからであろう。

　二人の相談は次第に具体性を持ってきた。矢沢には淑子が家木路江に生まれ変わり、彼女に恨みを託して復讐機関の結成を呼びかけてきたようにおもえた。







　共有した敵
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「いけない、クリームを買うのを忘れたわ。ちょっと行って、買ってくるわ」

　この春、短大を出て、就職したある大手市中銀行から帰宅して来た照てる美みが、駅前のスーパーで買って来た品物を調べて言った。数年前母を病いで失ってから、照美が父親を支えて家事を取り仕切っている。

「帰って来たばかりじゃないか。クリームなどなくてもよいから、やめなさい」

　末すえ次つぐ雅まさ俊としは引き止めた。

「明日の朝のコーヒーがクリームなしになっちゃうわよ。十分で帰って来られるわ。待っていて」

　照美は引き止める父親に声をかけて、帰宅したときのままの服装で家を出た。末次はそのとき不吉な予感がしたが、考えすぎだとおもった。

　末次は大のコーヒー好きである。特に苦み系のコーヒーにクリームを浮かしたのが好物である。コーヒー用のクリームではコーヒーの中にクリームが沈んでしまい、ミルクコーヒーになってしまう。

　照美は父親の好みを知っていて、表面に浮かぶクリームを買って来てくれる。銀行からの帰途、駅前のスーパーで必要な品を買って帰る。その買物リストにクリームを忘れて、スーパーまで買いに戻ったのである。一度ぐらいブラックでも我慢できたのだが、照美は父が引き止めるのを振り切るようにして出て行ってしまった。

　それが照美の元気な姿を見た最後になった。十分と言って出て行った照美がなかなか帰って来ない。二十分経過して、不安になった末次が迎えに行こうとして立ち上がったとき、駅の方角から救急車のサイレンが聞こえてきた。

　不安をかき立てられた末次は、サンダルを突っかけて駅の方角へ走った。スーパーの前の路上に、救急車と複数のパトカーが警告灯を明滅させながら停まっていた。大勢の野次馬が路上に群れている。なにか事件があったらしい。

　不安に耐えて末次が現場に駆けつけると、担架に乗せられた若い女性が救急車に運び入れられるところであった。路上には血が点々としたたり、警官が現場検証をしている。

「照美」

　担架に乗せられた女性の顔を確認した末次は、愕がく然ぜんとして走り寄った。

「下がって下がって」

　制止する警官を、

「私の娘です」

　と押し退のけて、いままさに負傷者が収容されようとしている救急車のそばに走り寄った。

「身内の方ですか」

　救急隊員が問いかけた。

「父親です」

「暴走族に轢ひかれて重体です。ご同行ください」

　救急隊員が言った。

　ついさっき元気に家を出た照美が、叩たたき潰つぶされた肉の塊のように変わり果てている。だが、救急車に担ぎ込まれたのはまだ息のある証拠である。

「照美、死ぬな。死ぬなよ」

　意識はなく、救急車内で顔にマスクをつけられ酸素吸入を受けている。救急隊員は必死にガーゼで流れる血を拭ぬぐっている。押し当てたガーゼがたちまち血浸しになってしまう。

　不幸中の幸いにも、病院をたらいまわしされることなく、運び込まれた救急告示病院で迅速かつ適切な手当てを受けて、生命は取り留めた。だが、照美は半身不随となり、一生ベッドに縛りつけられる身体となってしまった。

　一九七八年、道路交通法の改正案が国会を通過し、十二月一日から施行された。これ以後、集団で暴走することは「共同危険行為」として犯罪となった。これに違反した場合は六ヵ月以下の懲役、十万円以下の罰金、点数は十五点を科せられることになった。暴走族は新道交法の実施によって壊滅状態に追い込まれた。

　だが、これは表面だけの現象であって、暴走を生き甲斐がいとする少年たちを法律によって抑え込むことはできなかった。彼らに走るなと命ずることは、生きるなと命ずるに等しい。

　解散した暴走族は暗闇の中に密ひそかに集まり、ふたたび走り始めた。全盛期のように大集団で走ることはなくなったが、ナンバープレートをガムテープで隠し、数台ずつ分散して集合場所に近づいて来たマシンやシャコタン車は、会合点に集結すると交通機動隊の網の目を潜くぐって深夜の街を走り出す。

　彼らは追いつめられた分だけゲリラ的になり、過激になった。平日は半分死んだようになって暮らしていた彼らが、週末の夜に突如息を吹き返し、都会の夜を禁じられたスピードによって束の間制圧する。その瞬間にこそ、彼らは生きていることを実感するのである。

　白バイもパトカーも検問所も彼らを阻止できない。黒い旋風のように一団となって走り抜けた彼らの後を、慌てて追いかけるのが精一杯である。

　この黒い悪魔の前を、照美は青信号に従って無防備に横切った。信号を無視して交差点に突っ込んで来た黒い悪魔は、立ちすくんだ照美を餌え食じきにして走り去った。

　照美を轢いた暴走車は後日発見され、犯人が逮捕された。犯人は十九歳の暴走族のリーダーであった。犯人は道路交通法違反、業務上過失傷害に問われて、求刑禁きん錮こ一年二ヵ月、一年の禁錮を言い渡された。

　犯人はわずか八ヵ月で仮釈放されたが、照美は二十歳の若さで、生涯ベッドの上の囚人となった。出所後、犯人は一度も見舞いに現われなかった。
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　大安の休日とあって、ホテルは華やかに賑にぎわっていた。廊下や宴会場のロビーで純白のウエディングドレスや角隠しを着けた和装の花嫁がすれちがう。

　ラウンジはこれから披露宴に出席する人や、披露宴がお開きになった来賓たちで賑わっている。艶あでやかな振ふり袖そでや訪問着の女性たちが姸けんを競っている。盛装した子供たちが嬉うれしそうにはしゃいでいる。平和で楽しげな光景であった。

　ラウンジの一隅のテーブルを数人の男たちが占めていた。いずれも金をかけた服装をしており、鋭い目つきを薄い色の入った眼鏡で隠している。一見、ビジネスエリートらしい風体であるが、周囲の華やいださんざめきとは場ちがいの尋常ならざる気配を発している。

　一般客も彼らの方には近寄らない。天真爛らん漫まんな子供だけが親の制止も聞かず、はしゃいで、彼らの近くを歩きまわっている。

　ラウンジに一人の若い男が空席を探すように入って来た。結婚披露宴に出席した帰りか、手にホテルのマークの入った引出物の紙袋を提げている。先客たちはだれも彼に注意を向けない。隅のテーブルを占めている男たちのグループも、披露宴帰りの客とおもったらしい。

　男たちのグループに近づいたその男は、さりげなく引出物の紙袋に手を入れた。紙袋から引き出した手には、一いつ挺ちようの拳けん銃じゆうが握られていた。男はその銃口をグループの方角に向けて引き金を引いた。

　男は慌てていたらしく、初弾は逸それた。平和で華やいでいたラウンジは、突然の銃声に阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した。男はつづけて引き金を引いた。男に銃口を向けられたグループのボスらしい人物は初弾を躱かわし、二発目が来るまでの間かん隙げきに、ちょうど近くへ走って来た少女を楯たてに取るような形で身体を縮めた。そこへ第二、第三弾が放たれた。

　後続弾は少女の身体に命中した。少女は悲鳴もあげず即死状態で死んだ。だが、背後のボスに支えられて倒れない。少女を誤射した狙撃者は動転して、残弾を乱射し尽くすと、拳銃をグループの方角に投げて逃げ出した。

　ようやく我に返った用心棒とおぼしき男たちは狙撃者に向かって猛然とダッシュした。

　救急車が呼ばれたが、空のまま帰った。救急隊から通報されて警察が臨場して来たとき、狙撃者はとうに逃げていた。

　狙われたのは、警察庁から広域暴力団として指定された関東門もん伝でん会の行動隊長、津つ田だ文ぶん吾ご以下、四人の子分たちである。

　巻き添えを食って死んだのは、星ほし野の友とも美み、五歳の園児であった。叔母の結婚式に両親と共に出席して、この奇き禍かに遭ったものである。

　関東門伝会は関東地方を中心に山梨、静岡、愛知、東北にまたがって勢力を伸ばしている指定団体中三位の広域暴力団である。狙撃された津田は関東門伝会の斬り込み隊長として、常に最前線に立って版図を拡大してきた。

　狙撃者はその日のうちに警察に自首して来た。警察では背後関係を暴力団同士の抗争と見て犯人を厳しく追及したが、犯人は津田に対する個人的な恨みと言うだけで、否認を通した。

　犯人が対立組織から走った（派遣された）鉄砲玉であることはわかっていたが、証拠はない。警察はこの事件によって、暴力団の抗争が激化するのを恐れ、警戒を強めた。

　これに対し、津田は鉄砲玉の黒幕を関東門伝会と同じエリアでしのぎを削っている相そう隣りん同どう志し会と睨にらんで、神出鬼没のゲリラ戦を展開した。

　襲撃後わずか一ヵ月の間に、相隣同志会系の有力組織で、東京・新宿に拠点を擁する親しん和わ会を解体させ、歌か舞ぶ伎き町を完全に制覇してしまった。この間、一人の死者も出さず、親和会の幹部二十四本の指を集めた津田は、「二十四の小指」として伝説的なエピソードヒーローとなった。

　だが、津田は狙撃弾の楯にした少女の葬儀に子分を代理焼香させただけで、姿を見せなかった。自分が会葬するとまた迷惑をかける虞おそれがあるという口実であったが、その後、一度も墓参りもしていない。

　津田はその後、関東門伝会の若わか頭がしら補佐として、同会ナンバースリーに出世した。
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　八ヵ月で仮出所した伊い崎ざき文ふみ也やは店員、セールスマン、バイク便の配達員、ピンクサロンの呼び込み、ガソリンスタンドの従業員、派遣の仕事などを転々としていたが、たまたま面白半分に出演した映画のエキストラで認められた。当初は元札付きの暴走族リーダーという前歴が面白がられたようである。

「偽造フエされイクた夜ナイト」という暴走族出身の若者が再起する映画に抜ばつ擢てきされて、地で行く演技が好評を得た。これがきっかけになって、テレビの連ドラの主役に起用され、一躍スターになった。コマーシャルにも年間数本出演している。

　撮影所、ロケ、テレビ局、マスコミのインタビュー、移動と走りまわる超過酷なスケジュールを、若さと、非合法な深夜の走り以外に捌はけ口のなかった落ちこぼれから這はい上がってきた野心が支えている。

　暴走族時代は、生きていたのは土曜の夜だけで、あとの六日間は死んでいたも同然であった。一人ではなにもできない落ちこぼれが群れ集まって、週末の夜を走る。暗いハイウェイにマフラーから青い火花を発しながら死と隣り合わせに走る。捌け口を塞ふさがれていた青春のパワーがそのときだけ完全燃焼する。

　警察は彼らを人間として扱っていない。鉄の馬にまたがって、危険と騒音をまき散らしている社会の落ちこぼれとして天敵のように憎み、最初から潰つぶそうとしていた。

　事実、暴走族は週一回、土曜の夜に生き返るゾンビのような存在である。彼らは六日間、死んでいた分を一夜に取り返そうとして走る。この一夜に燃え尽きてもよいとおもっていた。

　週に一回生き返って目立ちたい。暴走族が例外なくマスコミ好きなのは目立ちたいからである。目立つために命懸けで走りまくり、喧けん嘩かをして名前を売っていく。だが、結局は一夜限りの蜉かげ蝣ろうのように、日曜の朝になれば死体に返る。

　そんな繰り返しのうちに二十歳になり、暴走族を卒業して社会の中に埋もれていってしまう。そんな生活には二度と戻りたくない。いまやスーパースターとして全国の観客の熱いまなざしを一身に集めている。それこそ最高の目立ち方ではないか。

　末次雅俊は伊崎文也の行方を凝じっと見守っていた。伊崎の成功に比して、照美は依然としてベッドから身動きできない。伊崎の一夜の暴走のせいで、照美の人生は二十歳のまま停止してしまった。

　伊崎は成功の階段を駆け登りながら、照美のことは完全に忘れ去ってしまったらしい。八ヵ月の実刑をもって罪は完全に償ったと理解しているようであった。
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　星野友とも信のぶは離婚した。友美は結婚後九年目に生まれた子であった。妻は友美をヤクザの抗争に巻き込まれて失い、再起する気力を失ってしまった。

「また子供をつくろう」

　と星野は妻を励ました。

「友美はもう還かえってこないわ。友美でなければだめなのよ。友美を失ったから、またもう一人つくろうなんて、そんな気持ちにとてもなれないわ」

　と妻はなじるように言った。

　このときから妻の神経は少しずつ壊れていった。仕事から帰宅すると、家に灯りが点ついていない。留守かとおもって入ると、暗い部屋の中央に妻がうずくまって、なにかしきりにつぶやいていた。

「さあ、幼稚園へ行く時間ですよ。起おっきしないと間に合わなくなるわよ」

　よく見ると、友美の服を抱いて生きている者に言うように話しかけている。

「友美はもう死んだんだよ。しっかりしろ」

　星野が声を励ましても、焦点の定まらない視線を宙に向けたままである。

　洗濯物や蒲ふ団とんを雨の日に干すようになった。また放送の終わったテレビを凝っと見つづけている。点火したガスコンロ台に鍋なべや薬や缶かんをかけたまま、虚うつろな目を新聞に固定している。家に置くと危険なので入院させることにした。

　適切な治療のおかげで回復したが、医師は再発する虞があると言った。症状は治ったが、夫婦の間がぎくしゃくしてきた。友美の喪失による夫婦間の空洞が埋められなくなったのである。

　友美が死んで一年後、妻の方から離婚を申し出てきた。星野はおもい直すように言ったが、彼女を翻意させることはできなかった。星野自身、これ以上、無理に結婚生活をつづけても、いずれ破は綻たんするであろうと予測していた。

　星野は離婚の申し出に応じた。妻と同様、そのとき星野は精神の一部が変形したように感じた。
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　末次雅俊は家木路江と名乗る未知の女性から、突然電話を受けた。彼女は照美が伊崎文也に轢ひき逃げされた事件を詳細に知っており、伊崎をどうおもうかと問うた。

「決まっているでしょう。伊崎のために照美は二十歳で一生寝たきりになってしまったのです。あれから十年以上経っていますが、ベッドに縛りつけられている照美を見る都度、胸が煮え立ってきます。私が伊崎の成功を祝福しているとでもおもっているのですか」

　末次は言った。

「もし伊崎に対する怒りや憎しみが風化していなければ、オアシスという喫茶店にお越しになりませんか。私たちはいずれも愛する者や肉親を不法に奪われた者の集まりです。私たちは生涯の悲嘆を背負い、家庭を破壊され、生活の基盤や仕事を失い、その後の人生に深刻なダメージを受けたのに対して、犯人や加害者は社会の居心地よい場所におさまり、あるいは成功して羽ばたいています。これを許しておいてよいものでしょうか。もし興味がおありでしたら、同じ悲嘆を背負う仲間たちと話し合ってみませんか。いつでもお電話くださいませ」

　と彼女は言って、オアシスの住所と彼女の電話番号をおしえてくれた。末次は最初はいたずらかとおもったが、家木路江と名乗った女性本人が父を死に追いやられた体験を語り、照美の事件について詳しく調べていることがわかって興味を抱いた。

　相互無関心の現代において、見も知らぬ他人の不幸について、過去に遡さかのぼってこれほど綿密に調べるということは尋常ではない。先方になにか邪よこしまな意図があるとしても、末次はむしられるものはなにも持っていない。オアシスに行ってみようかという気になった。
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　星野友信は矢沢寛と名乗る未知の男の訪問を受けた。名刺には、名の通った会社名が刷られている。相手の名前に記憶はないが、もしかすると仕事の関係でどこかで出会っているかもしれないとおもい、応接コーナーに通した。

　矢沢は折り目正しい物腰で突然の訪問を詫わびた後、意外なことを言い出した。

　彼は数年前の友美の事件を知ち悉しつしているだけでなく、津田文吾と、狙撃犯のその後について星野も知らない情報を集めていた。事件後、狙撃者を派遣したと見られる相隣同志会系の親和会幹部二十四名が指を詰め、関東門伝会の軍門に降くだり、津田を狙った狙撃者山やまの内うち義よし郎ろう、当時二十歳は、懲役六年の刑を言い渡され、四年目に減刑の恩赦に浴して出所していた。そして、驚いたことに津田文吾の子分になったという。

「一度は自分の命を狙った鉄砲玉に盃さかずきをあたえた津田は、業界の美談として株を上げ、山内は津田を恩人として忠誠を誓っています。お嬢さんを直接撃ったのは山内ですが、津田がお嬢さんを楯たてにしなければ、お嬢さんは死なずにすんだはずです。許すべからざるは津田です。彼が山内と親子盃を交わしたのも、そのことによってお嬢さんを楯にとった卑劣さを美談にすりかえるためでしょう」

　矢沢の言葉は、星野の胸の奥深く埋うずみ火びのように燃えつづけていた津田に対する恨みと怒りをかき立てた。

「あなたはなんのために、なんの関係もない友美の事件について、そんなに詳しく知っているのですか」

　星野は問い返した。

「実は私も婚約者をレイプされた上に、轢き殺されております。犯人はなんの処罰も受けず、華やかな舞台でスポットライトを浴びています」

　矢沢は自ら被害者の一人となった事件のあらましを語った。そして、

「私たちは愛する者や親しい者を奪われた人たちの悲嘆や苦しみや無念を分かち合い、法網を逃れ、あるいは不当に軽い刑を終えて反省の一片も示さず平然としている犯人や加害者たちに、泣き寝入りせず、協力して制裁を加える方法を研究している集まりです。もしご興味がおありでしたら、ぜひご参加ください。お電話をいただければいつでもお会いします」

　と言って、オアシスという喫茶店の住所と、矢沢の自宅および携帯電話の番号を残していった。







　スポットライトを浴びた人形
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　午前六時三十分、ヒートの付人、谷たに岡おか昇のぼるは渋しぶ谷や区代よ々よ木ぎ四丁目にあるマンションにヒートを迎えに行った。プロダクションが用意したこのマンションにヒートは一人で住んでいる。

　玄関に立った谷岡は、ヒートのルームナンバーボタンを押した。だが一向に応答がなく、ドアが開かない。谷岡は首をかしげて、ヒートからあたえられているスペアのオープンカードを玄関ドアのスリットにさし込んで、ドアを開いた。

　ヒートの部屋は三階の三〇一号室である。この億ションに入居している者は医者、弁護士、実業家など、限られた富裕の者だけである。入居者相互のつき合いはない。

　昨夜は午前一時に谷岡がヒートを送って来た。今日も十時から都下の撮影所でテレビ特番の収録を皮切りに、都内各所でリハーサル、生本番、雑誌インタビュー、グラビア撮影、ラジオＣＭ、レコーディングなどの予定が目白押しである。

　明後日あさつての武道館コンサートの後、二十日間にわたる全国ツアーに出かける。平均睡眠時間三時間、休日は月一回取れればよい。食事も一日に一食か二食、それも移動中の車内でというような非人間的な生活が連日つづいている。

　だが、ヒートはこの非人間的とも言える過酷な労働に耐えた。社会の底辺から、まばゆいスポットライトを浴びる檜ひのき舞台へ駆け登った。「ショット・イン・ザ・プリズン」を引っ提げてフルスロットルで飛ばしたヒートは、その後、立てつづけに出した「ゴー・トゥ・ヘル」「エンドレス・ナイト」「メイデー」「地獄ヘルの戦車タンク」がすべてヒットチャートのトップ集団にランクインした。

　普通は発売時、下位からスタートを切った曲が、次第に人気を得て立ち上がるというコースを取る。だが、ヒートの曲はスタート時から上位にランクされ、たちまちトップの座を占めた。

「エンドレス・ナイト」「メイデー」特に、「ヘルタンク」は発売後、最初のランキングでいきなりトップを飾った。しかも、次の曲が出るまで毎週首位の座を独走している。

　本格デビュー後、半年間にヒートは約五百回、テレビに出演した。これは一日二・七回、どこかの番組にヒートが顔を出しているということである。この回数にＣＭは含まれていない。

　無名の地上のどんぐりがいまやスーパースターとして止とどまるところを知らない上昇気流に乗って、天上を舞っている。どんなに過酷な非人間的なスケジュールであろうと、眠る間も食事時間もなくとも、彼はいま生きていた。

　路傍に転がっていたどんぐり時代に比べて、いまは全国ファンの注目の的となっている。出す曲はすべてヒットする。テレビに出演すれば視聴率が上がる。コンサートでは膨大な客を動員して荒稼ぎをする。関連商品のロイヤリティを含めて、彼が稼ぎ出す金はどれくらいか、本人には見当がつかない。

　ヒートブームを業界は彼の名前をもじって、ヒート現象と称した。ヒートブームにあやかろうとして、テレビ、ラジオ各局は続々とヒートのレギュラー番組を始めようとしている。ハングリーなヒートはこの超ハードスケジュールを超人的にこなしていた。

　上昇気流は長くはつづかない。それに乗っている間にできるだけ高度を稼いでおかなければならない。失速すれば、またどんぐりに逆戻りである。いったん脚光を浴びた身は、二度と底辺へは戻れない。

　谷岡にはヒートの気持ちがよくわかった。ヒートの部屋の前に行ってチャイムを押したが、依然として応答はない。連日の殺人的スケジュールに、つい寝過ごしたのか。これまでにこんなことはなかった。もっと遅い帰宅の翌朝の、早い迎えであっても、ヒートはすでに起きて身支度をして待っていた。

　チャイムからノックに切り換えても応答がないので、谷岡はプロダクションからあたえられているスペアキーでドアを開こうとした。だが、ドアはロックされたままである。不審におもった谷岡は、ドアが最初から施錠されていなかったことに気づいた。開いていたドアをロックしてしまったのである。

　谷岡は鍵かぎの回転方向が逆であったのをおもいだした。再度鍵をさし込んでドアを開いた谷岡は、隙間から頭を入れて、「ヒートさん」と声をかけた。

　だが、室内にはなんの気配も生じない。

「時間です。そろそろ起きないとスタジオ入りが遅れます」

　谷岡は声をかけながら室内に入った。玄関上がり口にはヒートが昨日履いていた靴が脱ぎ捨ててある。

　上がり口から廊下へつづき、右手がダイニングキッチン、左手がバス・トイレット、その奥にベランダに面した居間と寝室が並んでいる。一人には広すぎるスペースであるが、女性がいるとなるとべつである。だが、ヒートがこのマンションに女性を連れ込んだことはない。

　廊下から居間へ抜けた谷岡は、部屋の中央に横たわっているヒートを見つけた。パジャマを着てナイトガウンを羽織っている。窓にはカーテンが引かれて室内は薄暗い。

「なんだ、こんなところで寝込んでいたのですか」

　声をかけながら近づいた谷岡は、異様な気配を悟って立ちすくんだ。正確にはまったく気配が感じられなかった。

　うつぶせに倒れているヒートの身体は、微動だにしない。頭髪に隠されてよく見えないが、後頭部からどろりとした赤黒い粘液が床に伝わり落ちて小さな溜まりプールをつくっている。谷岡は愕がく然ぜんとして、束の間、全身が麻ま痺ひしたようになった。

「大変だ」

　ようやく我に返った谷岡は、室内に電話機があるのも忘れて、自分の携帯電話を探った。一一〇番する前に、まずプロダクション事務所に電話した。だが、まだだれも出勤していない。
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　三月十日午前六時四十分、渋谷区代々木四丁目のマンション自室において、歌手ヒートこと栗山利昭（三十歳）が殺されていると、警視庁通信指令センター経由でリアルタイムに代々木署に通報されてきた。

　代々木署から現場までは目と鼻の先である。宿直の捜査員は色めき立って署から飛び出した。まだ自宅にいる捜査員には、自宅から現場へ向かうように指示される。ヒートの名前は芸能情報に疎い刑事たちも知っていた。

　現場にはすでに機動捜査隊が先着して、現場保存と初動捜査を始めていた。

　現場は山やま手て通りと小お田だ急きゆう線に挟まれた一画で、マンションやアパートの多い住宅地域である。新宿新都心の超高層ビルが指し呼この間かんに林立している交通の便のよい地域であるが、代々木公園に隣接していて、住環境としても恵まれている。周辺には豪勢な億ションが軒を連ねている。若い者に住める地域ではない。

　臨場した代々木署刑事課員は、死体後頭部に鈍器によって形成されたと見られる打撲傷を確認して、直ちに殺人事件として本庁捜査一課に連絡した。

　死体の第一発見者は被害者の付人である谷岡昇である。今朝午前六時三十分、谷岡が被害者を迎えに来ると、すでにベランダに面する十二畳の洋間の床に横たわって死んでいたという。

　検視によって、死因は後頭部をハンマー状の鈍器を用いて殴打し、これが脳深部に深刻な損傷をあたえたものと判定された。

　死亡時刻は午前一時から三時ごろの間と推定された。すなわち、谷岡が被害者を自宅に送り届けた後間もなくの犯行ということになる。

　現場には闘争、抵抗、また物色した痕こん跡せきは認められない。現場およびその周辺が綿密に捜索されたが、犯行に用いられた凶器、また犯人の遺留資料は発見されなかった。

　被害者が犯人を室内に迎え入れているところから、顔見知りの者の犯行と推測された。

　当然ながら、第一発見者の谷岡が厳しい事情聴取を受けた。第一発見者が犯人であるケースは少なくない。

　だが、谷岡には被害者を殺害する動機がまったく見当たらず、午前一時二十分ごろ、世田谷区赤あか堤つつみ四丁目の自宅のアパートに帰って来たところを、同じアパートの入居者が見ていた。この時間は彼が午前一時ごろ、代々木のマンションに被害者を送り届けたという供述に符合する。

　それ以後朝まで、谷岡の車がアパートの駐車場に停めてあったことは夜の遅い入居者数人が見ていた。タクシー、あるいはべつの車で被害者のマンションを往復することもできるが、かなり危険な芸当である。

　谷岡は被害者のマンションのオープンカードと部屋のスペアキーを持っているので、被害者の部屋に入ろうとおもえば入れる。谷岡に対する疑惑は残されていたが、犯人像として無理があるようであった。

　解剖による死亡推定時刻は午前一時から午前三時の間。直接の死因は窒息。立っている被害者に対してハンマー状の鈍器を上から下へ垂直に数回振り下ろして、被害者の頭ず蓋がい骨こつ陥没骨折、脳内出血を伴う脳のう挫ざ傷しようなどの傷害を負わせて昏こん倒とうせしめ、なお鼻孔を塞ふさいで止めを加えたものと鑑定された。

　代々木署に捜査本部が開設され、警視庁捜査一課那な須す班が参加した。

　ヒートこと栗山利昭殺害のニュースは日本列島を驚きよう愕がくさせた。出す曲すべてヒットチャートの首位を独占し毎週独走をつづける、沈滞久しかった日本歌謡界の救世主として、止まるところを知らぬ勢いで上昇をつづけていた超大型人気歌手が殺されて、芸能界は深刻なショックを受けた。

　すでに数ヵ月先までスケジュールが詰まり、コンサートの前売券も販売されている。ヒートをめぐって巨大な金が動いていた。これが本人の急死によって、すべてキャンセルされてしまう。撮り終えてオンエア前のＣＭも、本人が殺人事件の被害者となっては商品イメージにとって逆効果となる。プロダクションはじめ、関係者、関連業者は震しん撼かんした。

　ヒートはいまや一人の歌手ではなく、金の卵を産む鶏とりであり、巨大なビジネスの核コアであり、彼に生活と人生を賭かけている人間が大勢いた。テレビや芸能雑誌は連日、特集を組んで事件を報道した。

　だが、捜査本部からの発表は少なく、ヒートのデビュー後の活躍を特集したり、そのデビュー以前の経歴を遡そ行こうしたりした。

　プロダクションの戦略として、ヒートの経歴は公表されなかったが、プロダクションにも彼の前身はよくわかっていなかったらしい。宅配便の運転手、トラック運転手、ピザの配達員、セールスマン、店員等を転々としていたという噂があるが、確認されていない。

　出身は埼玉県Ｈ市であるが、両親はすでに病死し、同地に一人残っている兄とも没交渉であった。地元の高校を中退後、しばらくフリーターをしていたが、その後の消息を知る者はない。高校中退後、歌手になるまでの経歴が曖あい昧まいであった。

　所属プロダクションの話によると、二年ほど前に小さなライブハウスで歌っていたのをスカウトしたそうである。しばらくは鳴かず飛ばずであったが、「ショット・イン・ザ・プリズン」がブレイクして、一躍人気歌手になった。それ以後の活躍は周知のことであった。

　栗山はスカウトされたとき、年齢を八歳もサバを読んでいた。後に本当の歳がわかったが、ブレイクしたので、その年齢で押し通すことにした。
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　解剖所見を踏まえて捜査会議が代々木署において開かれた。すでに会議は何度か開かれていたが、全員が顔を揃えるのはこれが初めてである。

　会議は最初から波は瀾らん含みに始まった。被害者が超人気歌手とあって、捜査一課長を捜査本部長とし、那須班、所轄署員、近隣署から招集された特別捜査員を加えて、総勢約七十名が会議に出席した。

　捜査一課長と所轄署長の形式的な訓示の後、現場の指揮を執る管理官から事件の経緯いきさつ、および初動捜査の概略ブリー説明フイングが行なわれた。

　ブリーフィングの後、まず犯行動機が検討された。現場に金品を物色した痕跡が認められないところから、物盗とりの犯行ではないことが推測される。被害者は深夜、犯人を室内に迎え入れている。

「犯人は女性ではないか」

　という意見が出た。

　犯行手口は女性にも可能である。被害者には生前の情交痕跡は認められず、現場から女性の遺留資料は発見されていない。だが、犯人が情交前に被害者を殺害し、遺留品を残さぬように注意していたかもしれない。

　発見者の付人は、被害者が女性を連れ込んだことはないと供述している。だが、付人の帰った後に女性を呼ぶことは可能である。

　被害者は人気が沸騰の超売れっ子である。苦みばしった陰か翳げの濃いマスクは女性ファンの熱いまなざしとためいきを集めていた。だが、特定の女性関係は見当たらない。これはプロダクションの戦略もあって、特に女性関係には身を慎んでいたようである。

　もし特定の女性がいれば、鵜うの目鷹たかの目の芸能マスコミの網に引っかからないはずはない。特に自宅は芸能マスコミが張り込んでいる危険性が最も高い。たとえ女性がいたとしても、そんな危険を冒して自宅に呼ぶことは考えられない。

「犯人は鈍器で被害者の頭部を殴り、致命傷をあたえた後、さらに鼻孔を塞いで止とどめを刺したということです。犯人は被害者を必ず殺害するという決意をもって犯行に及んでいます。犯人は被害者を深く恨んでいたと推測されます。被害者の歌手になる以前の経歴は曖昧模も糊ことしています。歌手以前の経歴に犯行動機が隠されているということではないでしょうか」

　捜査本部に参加した棟むね居すえが意見を述べた。

　被害者の生前の交友関係や人脈をまず洗うのが捜査の常道である。捜査本部の大勢もその方向へ向かっている。

「被害者が歌手になったのは二年余り前だ。すると、少なくとも犯人は二年以上前から追いかけて来たことになる。なぜ二年以上も待ったのかね」

　那須班の山やま路じが問うた。

「被害者が有名になってまだ半年ほどです。犯人はそれまで被害者の所在を知らなかったのではありませんか。約半年間、犯人は被害者の行動を偵察し、計画を立てていたのではないでしょうか」

「人間が少なくとも二年以上、恨みを蓄えていることができるかね。赤穂浪士も討ち入りまで一年十ヵ月だ」

　山路が赤穂浪士を持ち出したので、会場に失笑が湧いた。

「人間には絶対に忘れられない恨みというものがあります。むしろ歳月が経過すればするほど恨みも深化して、厚い瘡かさ蓋ぶたの下で傷口から血を流しているとおもいます」

　山路ほか、那須班のメンバーは棟居が妻子を行きずりの悪魔によって奪われたことを知っている。

　だが、犯行動機を被害者の過去にまでさかのぼるとなると、捜査対象は限りなく広がってしまう。

「捜査に私情を交えてはいけない」

　山路が戒めた。

「私情ではありません。被害者の前身も視野に入れるべきだと申し上げたのです」

　棟居は反はん駁ばくした。

「被害者の過去ももちろん視野に入れておこう。だが、とりあえず現在から始める。被害者の生前、濃のう鑑かん（親しかった者）、薄うす鑑かん（面識がある程度の者、あるいは面識がなくとも一方的に被害者を知っている者）、又また鑑かん（間接的な知人、関係者、業者など）などを追ってみよう。被害者の身辺には巨大な金が動いている。金銭がらみの犯行かもしれない。また急激に台頭してきたので同業者から恨みや妬ねたみを買っている可能性もある」

　那須は一応棟居を立てながら、まず捜査の鉾ほこ先さきを被害者の最近の人間関係に向けることにした。

　改めて捜査の分担と編成が決められる。管理官が捜査配置簿に各班分けの捜査員名を記入していく。棟居は代々木署の古参刑事菅すが原わらと組んだ。

「やあ、また顔が合いましたね」

　菅原が笑った。刑事のペアは捜査一課と所轄署で組む。知らない者同士よりも気心の知れた者がペアを組む方が能率がよい。

　鑑かん（人間関係）の捜査はおおむねベテラン捜査員が振り当てられる。菅原とは過去の捜査で何度もペアを組んでおり、たがいに気心が知れている。

　その日の捜査会議において、


　①被害者の生前の交友関係。

　②凶器の発見。

　③現場鑑識活動の徹底。

　④遺留品の継続捜索。

　⑤現場を中心とした地じ取どり（犯人の足取り）捜査。



　が当面の捜査方針として決定された。

　①の敷鑑シキ（人間関係）の捜査については、被害者の職業柄、芸能関係はもとより暴力団関係者、マスコミ関係、風俗営業関係、出入り業者、スポンサーなどにも広く捜査の網が広げられた。

　地取り捜査においては、被害者の居宅を中心に六区に区分して、各班が手分けして捜査に当たる。地取り捜査はおおむね地域に精通している所轄署員がイニシアティブを取る。

「今度の事件ヤマは長引きそうな予感がしますね」

　会議の後、棟居は菅原に言った。

「私もなんとなくそんな気がします。こういうのを虫の知らせというのでしょうか。いやな感じがしますね」

　菅原が同調した。

「金銭絡みの怨えん恨こんが動機の一つに数えられていますが、金の卵を産む鶏を潰つぶしてしまっては元も子もない。私はビジネスの線ではないと睨にらんでいます」

　棟居が言った。

「棟居ムネさんが言った被害者ガイシヤの前身がもやっているのが気になりますね」

「菅原スガさんも気になりますか。被害者の生前、歌手になってからの交友関係は意外に限られています。当代随一の売れっ子だからどんなに顔が広いかとおもいきや、プロダクションが厳重にガードしていて、プライベートなつき合いというものはほとんどありません。大体寝る間もないくらいの超売れっ子でしたから、私生活というものがない。本人もいまが正念場と覚悟を定めて飛ばしに飛ばしていたようです。そんな時期に殺されるような深い恨みを買うものでしょうか」

「本人は八歳もサバを読んでいたそうですが、享年三十歳とあれば、歌手になる前になにかをする時間は充分にありますね」

「山路ヤマさんは赤穂浪士も一年十ヵ月と言いましたが、たまたま討ち入りまでが一年十ヵ月で、仮に三年、五年後の討ち入りになったとしても、数は減っても吉き良らが生きている限り、大おお石いしは必ず討ち入ったと思います」

「私も妻子を殺されたら、一生その恨みを忘れることはありませんよ」

　棟居の家族の不幸を知っている菅原はうなずいた。
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　栗山利昭には前歴（前科）はない。前歴のあった方が時間を遡そ行こうして調べる拠点が得られる。

　栗山のマンション居室は封鎖され、警察の管理下に置かれている。

　敷鑑シキの調査の基礎資料として、名刺ファイル、郵便物、メモ、アドレス帳、写真など、被害者の遺品が綿密に調べられた。棟居が予見したように、栗山の交友関係はまことに貧弱であった。

　歌手以前の経歴を示すものは皆無に近い。歌手になってからのファンレターはすべてプロダクションが〝検閲〟して対応している。限られた者以外は栗山の居所を知らない。そのことからも被害者に親しい者が疑われる。

　だが、所属プロダクション、それも担当者以外は栗山とあまり接触がない。レコード会社、テレビ局、ラジオ局、芸能マスコミ各社、劇場関係者、地方コンサートや海外ツアーのステージ関係者や旅行業者などが被害者に直接接触することはない。あったとしても一回性いちげんの関係である。歌手になってからは、プライベートな交友関係は皆無と言ってよかった。

　捜査は早くも難航の気配を示した。

　いまをときめくスーパースターもプロダクションに操られる芸能人形でしかなかったのである。

「悲しいですね。大衆に夢をあたえたアイドルが殺されて、その正体が人形とあっては、大衆が見せられたものはなんだったのでしょう」

　棟居の声が重くなった。

「夢とはそんなものでしょう。束の間の虹にじのように実体がない。しかし、幻影でもない。大衆は夢を見せられて、一時慰められ、勇気づけられる。夢を見る方も実体がないことを知っていますよ」

　菅原が言った。

「大衆に夢を見せた人形自体は、どんな夢を見ていたんでしょうかね」

「人形から人間になろうとしていたのでしょう。プロダクションの管理から逃れて自由に羽ばたく。しかし、被害者にはそんな意識はなかったでしょうね。人形でもスポットライトを浴びせられていた。無名のどんぐりよりも華やかな脚光を浴びた人形の方が彼にとってずっとましだったかもしれない」

「その代償として命を奪われたとすれば、ずいぶん高くついたスポットライトですね」

「彼が無名のどんぐりのままでいれば殺されずにすんだかもしれない。しかし、どんぐりであっても殺されたとすれば、スポットライトを浴びた人形の方がよかったかもしれません。殺されてよかったということはないが、犯人がどんぐり時代から来ていれば、どんぐりにしても人形にしても殺されることに変わりはない。被害者の敷鑑シキを調べて、ますます犯人が過去から来たような気がします」

「たしかに人形は人から恨まれませんね。ファンが贔ひい屓きの引き倒しで、アイドルを襲った前例もありますが、個人的な恨みではありません。そのほとんどが衆目を集める劇場やオープンな場所で襲っています。襲撃者はアイドルを憎んでいたわけではなく、可愛さあまって憎さ百倍の心理から襲っています。殺意はありません。栗山を殺した犯人はファンではないとおもいます」

「私もそうおもいます。アイドルの自宅に押しかけて殺害したからには、被害者の顔見知りであると同時に、周到な計画性が感じられます」

　ヒートの生前を洗っても怪しい人物は浮かび上がらない。資料があまりにも乏しい。つまり、人形は操られるままに舞台で歌い踊っていればよく、プライベートの生活というものがほとんどない。

　無名のどんぐりからようやく檜ひのき舞台に上がってスポットライトを浴びたとき、彼はプロダクションに完全に管理される人形となった。

　人形が殺されて人間に戻り、捜査が始まったが、人間としての資料がほとんどない。捜査員はそこに巨大な金を産むスーパースターのすさんだ生活を見たおもいがした。

「こんなものがありましたよ」

　棟居が被害者の遺品を調べている間に、一冊のスクラップブックを見つけた。

「なんですか」

　菅原が覗のぞき込んだ。新聞記事の切り抜きが貼り集めてある。

「五年前ＯＬを拉ら致ちして暴行した後、轢ひき殺した事件の報道記事のスクラップですね」

　スクラップブックによれば、婚約したカップルがデート中、二人組の暴漢に襲われ、男が頭部を鈍器で殴られて昏こん倒とうしている間に女性が拉致された。間もなくその女性は轢れき殺さつ死体となって発見された。女性は暴行された上、数台の車に轢かれた痕こん跡せきがあった。

　拉致・暴行犯人が轢殺したのか、あるいは拉致・暴行後、放置された女性をべつの車が轢いたのか不明であった。スクラップはすべてその事件の報道記事である。

　事件は迷宮入りとなり、犯人は検挙されていない。

「栗山はなぜこの記事をスクラップしたのでしょうか」

　菅原が首をひねった。

「いくつか理由が考えられますね。一は、被害者が栗山の知っている人間。二は、当時栗山がこの事件を取材した。三は、単純に興味を惹ひかれた。四は、栗山が加害者である場合……」

「棟居ムネさん、ここに被害者のパートナーのコメントが載っています。『犯人の一人の右の目め尻じりには小豆大の黒子ほくろがありました』、栗山の右の目尻にもそんな黒子がありましたね」

　二人ははっとしたようにたがいの顔を見合った。

「事件が発生したのは栗山が歌手になるはるか以前です。その後、この事件の犯人が逮捕されたという話は聞いておりません」

「棟居ムネさん、栗山が女性拉致・暴行・轢き逃げ事件の犯人であるとすれば、被害者に動機がありますね」

　菅原が棟居の胸の内を読んだ。

「先入観を持つのは禁物ですが、被害者の婚約者は健在です。彼は昏倒する前に犯人の顔を見ていたという。この轢殺事件の被害者のパートナーが犯人だと仮定すれば、栗山が有名になってから報復したわけがわかります。犯人は栗山が有名になるまでその所在をつかめなかったのです」

「しかし、深夜、突然訪問して来た犯人を栗山は迎え入れていますよ」

「栗山がこの事件の犯人であれば、被害者に対して後ろめたさを持っていたはずです。被害者の婚約者が話があると言って突然訪問して来れば、ドアを開けたかもしれません」

「どうやって栗山の居所を知ったのでしょうか」

「栗山の居所はオープンにはされていませんが、完全に秘匿されていたわけではありません。プロダクションや放送、音楽関係に手をまわせば知ることができるとおもいます」

「捜査会議に報告しましょうか」

「一応報告だけはしておきましょう。遺品の中にスクラップブックがあっただけです。犯人がその事件の関係者だと推測するには時期尚早です」

「栗山がスクラップしていた記事の被害者を当たってみるだけの価値はありますよ。被害者の婚約者を探して、栗山との関係の有無を確かめたい」

　菅原は少し興奮しているようである。なんの反応もなかった糸の先に、ようやくかすかな手応ごたえが伝わってきたような感じである。

　棟居は実際に見たことはないが、捜査員があがって（帰署して）きて、その日の捜査の成果を報告する捜査会議は、出撃した搭載機が次々に帰還して来る空母の甲板上に似ているのではないかとおもう。

　足を棒にして聞き込みに歩いた捜査員たちの疲労と喧けん騒そうが、会議室の空気をかき立てている。成果のあった班は意気揚々としており、手ぶらで帰って来た者は疲労だけを重く身体に澱よどませて意気消沈している。まだあがってこない班もある。

　煙草の煙で壁に貼られた禁煙の文字が霞かすんでいるのが皮肉である。ノンスモーカーが注意すれば、「逮捕してみろ」と逆さかねじを食わされるのが落ちであった。

　会議はまだ帰って来ない者を除いて始められた。捜査会議にスクラップブックの発見を報告すると、出席者の間にかすかなどよめきが起きた。

「栗山がスクラップを集めてもなんら異とするに足りない。ちょっと興味を惹かれた事件や項目をスクラップするのはよくあることだよ」

　案の定、山路が異見をさし挟んだ。

「しかし、同一の事件ばかりをスクラップしたのは異常な関心だと思います。事件と特定の関係がなければ、その記事ばかりを集めません」

　棟居は反はん駁ばくした。

「特別の関心をその事件の加害者と考えるのは先入観というものだよ。栗山は歌手になったが、当時、作家やノンフィクションのライターになるつもりだったかもしれない。要するに、一冊のスクラップブックがあっただけだ」

「作家やノンフィクションのライターになるつもりでスクラップをしたのと同じ確率で、事件の加害者にもなれます。少なくともスクラップされた事件との関係を洗ってみるだけの価値はあるとおもいますが。それに犯人の顔を見た被害者の婚約者が、犯人の右の目尻に小豆大の黒子があったと証言しています。栗山にもその箇所に黒子があります」

　棟居は一歩も引かなかった。

　棟居はいま、婚約者を暴行され、轢き殺された男の無念が痛いようにわかった。単に婚約者を失っただけではなく、彼は彼女が必死に救いを求めている間昏倒していて、婚約者を救うために一指も挙げられなかったのである。無念さと共に、男としての屈辱を胸に刻んでいるであろう。

　棟居は昏倒こそしていなかったが、妻子が行きずりの悪魔に惨殺されたとき不在であった。世界中を敵にしても守りたい愛いとしい妻子が殺されたとき、棟居はその場から遠く離れていた。必死に救いを求めたはずの家族の声も、棟居の耳には届かなかった。

　山路から捜査に私情を交えてはいけないと戒められたが、私情が、被害者が残したスクラップブックに犯人のにおいを嗅かいでいる。

　そのとき草くさ場ばと所轄署の芹せり沢ざわのペアが帰って来た。

「第一発見者の谷岡昇について新しい事実がわかりました。谷岡は栗山と同郷で、栗山がデビューする以前からつき合いがあり、その縁で彼の付人になったそうです。谷岡を絞れば、栗山の経歴がわかるかもしれません」

　と草場は早速報告した。

　この間、谷岡の容疑性はかなり希薄になっていたが、草場の報告は棟居の援護射撃をした形になった。

　スクラップされていた事件の犯人は二人組と報道されている。犯人は検挙されていないが、栗山と谷岡の関係は二人組の犯人にも該当する。

「ＯＬ拉致暴行事件の被害者の婚約者を探してみよう。同時に谷岡昇からその事件について事情を聴いてみることにする」

　那須が会議の結論を下すように言った。

　早速、谷岡に事情を聴いたところ、彼は著しく動揺して、

「栗山さんとはただ同郷というだけで、彼が離郷してからほとんどつき合いはありませんでした。彼が歌手デビューしたことを伝え聞いて、おもいきって訪ねて行き、付人にしてもらったのです」

　としどろもどろに言った。

「離郷後、しばらく没交渉だったあなたをよく付人にしてくれましたね」

　事情聴取に当たった草場が追及した。

「そ、それは、郷里にいたころは比較的親しかったからです」

「なるほど。それではこの事件について、なにか知っていることはありませんか」

　草場は栗山との関係の詮せん索さくをひとまず保留して、例のスクラップブックを谷岡に示した。最初、谷岡はなんのことかわからなかったようである。谷岡は訝いぶかしげな視線をスクラップブックに向けた。

「五年前、都下狛こま江え市域の多摩川河川敷でデートしていたカップルが二人組の男に襲われ、女性が拉致され、暴行を受けた後、複数の車に轢かれた死体が厚木市域の路上で、翌朝に発見されました。この事件の報道記事を切り集めたスクラップブックが栗山さんの遺品の中にあったのです。この事件について、なにかお心当たりはありませんか」

　草場に顔を覗かれた谷岡は、蒼そう白はくになって、

「知らない。そんな事件はなにも知らない。心当たりなんかあるはずがねえだろう」

　と言葉遣いを崩した。

「ただ、お尋ねしているだけです。だいぶ顔色が悪いようだが、どうかしましたか」

　草場に凝じっと見つめられて、谷岡はますますうろたえた。

「べつにどうもしません。突然、変なことを聞かれたのでまごついただけです」

　谷岡は辛かろうじて立ち直った。







　恨みの埋み火
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　被害者堀川淑子の婚約者、矢沢寛の所在は速やかに判明した。

　事件発生後、矢沢は住所を世田谷区内に移していた。それまで勤めていた会社も辞めて、現在は事務器械の製造・販売会社に替わっていた。矢沢は現在も独身であった。

　矢沢に事前の備えをさせぬために、在宅率の高い日曜日の午前中を狙って抜き打ち訪問した。

　棟居と菅原の訪問を受けた矢沢は、少なからず動揺しているように見えた。刑事の心証は煮つまった。

　矢沢は二人が用件を切り出す前に、自宅の近くの喫茶店へ彼らを誘った。二人は初対面の挨あい拶さつを交わすと、まず棟居が単刀直入に切り出した。

「歌手のヒートが先日、マンション内の自宅で殺害されたニュースをご存じですか」

「いいえ、はい」

　矢沢は曖あい昧まいな返事をした。

「大きく報道されていましたよ」

　菅原が促すように言葉を添えた。

「ヒートが殺された事件なら知っています」

　矢沢は仕方なさそうに答えた。

「矢沢さんはヒートをご存じですか」

　棟居が問うた。二人の刑事が矢沢の面に視線を集めた。

「人気ナンバーワンの売れっ子歌手ですからね、知っていますよ」

「いや、歌手としてではなく、個人的にです」

「個人的に知っているはずがないでしょう」

「あなたは二人組の暴漢に襲われて、婚約者を拉ら致ちされる直前、犯人の顔を見ているそうですね」

　棟居は質問の鉾ほこ先さきを変えた。

「見ましたけれど、ほんの一瞬でしたから、よくおぼえていません」

　矢沢は言げん質ちを取られぬように言葉を選び始めた。

「婚約者を拉致し、暴行を加え、故意に轢ひいたかもしれない犯人ですよ。目に焼きついているのではありませんか」

「もうあれから何年も経っています。どんなに強烈な記憶も風化していきます」

「二人組の一人はヒートこと栗山利昭に似ていませんでしたか」

「ヒートに……」

　矢沢は大おお袈げ裟さに驚いた表情をした。

「二人組の片割れはこの男ではありませんでしたか」

　かたわらから菅原が、プロダクションから入手した谷岡の写真を指し示した。

「突然聞かれてもおもいだせません」

「よく見てください。忘れられない顔のはずです」

　彼らの間に香り高いコーヒーの芳香とクラシックのＢＧＭが流れ込んできた。店内には常連らしい疎まばらな客が、それぞれの位置を占めている。

「まったく記憶にありません」

　矢沢は言い張った。

「しかし、報道によると、あなたは犯人の顔を見ていると証言しているではありませんか。彼のスクラップ記事を読んでください。あなたのコメントが載っています。『犯人は二人組の若い男です。犯人の一人の右の目め尻じりには小豆大の黒子ほくろがありました。一度見たら決して忘れない顔です』。あなた自身のコメントですよ。栗山の右の目尻にもそんな黒子があります」

「五年も前の事件です。それにぼくにとっては忘れたい事件です。右の目尻に黒子のある人間はいくらでもいますよ」

　矢沢は言い張りつづけた。

「たとえ忘れていても、憎むべき犯人の顔を見ればおもいだすのではありませんか」

「おもいだしても辛つらいばかりです。彼女が生き返るわけではありません」

「念のためにうかがいますが、三月十日午前一時から三時ごろまで、どちらにいらっしゃいましたか」

　菅原が棟居からバトンを受けて問うた。

「それはアリバイ調べですか」

「捜査のための情報を広く集めております。ご協力ください」

「そのころは九州へ出張しておりました。三月九日の夜は熊本のホテルに泊まっていましたよ」

「熊本に」

　菅原と棟居は顔を見合わせた。もし事実であれば、矢沢にはアリバイがあることになる。調べられればすぐにわかるような噓をつくとはおもえない。

「熊本はどちらのホテルに泊まっておられましたか」

「ホテルニューオータニです」

「同行者はいましたか」

「上司と一緒でした」

　同行者がいたのでは、そのアリバイはますます堅い。

「ぼくを疑っているのだったら、お門かどちがいですよ」

　矢沢が少し強い声を発した。店内に居合わせた疎らな客が視線を集めた。

「疑われているとおもっているのですか」

「婚約者を拉致され、レイプされた上に轢き逃げされているのですからね。警察の言う殺人の動機があるということになるんじゃないですか」

「だったら、容疑者の顔をおぼえているのではありませんか」

　すかさず棟居に切り返されて、矢沢は言葉に詰まった。

　婚約者を拉致され、暴行を受けている間、彼女を守るためになにもできなかった屈辱を胸に刻んでいながら、犯人をおぼえていないという不自然さが疑惑を招くことに気がついたようである。

「それにしても、この店のコーヒーは美味おいしいですな」

　棟居が初めて気がついたように言った。
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　矢沢のアリバイは成立した。彼の申し立て通り、三月九日夜は熊本のホテルに宿泊していた事実が、同行していた部長、および同ホテルの従業員から確かめられた。

　夜の間、ホテルを籠かご脱ぬけして東京の現場まで往復することは不可能である。矢沢のアリバイは完かん璧ぺきであった。

　期待が強かっただけに、捜査本部の失望は大きい。

「それにしても、矢沢はなぜ犯人二人組をおぼえていないと言ったのだろうか。おかしいですね」

　棟居は首をかしげた。

「彼が栗山に手を下していなければ、隠す必要はありません。ちゃんとしたアリバイもあることだし、むしろ二人組の顔は忘れたくても忘れられないという方が自然です」

　菅原もうなずいた。

「忘れたなどと言わずに、矢沢はむしろ栗山と谷岡が婚約者を襲った二人組かそうでないか言明すべきです。それをしなかったということは、言明すると不都合なことがあったからではないでしょうか。つまり、矢沢は栗山と谷岡との関わりを知られたくなかった。彼らはやはり矢沢の婚約者を襲った二人組なのでしょう。そして、矢沢は栗山の死について、なにか後ろ暗いところがある……」

「栗山と谷岡が二人組だったとすれば、矢沢には殺人の動機があることになる。それでとぼけたということは考えられませんか」

「動機があっても潔白であれば隠す必要はありません。それに鉄壁のアリバイがあるのですからね」

「矢沢が栗山殺しに関わっているとすると、一つ解げせない点があります」

　菅原が言った。

「解せない点というと？」

「矢沢の報復だとすれば、栗山一人を殺しても報復を達成したことになりません」

「なるほど。まだ二人組の片割れが残っていますね」

「矢沢としても、栗山が殺されれば、自分が疑われることは当然予測できたはずです。報復するなら二人組に対して同時に、あるいは相前後して行動を起こさなければ警察にマークされて、残った片割れに手を出せなくなります」

「谷岡が二人組の片割れと確認されたわけではありません。栗山にははっきりした身体的特徴がありますが、谷岡にはありません。アリバイの点を保留して、矢沢が栗山殺しに関わっているとしても、片割れについては自信がなかったのではありませんか」

「谷岡にスクラップブックを見せたときの反応からして、彼があの事件に関わっている疑いはかなり濃厚です。栗山が殺されて、今度は自分の番ではないかと戦々恐々としているのではありませんか」

「栗山殺しが矢沢の報復であれば、谷岡の身が危険ということになります。しかし、菅原スガさんの言うように、矢沢の報復であるとすれば、もう谷岡には手を出さないでしょう」

「矢沢のアリバイはどういうことになりますか。矢沢には犯行は不可能ですよ」

「共犯者という可能性も考えられますが、どうもピンときませんねえ。二人組の片割れの顔を見ているのは矢沢一人です。つまり、矢沢だけが婚約者をレイプ、轢ひき逃げした犯人の一人を知っていることになる。それに共犯者を使ったのでは、真に報復したことになりません。矢沢の恨みと屈辱が深ければ深いほど、自分の手で報復しなければ意味がありませんよ」

　二人の矢沢に対する心証は灰色である。黒とも白とも断定できないところに釈然としないおもいが残った。
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　谷岡から事情聴取した草場の心証は黒であった。

「谷岡は栗山と共に堀川淑子と矢沢寛を襲った二人組の片割れである疑いが濃厚であるとおもいます。彼は栗山のスクラップブックに著しい反応を示しました。プロダクションに問い合わせたところ、谷岡はプロダクションの社員ではなく、栗山の私設付人であったそうです。プロダクションも栗山と谷岡の関係は把握しておりません。谷岡がよく、栗山と自分は運命共同体だと周囲の者に言っていたということです」

　と草場は捜査本部に報告した。

　谷岡にも前歴はない。だが、栗山と谷岡がカップルを襲撃した二人組の犯人である疑いが煮つまってきた。

「谷岡が自分の旧悪を隠すために栗山を消したのではないか」

　という意見が捜査本部内に台頭してきた。

「それは逆ではないか。栗山が谷岡の口を封じたのであれば話はわかるが、谷岡が栗山を殺すメリットはなにもない。成功した栗山にとって、旧悪の共犯者の存在は脅威であったかもしれないが、谷岡にとっては栗山はなんの脅威でもなく、命綱であったはずだ。谷岡が自ら糧道を断つようなことをしたとは考えられない」

　と反論された。

　ようやく捜査線上に浮上してきた人物にアリバイが成立して、捜査は壁に打ぶち当たった。

　矢沢寛のアリバイは堅いが、棟居は彼にかけた疑惑を払ふつ拭しよくできなかった。棟居自身の過酷な経験に徴して、矢沢が犯人の顔を忘れるはずがない。矢沢の言葉には噓がある。なぜ噓をつかなければならないのか。

　彼が噓をついたということは、事件に後ろめたい関わりを持っているからではないのか。矢沢は栗山殺しに無関係ではない。

　共犯者の線も薄いとなれば、彼はどのような関わり方をしているのか。棟居の嗅きゆう覚かくはしきりに胡う散さん臭くさいにおいを嗅かぎつけながら、それを裏づける物的資料を欠いていた。捜査は早くも暗礁に乗り上げた。

　だが、事件は意外な方向に、予想外の展開を示した。
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　栗山利昭が殺害されて約一ヵ月後の四月十三日午前十一時ごろ、警視庁新宿署に通信指令室経由で、管内西新宿五丁目、マンション「サンシェブー」五〇一号室の入居者、伊崎文也が死んでいるという通報が入った。

　新宿署員が臨場して調べたところ、伊崎の頸けい部ぶに水平に索溝（紐ひもの痕あと）が走り、頭部には鈍器を用いて形成されたような打撲傷が認められた。

　解剖の結果が出るまでは死因を断定できないが、頭部を鈍器で殴って昏こん倒とうさせた後、紐を首に巻いて止とどめを刺したものと推定された。

　第一発見者は伊崎が所属するカナユニコーポレーションの社員である。この日は午前九時から伊崎が出演している映画「深夜の狼」の撮影のために、都下調ちよう布ふ市にある撮影所に入る予定になっていた。定刻になっても姿を現わさないので、電話をしたが応答がなく、社員が迎えに来たところ、マンションの居室で伊崎の死体を発見したということである。

　伊崎文也は暴走族出身で、一年前、自らの暴走族体験を下地にした映画「偽造フエされイクた夜ナイト」で華々しいデビューを飾った。日本人離れした陰か翳げの濃い彫りの深いマスクと、鞭むちのようにしなやかでスリムな長身は、凄すさまじい破壊力を秘めた凶器のように画面に爆発して、圧倒的な観客の支持を得た。

「偽造フエされイクた夜ナイト」は制作費も最低限に抑えたＢ級映画であったが、これまでの興行収入記録を塗り替える驚異的なヒットとなった。

　伊崎文也の登場は低迷久しかった日本映画界に旋風を巻き起こした。暴走族時代に人をはね、実刑を科せられた前歴を隠すことなく開き直っての体当たりの演技は、彼の映画シヤシンに凄まじいリアリティをあたえ、観客を痺しびれさせた。

　つづいて主演した「レッド・ライト」は前作を上まわる大ヒットとなり、芸能マスコミは伊崎を日本映画の救世主ともてはやした。テレビに圧迫されて映画会社が消極的となり、金を出さなくなった時勢の中で、大資本を背景とする独立系プロダクション、カナユニコーポレーションが日本映画の常識を破る制作費三十億円の超大作主役に起用した。

　一ヵ月後のクランクアップを目指して撮影は順調に進んでいた。カナユニコーポレーションにしてもリスクを全面的に背負った、社運を賭かけた映画である。その主役がクランクアップを前にして殺害されてしまった。臨場した捜査員の誰もが、事件の及ぼす社会的影響の大きさを予測した。

　昨夜、伊崎を自宅まで送ってきたカナユニコーポレーションの社員の話によると、午後十一時ごろ、撮影所から直帰して、伊崎が部屋に入るのを見届けてから別れたということである。

　検視によって、死亡時刻は午前零時から未明にかけてと推定された。現場には抵抗や闘争、また物色の痕こん跡せきは認められない。

　発見者が朝来たとき、ドアはロックされていなかったという。被害者が深夜、自宅へ入れているところから、犯人は顔見知りの犯行と推定された。

「人気者がよく殺されるねえ。少し前に代々木の管内でヒートが殺されたばかりじゃないか」

　臨場した新宿署の牛うし尾おは同僚の青あお柳やぎに言った。

「人気者だけに、他人ひとから恨まれたり嫉そねまれたりすることも多いでしょう」

　青柳が言った。

「代々木の事件ヤマも、その後進展していないようだね」

　牛尾はなんとなくこの事件が長引きそうな予感がした。

「いま伊崎に死なれては、困る人間が大勢いるでしょうね」

　青柳が言った。

　被害者が死んで最も利益を得る者を追うのが捜査の常道である。伊崎は彗すい星せいのようにデビューして日が浅いだけに、金の卵をたっぷりと卵巣に詰めた鶏とりを潰つぶすようなものであろう。青柳の言葉は被害者の死に利益を得るよりは、損をする者が多いことを暗示している。金銭絡みの犯行でなければ、動機として怨えん恨こんが疑われる。

　第一発見者の社員から詳細に事情が聴かれたが、社員には動機がまったくない。伊崎を送り届けた後、プロダクションの事務所に帰って泊まったことが、他の社員によって確かめられた。第一発見者にはアリバイが成立した。

　検視と並行して、現場の鑑識活動が進行していた。凶器、および犯人の遺留資料は発見されていない。同マンションの入居者にも聞き込みが行なわれたが、入居者相互の交際はほとんどなく、犯行当夜、怪しい者や気配を見聞きした者はいなかった。

　新都心の億ションだけに、入居者も富裕な者や社会的地位のある者に限られている。入居者の身辺も洗ったが、被害者と個人的な関わりのある者はいなかった。

　被害者には前歴があった。十九歳当時、暴走族に属していて、暴走中、通行人をはねて半身不随に至らしめ、一年の禁きん錮こ刑に処せられている。八ヵ月で仮釈放され、各種店員、セールスマン、ウェイター、バイク便の配達員、派遣の仕事、ピンクサロンの呼び込み、ガソリンスタンドの従業員などの職を転々とした後、たまたまある映画のエキストラに出演して認められた。

　それ以後の躍進ぶりは周知の事実である。

　その日のうちに新宿署に捜査本部が開設された。初動捜査の結果を踏まえて第一回の捜査会議が新宿署において開かれた。会議には警視庁捜査一課から参加した石いし原はら班、および新宿署員、また近隣署から招集された特別捜査員など、総勢約六十人が会議に参加した。

　捜査本部長についた新宿署長がまず型通りの訓示をして、会議が始まった。初動捜査の大勢は顔見知りの犯行に傾いている。となれば、被害者の生前の交友関係の中に犯人は潜んでいる可能性が高い。

「被害者には結婚歴はありません。公称二十五歳、実際の年齢は三十歳です。特に親しい女性は見当たりません。ただし、秘匿している女性関係があるかもしれません」

　まず被害者の生前の女性関係について報告がなされた。

　顔見知りとして最も最初に疑われるのは女性関係である。だが、デビュー後の伊崎にはまったく浮いた噂はなかった。売り出し中のスターにとって女性関係のスキャンダルは命取りになることがある。それだけにプロダクション側のガードは固い。本人も千載一遇のチャンスに臨んで、自重していたようである。

　公式発言ではあっても、マスコミから恋人はと聞かれて、「先のことはわからないが、いまは仕事が恋人」と答えていた。現実に事務所に分刻みに管理されていて、特定の女性とプライベートの時間を持つことはほとんど不可能であった。女性がいたとしても隠れた存在であったにちがいない。

　さらに被害者の前歴が検討された。

　被害者は十九歳当時、東京都下立たち川かわ市を拠点とする暴走族スコーピオンのリーダーであり、集団暴走中、末次照美、東京都世田谷区喜き多た見み八‐二十×、当時二十歳を、同八丁目の路上においてはね、頭部外傷、腰よう椎つい骨折、骨盤骨折などの重傷を負わせた。

　被害者はこの傷害によって下半身不随となり、一生ベッドに縛られる身体となってしまった。伊崎は道路交通法違反、および業務上過失傷害の罪に問われ、実刑一年の刑を言い渡された。府ふ中ちゆう刑務所に服役、八ヵ月で仮釈放された。

　この前歴が犯行に関係がないかと、牛尾が発言した。

「事件から十一年も経過している。当時の被害者が執念深く伊崎を恨みつづけているとは考えられない」

　と反論された。

「被害者は事故に遭って以後、寝たきりになっているようです。十一年経過していても、当時二十歳の被害者、末次照美の家族の恨みはつづいているかもしれません。親は死んだ子の歳を数えるのをやめることはありません。ましてや被害者本人がベッドに縛りつけられて身動きできない姿を毎日見つづけている家族にとっては、加害者に対する恨みを日々新たにしているでしょう。歳月によって風化しない恨みもあるとおもいます」

　牛尾は言った。牛尾自身、我が子を犯罪の犠牲者にしているだけに、彼の言葉には説得力があった。

「犯人は伊崎の顔見知りの可能性が大きいですが、もし末次照美の家族が犯人であるとしたら、伊崎がやすやすと室内に迎え入れるでしょうか」

　という質問が出された。

「伊崎としては末次照美の家族に対しては後ろめたいおもいを抱えているでしょう。彼女の家族が訪問して来れば、迎え入れるとおもいます」

「警戒もせずに迎え入れますか」

「ただいまおっしゃったように、事故から十一年経過しています。伊崎としても、まさかそんな長い歳月、執しつ拗ように恨みを温めつづけていたとはおもわないでしょうから、ドアを開けたとおもいますよ。口実はいくらでもつけられます。娘がその後、ファンになってサインを欲しがっているとか、ファンクラブに入りたいとか……。伊崎は訪問者が古い恨みを水に流したと自分に都合よく解釈したでしょう」

「しかし、それにしてもどうして十一年も待ったのですか。もし末次照美の家族が犯人であれば、十一年も待つ必要はなかったでしょう。伊崎は仮釈放されています。出所後、保護観察をつけられ、その後さまざまな職業を転々としておりますが、彼の消息はほとんどわかっています。十一年待つ必要はないのではありませんか」

「伊崎がデビューしてはしゃいでいるのを見て、古い恨みをおもいだしたということもあります。また事件後、あまり間をおかずに報復すると、末次の仕業であることがわかるのを恐れたということはありませんか」

　討議をつづける間に、末次の存在が次第にクローズアップされてきていた。

　その日の捜査会議において、被害者の生前の女性関係、現場の鑑識活動の徹底、現場および周辺の聞き込み捜査、凶器の発見、暴力団との背後関係の捜査、そして末次照美の父親末次雅俊の事情聴取が当面の捜査方針として決定された。
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　末次の事情聴取に赴いたのは牛尾と青柳である。捜査本部事件において所轄署の捜査員同士がペアを組むのは珍しい。だが、牛尾と青柳のペアは事件の多い新宿署においてはほとんど固定化していた。

　末次はすでに移転して杉すぎ並なみ区内のある私鉄沿線駅前で小さなコンビニエンスストアを経営していた。二十四時間営業の店なので、昼間はほとんど店に詰めている。二人は末次の反応を見るために、抜き打ちに訪ねて行った。

　末次は二人の素性を告げられて、顔色を改めた。店は繁盛しているらしく、客が商品を抱えてレジ台の前に絶え間なくやって来る。

「ちょっとお聞きしたいことがあるのですが、外せますか。あまりお手間は取らせないつもりです」

　牛尾は客やレジ台の従業員に気を遣って言った。小さな店内には事務室や控えの部屋もなさそうである。

「ちょっと頼むよ」

　末次は若い店員に断って、二人を近所の喫茶店に案内した。

「お忙しいところを申し訳ありませんが、捜査中の事件について少々お尋ねしたいことがございます。俳優の伊崎文也さんが自宅マンションで殺害された事件はご存じですか」

　奥の席で末次と向かい合った牛尾は低姿勢に切り出した。

　以前は大手商社のエリートであったそうであるが、娘が事故に遭った後、脱サラしてコンビニの経営を始めたと聞いている。辣らつ腕わん商社マンの面影はなく、髪は真っ白で、顔面に皺しわが刻まれ、老人性のシミが浮き上がっている。まだ六十前後のはずであるが、七十代の老人のように見えた。彼の老化は娘の輪禍と無関係ではあるまい。

「はい、ニュースを見ました」

　末次は素直に答えた。

「伊崎さんに最近会われたことはありますか」

「いいえ、まったく会っていません」

「最後に会ったのはいつですか」

「最後もなにも、一度も会ったことはありません」

「一度も会っていない？」

「私に会いに来られたからにはご存じとおもいますが、伊崎は照美をはね、実刑を食らって刑務所に入り、その後仮釈放されましたが、一度たりとも私たちのところに来たことはありませんよ。代理の弁護士が来ただけです」

「それはずいぶん薄情ですね。お嬢さんは彼のために一生ベッドに縛りつけられる身体となったのでしょう」

「あいつの一夜の暴走の代償に、娘は二十歳ですべての可能性を閉ざされてしまったのです」

　去勢されたような末次の表情に、一瞬青い炎が揺れたように見えた。

「伊崎が殺されて、どうおもいますか」

「べつにどうもおもいません。もう私たちとはなんの関係もない人間ですから」

　末次は吐き捨てるように言った。

「なんの関係もないとは言えないのではありませんか。お嬢さんの人生には深刻に関わっています」

「十一年前のことです。その後、娘は寝たきりになりましたが、伊崎とは一切没交渉です」

　末次は強い口調で言った。彼は自分が疑いをかけられていることを知っている。だが、無関係を強調することが、刑事の疑惑をさらに促している。

「伊崎さんがデビューしたとき、すぐに気がつきましたか」

「知り合いからおしえてもらいました。彼の出演する映画など見たくもありません」

「伊崎さんをいまでも憎んでいますか」

「親近感を持てと言われても無理ですね。しかし、十年以上も昔のことです。忘れようとしていますよ」

「これは多少とも関わりのある方にはすべて聞いていることですが、四月十二日の夜から十三日朝にかけてどちらにおられましたか」

「アリバイですね。その夜はアルバイトの学生の一人が急に来られなくなって、終夜店に出ていました」

「そのことを知っている人はいますか」

「もう一人のアルバイトがずっと一緒でした。常連のお客さんも何人もいらっしゃいましたから、知っているとおもいます」

　末次の言葉には自信があった。

　末次に会って、二人は彼の恨みがいまだにつづいていることを確かめたが、確固たるアリバイにはね返された。

　終夜、一緒に店に出ていた従業員と、複数の客にすべてアリバイ工作をすることは不可能である。二人は末次の供述のウラを取って、その内容に偽りがないことを確かめた。末次のアリバイは成立した。
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　刑事の訪問は末次雅俊に強い衝撃をあたえた。刑事は明らかに末次を疑っている。末次自身、疑われても仕方がない深い恨みを伊崎に残している。生きている限り、伊崎に対する恨みは消えない。

　彼は伊崎によって娘の将来のすべての可能性を奪われ、自らの職を失った。寝たきりになった照美の世話のために、末次は会社を休みがちになった。それまではエリートとして企業の最前線に立っていた末次にとって、会社を休むということは致命的であった。

　企業の出世レースに加わり、伍ごしていくためには、常に会社のポリシー（目的）に意識を集中していなければならない。意識が会社の目的から逸それたり、分散したりしたときは、すでにレースから落伍している。

　照美を預ける病院を探して、末次は全国を行あん脚ぎやした。そして社会が健常者を中心につくられていることをおもい知らされた。駅、交通機関、ホテル、劇場、学校、公衆トイレ、デパート、スーパー、その他公共の施設は、ほとんど健常者向きである。車椅子に乗った身では、駅の階段一つ上れない。

　高齢者専門の介護施設はあるが、寝たきりの若い者や、痴ち呆ほうで介護を必要とする人たちを収容する医療、福祉施設は極めて少ない。あっても辺へん鄙ぴな場所であったり、入所条件が極めて難しい。地域社会の在宅介護サービスの満足度はドイツの六〇・七パーセント、アメリカの三六・三パーセントに対し、日本は二四パーセントにすぎない。

　照美は父と離れて一人施設に入所するのを嫌がった。どんなに不便ではあっても、父親と一緒に暮らしたがった。もともと照美は父親っ子であった。

　末次は事故の後、会社を辞め、移転後自宅の近くにコンビニエンスストアを開いた。二十四時間営業はきついが、いつでも照美のそばへ帰れるという利点がある。

　伊崎文也が殺害される少し前、末次の許もとに一人の見知らぬ女性から電話があった。彼女は家木路江と名乗って、犯罪や事故の被害者、あるいはその遺族や身内の集会に参加しないかと呼びかけてきた。家木は末次父ちち娘こと伊崎文也との関わりをよく知っていて、調査が行き届いていることをうかがわせた。

　家木の電話は末次の胸の内に、埋うずみ火びのようになっていた伊崎に対する恨みと怒りを改めてかき立てた。家木に誘われて、その集会があるという喫茶店に出かけて行ったばかりである。そこで矢沢寛という男性に紹介された。

　二人は、一人では泣き寝入りせざるを得なくとも、被害者サイドが協力すれば、犯人や加害者に報復することができると熱心に訴えた。末次もその気になりかけていた。それからまだあまり日数が経過していないのに、伊崎が殺害された。

　まさか矢沢と家木路江が協力して末次の報復を代行したのではないだろうか。末次は非常に興味をもって彼らの話に耳を傾け、被害者グループに参加してもよいとおもったが、まだ確たる返事はしていない。さらに復ふく讐しゆうの代行なども依頼してはいない。

　まさかとはおもいながらも、矢沢と路江に会って間もないだけに、伊崎の死が彼らに関わりがあるような気がする。末次の集会（三人）への参加を、共同報復への参加と勝手に解釈して、末次の確たる嘱託もないままに報復を代行してしまったのであろうか。

　末次はえらいことになったとおもった。彼らは被害者側が結束して犯人や加害者に報復しようと呼びかけてきた。矢沢や家木路江が無償で報復を代行したとは考えられない。二人が末次になり代わって伊崎に復讐を加えた代償として、末次に彼らの敵に報復せよと要求してくるのではあるまいか。

　伊崎文也に対する恨みは消えていないが、他人に頼んでまで復讐を代行してもらおうとはおもわない。ましてや、その代償として自分自身はなんの関わりもない他人に対して報復するなど論外である。

　新宿署の刑事の訪問は、末次にショックをあたえると同時に、彼を混乱させた。




　末次雅俊に会った牛尾と青柳の心証は灰色であった。だが、彼には確たるアリバイが成立した。

　末次の店と西新宿の犯行現場は距離的には大したことはない。だが、アルバイトの店員は、犯行当夜、末次とずっと一緒であったと証言した。その間、トイレに立ったことはあっても、それ以上中座したことはないと答えた。

　犯行時間を加えて最短でも犯行場所までの往復に三十分以上は要するであろう。また複数の客も、犯行時間帯を通して末次が店にいたことを証言した。いつ来るか予測のつかない客に備えて店にいることはできない。末次のアリバイは確立したと見てよい。

　だが、末次は牛尾たちの訪問に明らかに動揺していた。脛すねに疵きずを持っていなければ、刑事たちに不意を打たれても動ずることはないはずである。

「末次は伊崎殺しになにか心当たりがあるようだったな」

「末次自身はアリバイに守られていますが、なんらかの形で事件に関わっているのかもしれませんね」

　青柳がうなずいた。

「関わっているというと、共犯者レツを使ったということかい」

「レツがいるかどうかわかりませんが、末次は犯人を知っているかもしれません」

「おれもそんな気がしたよ。末次を少し張ってみるか」

「しかし、末次が仮に犯行に関わっているとしても、ちょっと解せない点があります」

「それはなんだね」

「末次が犯行に関与しているとすれば、リスクが大きすぎますよ。末次が逮捕されれば、寝たきりの娘さんはだれが面倒をみるのですか」

「そいつがネックだな」

　寝たきりの娘の存在は、末次の犯行動機であると同時に、彼の容疑性を阻むネックとなっている。
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　棟居の意識の中で、新宿署管内で発生したスター殺害事件が次第に容積を広げてきた。

　代々木署管内の事件といい、被害者はいずれもいまをときめく芸能界の寵ちよう児じであり、犯行手口も似通っている。被害者の年齢も同じである。犯行現場はいずれも自宅であり、深夜犯人を室内に迎え入れている。

　捜査線上に浮かんだ矢沢寛にはアリバイが成立したが、棟居は彼に対する疑いを完全には解いていない。共犯者による犯行も考えられる。

「売れっ子が二人、相次いで殺されたからといって関連性があるとは限りませんよ」

　菅原が言った。

「そうですね。おもい込みは危険です」

　棟居は素直にうなずいた。

「棟居ムネさんが気にかかるなら、新宿の方に照会してみてはどうですか。新宿には牛モーさんがいます」

　そうは言ったものの、菅原は棟居の胸の内を読んで水を向けた。

「牛モーさんにもしばらく会っていませんね」

「牛モーさんと組むときは、いつも大きな事件ヤマになります」

「それでなくとも、当代人気随一の売れっ子が相次いで殺されて、マスコミは大騒ぎしている。聞くだけ聞いてみましょうか」

　棟居は久し振りに牛尾の顔を見たいとおもった。

「やあ、棟居ムネさん、久し振りですね。そちらの事件ヤマはどうですか。なんとなく似通った事件で、気にしていましたよ」

　電話口に出た牛尾は開口一番言った。

「そのことで電話したのです。私も事件の性質に同じようなにおいを嗅かぎつけて、おもい切って牛モーさんに電話をしてみたのです」

「久し振りに一杯どうですか」

　棟居の意を察したらしく、牛尾の方から誘いをかけてきた。

「そんな閑ひまがありますか」

「棟居ムネさんこそ、その閑があればね」

　電話口で牛尾の声が笑っている。

「こちらは開店休業状態です。八はつ方ぽう塞ふさがりで身体を持て余しています」

「こちらもいやな気配がしていますよ。この事件ヤマはどうも長引きそうな気がします」

「牛モーさんの勘は当たりますからね」

　棟居、菅原、牛尾、青柳の四人は歌舞伎町一丁目にある小さな飲み屋で待ち合わせた。ゴールデン街と通称されるこの界かい隈わいは、新宿名物の一大飲み屋街でバブル時の地上げにもめげずしぶとく生き残っている。

　ごった煮の新宿の街の縮図のように、この界隈には新宿の風俗が凝縮しているようである。役者、ミュージシャン、作家、編集者、ジャーナリスト、アーティストなど、芸術やマスコミ関係者が多く集まるようになり、その方面を目指す卵たちも蝟い集しゆうして来て、一種独特の雰囲気を醸し出している。

　怪しげな男だん娼しようやコールガールも出没し、ホームレスがゴミ集積所を覗のぞいている。牛尾と青柳が行くと、界隈のあちこちから声がかかる。中には明らかに筋者ヤクザとわかるグループが丁重に挨あい拶さつをして行く。

　飲み屋で向かい合った四人は互いに久きゆう闊かつを叙し、

「我々が集まるときは必ず事件絡みですな」

　と牛尾が苦笑しながら話の口火を切った。

「たまには事件を忘れて、のんびりと酒を飲みたいものです」

　棟居が言った。

「それも同じ台詞せりふですよ。もっとも民間外交で一杯飲むことはあっても、結局、仕事の話になってしまう」

　菅原が話に入ってきた。青柳はすでに飲み始めている。

　警察内部では民間外交と称して、他署捜査員同士が一緒に酒を飲むことがある。このようにして培った人間関係が警察のセクショナリズムの壁を越えて捜査を円滑にする。

　しばらく献酬がつづいて、座が盛り上がってきた。

「今度のうちの事件ヤマですが、棟居ムネさんの鼻ににおうものがあるようですね」

　牛尾が水を向けてきた。

「牛モーさんの勘にも訴えるところがあるのではありませんか」

「一人マークした人物がいるのですが、完全なアリバイがありました。代々木の事件ヤマでも捜査網ネツトに引っかかった容疑者マルヨウにアリバイが成立したそうですね。二件の犯行手口も似通っている」

「被害者は共通して売り出し中の人気者です」

「棟居ムネさんや菅原スガさんは二つの事件ヤマに関連性イトがあると疑っているのですか」

「これまで私どもの調べでは、栗山利昭の人脈ナカマに伊崎文也は浮かんでいません」

「伊崎文也の人間関係にも栗山は見当たりませんね。もっとも生前、二、三年の交友関係ですが」

　四人はそれぞれ担当する捜査についての情報を交換した。

「被害者の年齢、犯行手口、社会的な地位、状況、経歴、なんとなく似通っています。栗山の歌手になる以前の経歴は明らかになっていませんが、出身地は伊崎と同じですね」

「出身地が伊崎と同じとは、いま初めてうかがいましたよ。これは両人の過去にさかのぼって調べれば接点があるかもしれませんね」

　被害者が同郷と聞いて、牛尾と青柳の姿勢が少し改まった。まだ新宿側では牛尾の勘が少し働いただけで、栗山殺しは視野に入れていない。

「証明はされていませんが、栗山には過去に女性の拉ら致ち、暴行、轢れき殺さつという忌まわしい疑惑が生じています。また伊崎には前歴があり、いずれの被害関係者にもアリバイが成立しています。正確には被害者の婚約者と父親ですが、彼らにしてみれば、栗山も伊崎も許すべからざる敵でしょう。栗山の犯罪疑惑は証明されておらず、伊崎はすでに刑を終えています。栗山は法網を逃れ、伊崎の刑は被害者にとっては不当に軽く見えたことでしょう。栗山と伊崎を殺害する強い動機を持っている二人の容疑者にアリバイが成立したということは……。まず共犯者レツの存在が考えられます。しかし、これまでの捜査では共犯者レツに該当するような人物は浮かび上がっておりません。すると、突飛な想像かもしれませんが……」

　棟居は三人の表情を探るように見まわした。

「犯行の交換ですか……」

　青柳が棟居の胸の内を読んだ。

「非常に突飛ではありますが、ふとそんなことを考えてみました」

　棟居がうなずいた。

「いや、突飛とは言い切れないかもしれませんよ。末次雅俊と矢沢寛の動機は明白です。彼らはいまでも伊崎と栗山を許していないはずです。二人が殺害されて、末次と矢沢には完かん璧ぺきなアリバイがある。この二人以外には被害者の周辺に動機を持つ者が浮上していない。となると、考えられるのは犯行の交換です」

　牛尾が言った。

「これまでのところ、矢沢と末次の間になんのつながりも発見されていません。しかし、もし二人がつながれば、犯行の交換も可能ではないかと考えたのです」

「犯行を交換すれば、完全なアリバイ工作が可能です。しかし、一つネックがあります」

「はい、犯人の侵入でしょう」

　棟居が牛尾の言葉の先を読んだ。

「そうです。犯人はいずれも顔見知りの者と推定されています。被害者は深夜、突然訪問して来た未知の人間をやすやすと室内に引き入れるとは考えられませんからね」

「その点が私の仮説のネックとなっています。被害者は犯行を交換した未知の犯人にどうしてドアを開いたのか」

「たとえば、本来の犯人というのも妙な言葉ですが、彼らが今回の被害者にあらかじめ連絡をしておいて、代理の人間を送ると言っておいたらどうでしょうか」

　青柳が新たな見方を示した。

「あらかじめ連絡ねえ……。かなり苦しい解釈だが、抜き打ちの訪問よりはましだろう」

　牛尾が言った。

「代理人が女性ならば、もっと安易にドアを開いたかもしれませんよ」

　菅原が言った。

「もっと警戒したんじゃありませんか」

　青柳が言葉をさし挟んだ。

「それは女性によるだろう」

　牛尾が言ったので、一座がどっと沸いた。

「たしかに突飛ではありますが、交換殺人という発想は面白いとおもいますよ。ただし、捜査会議を説得するのはかなり厳しいでしょうね」

「山路ヤマさんあたりに映画シヤシンじゃないよと言われそうです」

　牛尾の言葉に棟居が応じた。

「交換とまではいかなくとも、協力し合うことはできます。末次と矢沢の接点ツナギを探すのはあながち無意味とはおもえませんが」

　菅原が言った。

「仮に二人の間になんらかのつながりが発見されれば、二つの事件はぐんと近づきますね」

「我々がそのお近づきの手始めというわけだ」

　一同のメートルがだいぶ上がってきた。
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　末次雅俊は家木路江に会った。

「私もあなたにお会いしたいとおもっていました。伊崎文也が自宅マンションで殺害されましたが、もちろんご存じでしょうね」

　以前出会ったオアシスという喫茶店で末次と向かい合った路江は、開口一番言った。

「そのことでお会いしたのです」

「あなたが殺したのですか」

　家木は一直線に末次の面を見た。

「えっ、私が？　あなたの仕業ではなかったのですか」

　ぎょっとして問い返した末次に、

「私がどうして伊崎を殺すのですか」

　家木が驚いたように言い返した。

「先日、協力しようと持ちかけてきたではありませんか」

「たしかに被害者が協力し合おうとお誘いしましたが、あなたの敵をあなたに断りなく殺しませんわよ」

「すると、伊崎を殺したのはあなた方の仕業ではないのですね」

「もちろんです。私はてっきりあなたがやったとおもいましたわ」

「殺してやりたいとはおもっていました。でも、踏み切れませんでした。そこにあなたから声をかけられたのです。伊崎を殺したのはあなたではないのですか」

「ちがいます」

「私は疑われています。警察の言葉で動機があるということです」

「動機から犯人を探すのは警察の常道ですからね」

「あなたが犯人でなければ、だれが殺したのですか」

「わかりません。でも、悪いやつですから、恨んでいた人間は大勢いるでしょう。だれが犯人であるにせよ、彼らは社会共通の敵です。殺されて当然ですわ」

「複雑な気持ちですよ。なんだか先を越されてしまったような気分で……」

「それは私も同じです。自分の手で直接敵の息の根を止めないことには、恨みは晴れません。でも、敵を恨んでいる者が大勢いれば、早い者勝ちということになります」

「先着順の動機ということですか。しかし、警察が真っ先に私のところに来たということは、私が一番強い動機を持っていたからでしょう」

「それはわかりません。もっと強い動機を持っている人が隠れていたかもしれません。それに、動機の強い人が先着するとは限りませんものね」

　ようやく二人の前にオーダーしたコーヒーが運ばれて来た。芳ほう醇じゆんな香りに二人は初めて我に返ったようにコーヒーに視線を向けた。

「このコーヒーは砂漠の泉のようです。病みつきになりそうです」

　末次は血なまぐさい話から話題をコーヒーに振り向けた。

　末次は前回オアシスで家木に会ったとき初めてこの店のコーヒーを飲んで驚いた。彼のこれまでのコーヒー観を根本から改めざるを得ないようなコーヒーがそこにあった。たかが一杯のコーヒーである。ゆっくり飲んでもさして時間はかからない。だが、その一瞬とも言うべき時間と、それに伴う環境が砂漠のオアシスのように、旅行者をよみがえらせる。

　人生との闘いと人間砂漠の旅にへとへとになった旅行者が、ようやくたどり着いてほっと一息ついているような、文字通りオアシスがコーヒーの香りと共にそこにあった。

　二人は束の間、コーヒーと向かい合って敵に対する恨みを忘れた。

　そこへ一人の男性がドアを押して入って来た。末次は家木から、その男性にすでに引き合わされていた。







　コーヒー関係
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　津田文吾の一日は極めて多忙である。午前十時には渋谷区富とみヶが谷やにあるマンション内の自宅から、迎えの車に乗って新宿三丁目にある組の事務所に出勤する。

　午前中は幹部の報告や、八方から集中してくる電話の応答に過ごし、午後は押しかけて来る多数の訪問者に会ったり、会合や冠婚葬祭の義理掛けに出かけたりする。夜の八時ごろからボディガードを引き連れて縄テリ張りトリーの見まわりに出かける。

　関東門伝会の覇権が確立し、表立っての抗争は影を潜めたが、その分、水面下でのしのぎ合いが激しくなっている。

　特に日本一の繁華街である歌舞伎町はヤクザの収入源シノギが集中しているだけに、暴力団のテリトリーが複雑に入り組んでいる。一軒の店が複数の暴力団に用心棒代ミカジメを払っているケースも少なくない。それだけに少し油断をしていると、たちまち侵略されてしまう。この業界は弱味を見せれば、直ちにむしられてしまう弱肉強食の世界である。

　もともと新宿は津田が斬り込み隊長となって関東門伝会が押し入って来た土地であるだけに、関東門伝会に向けられる反感は強い。テリトリーを巡回しながらも、津田は油断をしていない。

　津田はいまや日本の半分を版図におさめた関東門伝会の若頭補佐として、次代会長候補の最先頭に立っている。それだけに敵は対立団体だけではなく、内部にも潜んでいると見なければならない。

　いまや関東門伝会は裏社会の大手として、表社会にも合法の舎弟企業を擁し、年間総売上げはマンモス企業に匹敵する。傘下団体の構成員総数は都道府県警の警察力を圧倒するほどである。

　政治家も巨大な票田としてすり寄ってくる。裏社会で巨大化すればするほど表社会に限りなく接近してくるのである。

　テリトリーを一まわりすると午後十時ごろになる。パトロールの終点はたいてい新宿三丁目のクラブ「クレオパトラ」である。津田はこの店のナンバーワンホステス、清きよ実みに最近ことのほか執心していて、柿かきの木き坂ざかに購入した億ションに囲っている。

　金曜日の夜はクレオパトラの看板後、彼女を柿の木坂まで送って行って、マンションに泊まる。ボディガードはずっと津田の身辺に張りついているが、マンションまで送り届けてから帰る。

　津田の最も忠実なボディガードが、かつて彼を狙撃した反対組織の鉄砲玉、山内義郎である。

「明日あしたは何時になるかわからんから、迎えはいらない」

　六月十一日夜、津田は山内と運転手をねぎらいながら、清実と一緒に装甲車のような専用車から降りた。

「社長、携帯に連絡していただければ、すぐにお迎えにあがりますが」

　山内が心配そうに言うのに、

「土曜の朝から装甲車の出迎えでもあるまい。おまえも土曜の朝ぐらいゆっくりしたいだろう」

　山内に手を振りながらマンション玄関に降り立った。その足あし許もとが少し心許ない。週末の夜の解放感からか、少し過ごしたようである。

「それでは社長、お気をつけて」

　山内は玄関口まで送って、車の方へ引き返そうとした。清実が玄関脇のカード口スリツトにオープンカードを挿入している。

　この間、津田は玄関前に無防備に立っている。このマンションと津田の関係は限られた者しか知らない。敵対組織もなく、腕の立つボディガードに守られて、津田は完全に鎧よろいを脱いでいる。酔いに火ほ照てった身体を夜風が心地よく冷やす。津田はこれから清実と過ごすべき濃厚な時間をおもった。

　そのとき闇の奥から凶悪な気配が迫ってきた。津田は本能的に危険を察知したが、全身にまわった酔いのために一拍反応が遅れた。闇の奥から直線を引いたように飛来した一筋の矢は、無防備な津田を射い貫ぬいた。

　鏃やじりの先端は背中から乳下の表皮を突き抜けた。津田は自分の身に一瞬、なにが起きたのかわからなかった。きりきり舞いをするように地上に倒れたときは、すでに死の急斜面を転がり落ちている。

　車に戻りかけていた山内は、突然地上に倒れた津田に愕がく然ぜんとして、

「社長、どうしました」

　と声をかけながら駆け戻った。彼は津田の背から胸に突き抜けている矢を見て、深刻な事態を悟った。ようやく清実が盛大な悲鳴をあげた。

　血相を変えた山内は、矢が飛来したとおぼしき方向へ走ったが、音も閃せん光こうもなく、射られた矢の発射源がわからない。

　この界かい隈わいは柿の木坂の裏手に当たり、金で購あがなった閑静な環境である。近所は豪勢な億ションや高級アパートが軒を連ねている。通り一筋のちがいで目め黒ぐろ通りの騒音が別世界のように、人影もなく、疎まばらな街灯の間に闇がわだかまっている。狙撃者は物陰の闇の奥に姿を隠して、津田を待ち伏せていたのであろう。

「社長、しっかりして下さい」

　運転手が抱き上げるようにして呼びかけているが答えはない。

　犯人の追跡をあきらめた山内が津田の許へ駆け戻ったときは、すでに虫の息であった。

「救急車だ。救急車を呼べ」

　山内は仰天している運転手に指示した。だが、救急車は津田を収容せずに空のまま帰った。すでに津田は死んでいた。

　救急隊から連絡を受けて警察が臨場して来た。臨場した碑ひ文もん谷や署が調べたところ、津田は背後から左胸部にかけて矢を心臓に貫通され、ほとんど即死に近い状態で死んでいた。矢の形状から、凶器はいわゆるボウガンと呼ばれる洋弓と推定された。動力としてゴムやスプリングを用い、赤外線スナイパースコープを装着すれば、夜間でも命中率が増す。有効射程百～二百メートル、鏃に毒を塗れば、殺傷力が強化される。音も閃光も硝煙のにおいもなく、発射源を秘匿する恐るべき暗殺用凶器である。

　被害者が関東門伝会若頭補佐と知って、碑文谷署は緊張した。事件に暴力団抗争の背後関係が疑われた。事件は殺人事件と断定されて、警視庁捜査一課に連絡された。

　翌十二日、碑文谷署に捜査本部が開設され、捜査一課の小こ林ばやし班が参加した。第一回の捜査会議においては、暴力団関係の抗争と見る意見が大勢を占めたが、碑文谷署の水みず島しまが発言を求めて、

「凶器にボウガンを用いたのは暴力団らしくないとおもいます。これまでの抗争に用いられた凶器はほとんどが銃器、あるいは刃物、木刀、棍こん棒ぼうの類たぐいです。暴力団のボスの命タマ取りにボウガンを用いたのはおそらく初めてではないでしょうか。それに現在は、関東門伝会の覇権は確立しており、津田の命を狙う対立団体はありません。いま関東門伝会に歯向かえばどうなるかみんな知っています。津田一人の命を取っても関東門伝会がどうなるものでもありません。いまはヤクザも抗争がソロバンに合わないことを知っていて、共存共栄路線を取っています。関東門伝会に鉄砲玉を送る反対組織は見当たりません」

　と主張した。

「関東門伝会に歯向かう反対対立団体はいなくとも、門伝会内部で後継者レースに轡くつわを並べているライバルが刺客を送ったのかもしれない。また共存共栄路線は上辺だけで、水面下ではしのぎを削っている。どんなに合法の隠れ蓑みのをまとっても、しょせんヤクザはヤクザだ。衣の下に鎧が覗のぞいている。いまをときめく津田の命タマを取って、名前を上げようとする馬鹿がいるかもしれないではないか」

　と反はん駁ばくされた。

「馬鹿がボウガンを使いますか。闇に隠れて待ち伏せ、光も音もにおいも出さずに一発必中、矢で射殺してしまった。尋常の腕前ではありません。世間に名前を売るための命タマ取りであれば、犯行声明ナノリをあげなければなんの意味もありません。犯人からなんの音おと沙さ汰たもありませんよ。暴力団の背後関係は無視できませんが、初めからヤの字（ヤクザ）関係に傾くのは危険だとおもいます」

　水島は言い張った。

「ヤの字関係でなければ、ほかにさしずめなにが考えられるかね」

　会議を主宰した管理官が問うた。

「津田が射殺されたとき、付いていた山内義郎というボディガードは五年前、反対団体の鉄砲玉として津田を狙撃し、無関係の少女を誤殺した男です。自分の命を狙った刺客をボディガードに雇った津田は、当時、業界の美談として話題になりました」

　水島に言われて、一同はその事件をおもいだした。

　山内の狙撃を躱かわした津田は、そのとき近くに来合わせた五歳の幼稚園児を楯たてに取って、辛かろうじて窮地を逃れたのである。津田の身代わりになった形で園児が射殺された。

「あの園児の遺族はいまどうしているでしょうか。遺族にとって、津田は絶対に許せない敵のはずです。津田射殺の背後に、遺族の行方を探ってみる必要があるとおもいます」

「ちょっと待ってください。幼稚園児が傍そば杖づえを食ったのは五年前のことです。もし遺族が園児の復ふく讐しゆうをしたとすれば、どうして五年も待ったのですか」

　べつの方角から質問が出た。

「その点は私にも答えられません。遺族になんらかの事情があったのか、あるいはまったくべつの線からか、いずれにしても動機を暴力団関係だけに絞るのは危険だとおもいます」

　水島の発言は捜査会議に波紋を描いた。園児の両親にしてみれば、狙撃者本人よりも、園児を楯に取った津田を恨んでいるであろう。

　津田は狙撃時、たまたま園児が自分の前に飛び出したと主張した。その場に居合わせた多数の目撃者は後難を恐れて証言を避けたが、園児の両親は津田が子供を楯に取ったと訴えて、両者の主張が対立した。

　その後、何人かの匿名の証言が寄せられて、津田の卑劣な行為が明白になった。だが、津田自身には園児に対する殺意がなく、未必の故意による殺人罪の適用も無理とあって、なんの責任も問われなかった。

　捜査本部内には、泣く子も黙る関東門伝会の斬り込み隊長に対して、一般市民が報復を企てるであろうかという疑問の声もあったが、動機関係においては無視できないという意見が有力になった。

　ここに捜査本部は暴力団絡みの背後関係の捜査と共に、津田文吾の楯にされて誤殺された遺族の追及を当面の捜査方針として決定した。遺族の追及は碑文谷署の水島と、捜査一課の河かわ原はらのペアが担当することになった。

　事件を扱った管轄署に赴いて、当時の捜査書類を閲覧して、被害者星野友美の遺族を追跡したところ、園児の両親はその後離婚していた。父親の星野友信の住所が判明した。

　星野は当時、大手市中銀行に勤めていたが、事件後、銀行を退職して、現在は練ねり馬ま区内で健康食品の小さなサテライトショップを開いていた。事件が親子三人のささやかな幸せに満ちた家庭を破壊し、遺族の後半生を変えてしまったことを示している。

　二人の刑事が訪ねて行った先は、ある私鉄駅前商店街の最も外れに位置するレンタルオフィスの一室であった。長い髪をメッシュ染めにした若い女が一人で店番をしていた。

　店長に会いたいと告げると、

「いま注文品の配達に行っています」

　とメッシュ染めの女は死人のような紫色の口紅を塗った口で無表情に答えた。

「少し待たせてもらうよ」

　水島が言うと、女はどうぞとぶっきらぼうに答えて、マニキュアを塗り始めた。

　店長と言っても、星野とその女の子二人だけの店らしい。売り場面積十坪前後の狭い店内には、ロイヤルゼリー、プロポリス、コラーゲン、玄米酵素、アガリクス、朝鮮人参、マムシ酒、クロレラなどの健康食品がところ狭しとディスプレイされている。

　間もなく星野が帰って来た。二人の方へ訝いぶかしげな視線を向けた中年の不景気な表情の男を星野と悟った水島と河原は、

「星野友信さんですね。少々お尋ねしたいことがありまして、お邪魔しました」

　と声をかけながら警察手帳を覗かせた。星野の表情が改まった。

「どんなご用件でしょうか」

　星野はのんびり構えている。

「津田文吾氏が殺害された事件はご存じですね」

　水島が質問の第一矢を放った。

「知っています。テレビや新聞で大々的に報道していましたから」

「どのようにお感じになりましたか」

「そんなことを私に聞いて、どうするつもりですか。私が弔電でも打つとおもっているのですか」

　星野の口調には、ここへ訪ねて来たからには、星野と津田の関わりを知っているのだろうという響きがある。

「念のためにお尋ねいたしますが、六月十一日の夜はどちらにいらっしゃいましたか」

　水島が問うた。

「私を疑っているのですか」

　星野は心外だと言うような表情をした。

「多少とも関わりのある方にはお尋ねしていることです。ご協力いただけませんか」

「市民として警察への協力は惜しみませんが、私は津田とはなんの関係もありません」

「なんの関係もないとは言えないでしょう。あなたは津田にお嬢さんを殺されたも同然なのですから」

「そうですね。そういう意味ではたしかになんの関係もないとは言えません。津田は友美の葬儀に代理人を送ってきただけで、その後、なんの交渉もありません。そういう意味で関係がないと申し上げたのです。しかし、娘を殺された恨みは忘れていません。疑われても仕方がありませんね。六月十一日の夜は本社の優秀販売店表彰招待旅行で、佐賀の嬉うれし野の温泉へ行っていました」

「佐賀へ……」

　水島と河原は顔を見合わせた。招待旅行とあればもちろん多数の同行者がいたであろう。佐賀から夜間、東京の犯行現場まで同行者に知られず往復することは、まず不可能であろう。有力な容疑者がみるみる遠ざかって行く。

「正直に申し上げます。私はだれよりも深く津田を恨んでいます。津田を殺した犯人に感謝したいくらいですよ。しかし、私は津田に手を出していません。私は暴力とは縁のない市民です。ボディガードに厚く守られた暴力団の幹部に手は出せません。そんな気にもなりません。津田が殺された夜は、嬉野温泉の山さん紫し荘に宿泊しておりました。同行者も多数おりますので、本社や旅館に問い合わせていただければわかります。それに、私はボウガンなど射たことはありません」

　星野の言葉は自信にあふれていた。裏を取るまでもなく、星野に対する刑事の心証はシロであった。

　星野は犯人像として無理がある。たしかに強い動機を持っているが、一般市民が暴力団幹部に報復するということは事実上不可能である。

　星野の経歴は本人も言っていたように、およそ暴力とは無縁であった。格闘技の達人でもなければ、趣味として狩猟や射撃や弓もしていない。

　星野の店を辞去した後、水島らは念のために彼の供述の裏を取った。星野のアリバイは証明された。

　だが、暴力団抗争の背後関係もなく、星野に代わる殺害動機を持つ者は浮かび上がらない。捜査は早くも難航の様相を呈した。




　　　　２




　刑事の訪問を受けた星野友信は、混乱していた。津田が殺害される前に矢沢と名乗る男の訪問を受けて、愛する者や親しい者を奪われた被害者の集まりに加わらないかという誘いを受けた。

　星野は興味を持って、矢沢がおしえてくれた「オアシス」という喫茶店へ出かけて行ったことがある。そこで矢沢から、家木路江という女性も紹介してもらった。

　彼らは被害者が泣き寝入りしないために、被害者同士が協力して、犯人や加害者に制裁を加える方法を研究していると、熱い口調で語った。

　星野は非常に興味を持ったが、同時に彼らの身辺に危険な気配を察知して、その後、オアシスへは行っていない。

　まさかあの二人が先走って、津田に制裁を加えたのであろうか。彼らは被害者サイドが協力して犯人と加害者側に制裁を加える方法を研究しようと誘ったが、星野は協力するとも、その集まりに参加するとも約束していない。ましてや、報復を依頼したおぼえもない。

　いくら気が早くとも、頼みもしない報復を先走って代行したとは考えられないが、二人の身体から発していた危険な気配が、いまにして気になってきた。

　星野は矢沢に連絡を取って、オアシスでふたたび彼に会った。

「津田が殺された事件を知っていますか」

　矢沢に会うなり、開口一番、星野は問うた。

「もちろん知っています。まさか、あなたが殺したのではないでしょうね」

　矢沢が問い返した。

「私が津田に手を出せるはずがないじゃありませんか」

「犯人はボウガンを用いています。ボウガンとは考えましたね。ボウガンなら所持していたとしても銃刀法違反にはならない。夜陰に乗ずれば、なんの気配もなくいきなり射かけることができる。どこから発射したのかもわからない。これではどんなに腕の立つボディガードを付けていても、まったく役に立たなかったでしょう。暴力団の幹部も形なしですね」

「私はボウガンなど射うてませんよ」

「あなたが犯人であっても、私はだれにも言いません。ご安心ください」

　矢沢は星野の犯行とおもっているようである。

「矢沢さん、あなたが津田を殺したのではありませんか」

「私が？　どうして私が津田を殺すのですか」

　矢沢が驚いたように星野の顔を見返した。

「先日、協力するとおっしゃったではありませんか」

「泣き寝入りせず、犯人サイドに報復する方法を協力して研究すると言ったのです。報復そのものに協力するとは言っていません。まして、被害者本人の嘱託も同意もなく、勝手に報復するということはあり得ませんよ」

　矢沢に言われて、星野もようやく自分が早とちりをしていたことに気がついた。

「そうでしょうね。そんなことはあり得ない。すると、一体だれが津田を殺したのでしょうか」

「星野さんが殺したのではないのですね」

　矢沢が再確認した。

「私ではありません」

「星野さんの報復ではないとすると、暴力団関係かな。それにしても、暴力団がボウガンを使うとは新手口ですね」

　矢沢は意外だと言うような表情をした。

「警察は私を疑っていたようです。幸いアリバイがありましたので、疑いを晴らしたようですが、アリバイがなければ危ないところでした」

　そこへドアを押して、家木路江が、年配の未知の男と連れ立って入って来た。路江はその男を星野に引き合わせた。

　末次雅俊と名乗ったその男も、被害者グループの一員のようである。多くは語らなかったが、娘を寝たきりにさせられたと言った。

「末次さんも警察から疑われたのよ」

　路江がかたわらから言葉を添えた。

「すると、末次さんの加害者も最近殺されたのですか」

　星野が少し驚いて問い返すと、

「伊崎文也です」

「伊崎……あの超売れっ子の俳優」

「そうよ。少し前に自宅のマンションで殺されたわ」

「刑事が聞き込みに来ました。幸い、私にもちゃんとしたアリバイがあったので助かりましたが、警察は釈然としないようです」

「先刻、矢沢さんにお尋ねしようとおもって控えていたのですが、矢沢さんも栗山利昭が殺されたとき、疑われませんでしたか」

　星野は矢沢に視線を向けて問うた。矢沢から栗山との関わりはすでに聞いている。

「もちろん疑われましたよ。刑事が聞きに来ました。さすがは警察ですね。栗山の遺品の中にあった新聞のスクラップから、私の栗山との関わりを疑ったのです。幸い、私にもアリバイがありましてね、しかし、まだ疑いを晴らしていないようです」

　矢沢が言った。

「すると、三人の加害者が殺害されて、疑われた我々三人にいずれもアリバイがあったということになりますね」

　星野はその意味を問うように、一座の表情を探った。

「そういうことになるわね。偶然の一致にしては気味が悪いわ」

　家木路江がいま初めて気がついたように顔色を改めた。

「すると、残るは路江さんだけということになるな」

　末次の言葉は重大な意味を含んでいる。路江がはっとしたように、

「私たち、四人のうち三人の加害者が殺されて、矢沢さん、末次さん、星野さんは犯人として疑われたわ。もし偶然の一致でなければ、私の父を死に追いつめ、私たち一家を滅ぼした敵も近いうちに殺されるかもしれないわね」

　そもそもこの被害者同盟とも言うべきグループは、矢沢と路江がオアシスで出会って、末次と星野に呼びかけてできたものである。オアシスを拠点にして被害者たちに呼びかけ、グループの輪を大きく広げようとしている矢先である。

「家木さんの敵がもし殺されたら、家木さんが真っ先に疑われることになるな」

　末次が予言するように言った。

「私にも都合よくアリバイがあるとは限らないわ」

　路江が困惑したような口調で言った。

「あらかじめアリバイをつくっておけばいいじゃないか」

　矢沢が提案した。

「いつ事件が起きるかもわからないのに、あらかじめアリバイをつくっておくなんてそんなことできないわよ」

「そう言えばそうだな」

　時間をかけて淹いれたコーヒーが運ばれてきた。芳ほう醇じゆんな香りに四人は意識をコーヒーの方に向けた。

「不思議なものですね。ぼくは最初にこのコーヒーの香りに惹ひかれて、この店へ来るようになりました。そして路江さんと出会ったのです。この店のコーヒーを飲む間だけ、深い恨みを忘れてしまいます。コーヒーを飲む間の束の間の休戦でしょうか」

　矢沢がその芳醇な香りと味を慈しみ、その時間を引き延ばすような口調で言った。

「恨みを忘れてしまっては、被害者同盟の拠点としてはふさわしくありませんね」

　末次が言った。

「癒いやすことのできない恨みや悲しみを、コーヒーがほんの束の間でも癒すことができるのを知っただけでも、そんなコーヒーがこの世に存在することを知っただけでも、この店に来た意義があるんじゃないかしら。そして、コーヒーを紐帯きずなにして被害者同士の結束を固めるのよ」

　路江が言った。

　星野はそのとき、被害者の協力と結束は加害者に対する報復と共に、司直の追及をも阻止できることにも気づいた。

　本来、なんのつながりもない被害者が協力して報復行為を分担すれば、アリバイ工作も容易である。被害者同盟のだれが、どの加害者に対して報復を加えようと、憎い加害者が誅ちゆう戮りくされれば、被害者側の恨みは癒される。

「家木さんの敵が殺されると決めたような言い方はやめた方がいいとおもう。私たち四人は肉親や愛する人の不幸を介して偶然出会ったのです。三人の加害者が相次いで殺されたのも偶然です。三つの事件にはなんの関係もないはずです」

　末次は戒めるように言った。コーヒーを飲み終えて、現実に返ったようである。

「そうですね。我々はこの店にコーヒーを飲みに来るだけでよい。それ以外の一切の雑念は持つべきではないのでしょう。コーヒー好きの旅行者が人生の砂漠でオアシスに立ち寄ったのです。それだけで充分だとおもいます」

　矢沢が反省するように言った。

「それでは、コーヒーのお代わりをしましょうか」

　路江が提案した。

「最近は当店特製のケーキもございますよ」

　カウンター越しにマスターが声をかけた。







　縊い死し？したエリート
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　代々木署、新宿署の捜査本部は低迷していた。連日、捜査員が靴をすり減らしての丹念な聞き込み捜査にもかかわらず、有力な容疑者に結びつく情報は網にかからなかった。

　この間に、碑文谷署管内にボウガンを用いた暴力団幹部射殺事件が発生した。容疑者として、五年前、被害者が狙撃されたとき楯たてに取って撃たれた幼稚園児の父親が捜査線上に浮上したが、アリバイが成立したという。その情報は棟居や牛尾の耳にも届いていた。

　ゴールデン街での民間外交の後、捜査会議に四人の意見を報告して、非公式ながら矢沢と末次の関わりの有無を調べる許可を得ていた。

　これまでの捜査では、両者の間にいかなる関係も発見されていない。両者の交友関係にも二人の名前はない。

　暴力団幹部射殺事件が発生して間もなく、棟居と牛尾らが張った網に引っかかったものがあった。

　矢沢と末次がもう一人の男と、矢沢の住居の近くのオアシスという喫茶店で出会った。二人の間に接点が生じた。

　それだけではなかった。オアシスで会合していた矢沢、末次ら三名のグループの中のもう一人は、碑文谷署管内の暴力団幹部射殺事件の嫌疑をかけられ、アリバイが成立した星野友信であった。

「これは一体どういうことでしょうかね」

　棟居、牛尾ら四人は早速会合して、この新発見を検討した。

「妙な成り行きになってきましたね」

「偶然とはとうていおもえない。同一喫茶店で一緒にコーヒーを飲んでいる三人が、三件の殺しの重要ヨウ参考人サンとして浮かび、アリバイが成立した」

「偶然でなければ、碑文谷署管内の事件ヤマも関わってくることになりますが」

「栗山、伊崎の人脈には津田文吾はありません」

「津田の人脈に二人が連なっているかもしれない」

　三件の殺人事件コロシの捜査線上に浮かんだ三人の人物に接点があったということは見過ごしにできない。

「いまおもいだしたことですが、末次を見たとき、以前どこかで出会ったような気がしましたが、オアシスで初めて矢沢から事情を聴いたとき、店内に居合わせたのが末次でしたよ。そのときから矢沢と末次は同じ喫茶店の常連としてつながりがあったことになります」

　棟居が言った。

「彼らは以前からオアシスの常連で、つながりがあったとすれば、三みつ巴どもえに犯行を交換してアリバイ工作をする方が、二人の間で交換するよりも捜査を混乱させ、完全犯罪の確率が高くなります。まさかとはおもいますが、三人の接点は殺しの巴交換という推測も可能にします」

　牛尾が言った。

　交換殺人については新宿の飲み屋の民間外交ですでに検討していたが、巴交換の発想はなかった。

　極めて大胆な仮定であるが、可能性はある。静かな興奮が四人の間に盛り上がっている。

「碑文谷に連絡しますか」

　青柳が一同の顔色を測った。

「我々四人の民間外交の意見では無理でしょう。まず捜査本部に報告して、コンセンサスを取りましょう」

　菅原が言った。

「碑文谷には水島さんがいます。一応、非公式に耳に入れておいてはいかがですか」

　牛尾が提案した。

「それはいいとおもいます。水島さんから根まわしをしておいてもらえば、事がスムーズにいきます」

　三件の殺人事件の被害者のうち、栗山の旧悪については立件も証明もされていないが、彼らの旧悪はいずれも悪質であった。その被害関係者はごく普通の善良な市民である。法の救済は常に遅く、その制裁は加害者に対して寛大であり、被害者から見れば手ぬるい。

　ましてや、法網を潜くぐった犯人や加害者には法の制裁すら加えられない。

　自分の家族を犯罪の犠牲者にされている棟居や牛尾には、被害者の痛みと恨みが実感をもってわかる。

　善良な市民は恨みや悔しさを胸の奥に閉じ込めて耐え、泣き寝入りをする。だが、善良な市民が複数集まったとき、単純な加算以上の発想や力を促すかもしれない。法が犯人や加害者に対して被害者にとって正当な制裁を加えてくれなければ、自分たちでやる以外にない。

　一人ではなんにもできないが、複数集まったとき、彼らが正当とおもう制裁が加害者に向けられたかもしれない。

　大胆な仮定ではあるが、充分根拠があると四人は判断した。

　四人の報告は代々木署と新宿署の捜査本部に波紋を描いた。

「たまたま三件の殺しの容疑者が同じ喫茶店の常連であったからといって、三件に関連性ありと推測するのはあまりにも短絡的ではないか。ましてや、三つ巴の交換犯行というのはあまりにも現実性に乏しい」

　という反論が出た。その反論はあらかじめ予想されていたものである。

「三人の容疑者の住居が喫茶店の近くであれば、彼等が同じ店の常連であったとしても異とするに足りない。しかし、矢沢以外はオアシスから離れた場所に住んでいる。わざわざ自宅から遠く離れた喫茶店で事件前後に会合していた三人は、つながりがあったと見てよいのではないか」

　と四人組から反はん駁ばくされて、両捜査本部は碑文谷署の捜査本部に照会することにした。

　照会を受けた碑文谷署捜査本部は少なからず驚いた。

「星野友信が代々木署、新宿署の捜査本部事件の参考人と関わりがあっても、直ちに三件が関連性があるとは断定できない」

　碑文谷署捜査本部は当初消極的であったが、

「三件の殺しの重要参考人三人に関係があったということは無視できないとおもいます。津田文吾の生前の人脈に代々木、新宿の事件ヤマの被害者が隠れていないか、捜査すべきではありませんか」

　と主張した水島に大勢が傾いた。

　水島の主張の通り、暴力団幹部、経歴がはっきりしない人気歌手、暴走族出身の新進スターはいかにもつながりがありそうである。これまでの調べでは、津田の交友関係に栗山と伊崎は挙がっていない。

　津田の出身地が埼玉県Ｈ市、栗山と伊崎と同郷とわかって、捜査本部には俄が然ぜん緊張が走った。三件の殺しの被害者の共通項が浮かんできた。

　三捜査本部合同の情報交換を兼ねての初の連絡会議が、碑文谷署において開かれることになった。

　六月二十三日午後五時、碑文谷署に集合した三捜査本部の捜査員総勢百二十名は、異例の連絡会議に緊張していた。捜査一課長の訓示の後、緊迫した雰囲気の下、会議は始められた。

　各捜査本部において現場の指揮を執った那須警部、および石原警部から捜査の経緯いきさつがブリーフィングされた後、碑文谷署捜査本部を代表して小林警部から初期捜査のあらましが報告された。最後に、

「三件の被害者は同郷であるばかりではなく、それぞれの経歴をさかのぼり、同じ中学の出身であることが判明した。卒業後はたがいに没交渉であったようであるが、確認されていない。なお三件の参考人については、同一喫茶店の客というだけで、それ以外のつながりは発見されていない。果たして三件の殺人事件コロシに関連性があるのかないのか、また三件の被害者が同郷、同中学であることが事件に対してなんらかの関わりがあるのか、あるいはないのか。三人の被害者はいずれも社会的関心を集めている人物であり、捜査の結果には警察の威信がかかっている。各位とも忌き憚たんなく意見を交換し合って、事件の解明を期してもらいたい。なお、捜査の行方はマスコミ各機関、市民の興味の的になっているので、捜査員各位はくれぐれも言動に注意してもらいたい」

　一課長が三捜査本部の捜査経過を総括して締めくくった。

　本来、連絡会議は関連性の疑いのある複数事件の捜査を担当する複数署の捜査本部員が集まり、意見、情報、資料の交換をして、捜査の円滑化と、総合的に事件の解明を図ることを目的としているが、自分の事件ヤマの犯人を他署に挙げられることを恥と心得る捜査員たちは、苦労してつかんだ情報や資料を明らかにしたがらない。

　刑事にとって足でつかんだ聞き込みや資料を、他署の刑事におしえることは、敵に塩を送るようなものである。

　連絡会議は往々にして形式に流れ、実のないものに終わるのは、刑事の心理に反するからである。会議の幕開けはたがいに顔色を探り合い、だれも進んで発言しようとしなかった。

　棟居が手を挙げて発言を求めた。

「碑文谷署が事情聴取した参考人については知りませんが、新宿署、代々木署がすでに任意に取り調べた参考人については、ボウガンとはまったく無縁であることがわかっています」

　棟居の言葉に会議場がざわめいた。

　碑文谷署ではすでに星野友信がボウガンの所持もしていなければ、その趣味のないことも確認している。仮に星野がボウガンを射ることができたとしても、星野本人が犯人であれば、牛尾の立てた三つ巴の交換殺人の仮説は成り立たなくなる。

　碑文谷署から改めて水島が立ち、星野がボウガンを射られないことを告げた。星野も矢沢も末次も、ボウガンを射うつことはできないのだ。牛尾の仮説は重大な障害に阻まれた。少なくとも碑文谷の事件は牛尾の仮説から切り離され、独立してしまう。

　凶器にボウガンが用いられた事件で、津田殺しには仮説が該当しないことがわかっていた。だが、三件の被害者には同郷、同窓、三人の参考人にはオアシスという接点が残っている。仮説は崩れても、この接点が三件にどんな関わりを持っているか、それも検討しなければならない。

　棟居の発言を契機に、ようやく会議は白熱してきた。当初、出し渋っていた情報や資料も提出されて、連絡会議としては充実してきた。

　だが、碑文谷署としては、有力視していた星野の線が消えて、動機を暴力団絡みの抗争と見る向きが大勢を占めている。

「暴力団がボウガンを使いますか」

　と疑問が呈された。

「ボウガンを使っても不思議はないでしょう。石を投げてガラス割りをするのですから」

「ガラス割りならパチンコでもできるな」

　パチンコという言葉に失笑が湧いた。このパチンコは拳けん銃じゆうの隠語ではなく、パチンコそのものを意味している。

「鉄砲玉の犯行ハシリであれば、走った後犯行声明ナノリをあげるはずですが」

　べつの疑問が出された。

「対立組織から来た鉄砲玉なら、犯行声明ナノリも能書きもたれるでしょうが、御家騒動（組内抗争）の命タマ取り合戦であれば、そんな能書きはたれませんよ」

「碑文谷署では御家騒動と見ているのですか」

「統一見解ではありませんが、その可能性大と見ています。組内の者であれば、津田のライフパターンも知っているでしょうからね」

「山内が裏切った可能性はありませんか」

「彼は出所後、津田に拾われてから忠誠を誓っています。運転手も目撃しています。山内は津田を守れなかった責任を感じて、頭を丸め、指エンコを詰めたそうです。山内は嫌疑対象から外してよいでしょう」

　碑文谷署の初期捜査においては、津田の身辺にボウガンを使う者は発見されていない。動機を組内抗争と見る説が有力になっていたが、関東門伝会は会長の門かど野の敬けい造ぞうの下に若頭がおり、それに加えて四人の若頭補佐、六名の舎弟、三名の年寄り、三十九名の直系若衆によって幹部会が結成されている。

　このうち会長、若頭、若頭補佐、年寄り、舎弟によって関東門伝会の最終意志決定機関である最高幹部会が構成されている。

　ナンバーツーは若頭の山やま岡おか敬けい一いちであるが、四人の若頭補佐中、津田の勢力が一頭地を抜いている。

　だが、津田の好戦的な性格を会長の門野敬造は危ぶんで、関東門伝会を継ぐ器ではないと側近に洩もらしていたという噂である。

　同列に並ぶ若頭補佐が津田に刺客を送ってきたとしても、津田を取り除いたところでナンバーツーには山岡が控え、さらに津田を除く三人の若頭補佐はいずれも勢力が伯仲している。つまり、組内には津田と同格の対抗馬がいないのである。

　連絡会議によって、事件は複雑な様相を呈してきた。捜査線上に浮上した三人の参考人にはいずれも確固たるアリバイが成立して、牛尾の仮説は崩れた。暴力団絡みの背後関係、および内部抗争の線も薄れてきた。女性関係も浮上していない。

　連絡会議によって、


ボウガン使用者の徹底捜査

三名の被害者の経歴・身上調査

暴力団の背後関係捜査徹底

三名の被害者の相関関係、および三名の参考人の相関関係の徹底究明



　が統一捜査方針として決定され、今後、三捜査本部の連携を密にして捜査を進めることに合意した。

「なんだかサミットの声明コミユ文ニケに似ていますな」

　会議の後、水島が苦笑した。相も変わらずタンクのように頑健な体たい軀くからエネルギッシュな気配を発散している。

　だが、彼があらゆる生活習慣病を抱え込んでいることを棟居や牛尾は知っている。最近は老人性白内障が加わったと水島は言った。彼の身体を巣にしている生活習慣病が増えれば増えるほど、彼はエネルギッシュになっていくようである。

「自分は生活習慣病と共生しています。私の家族のようなものです」

　と水島は常日ごろ豪語していた。

「連絡会議としてはまあまあだったのではありませんか」

　牛尾が言った。

「これも牛モーさんや棟居ムネさんの民間外交の賜物ですよ」

「これからもますます民間外交が必要になりそうですね」

　棟居が言った。

「民間外交とかけてなんと解く」

「浣かん腸ちようと解く」

「その心は」

「組織の行きづまりを解消する」

　わっと一同が沸いた。
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　連絡会議によって打ち出された統一捜査方針にもかかわらず、碑文谷署の大勢は動機を暴力団絡みの背後関係に見ていた。

　合法の隠れ蓑みのをまとい、表面上、共存共栄路線を取っていても、最終的な解決を話し合いではなく暴力に訴えるのが暴力団である。

　見せかけの平和共存路線の水面下は、力のバランスで成り立っている。流血の抗争は逮捕者を多く出し、警察の集中取締りを受けて、最悪の場合は組そのものが解散させられてしまう。抗争が割に合わないことがわかって共存路線を取っている者も、水面下では文字通り収入源シノギをけずり合っている。

　この社会はなめられたら終わりである。侵略されて、黙っていればますます侵略される。少しでも弱味を見せれば、たちまちつけ込まれる。平和路線も暴力によって支えられているのである。

　碑文谷署では津田殺害の動機を古ぼけた昔へさかのぼるよりも、暴力団の体質の中に探した。いまのところ、表立って関東門伝会に敵対する組織、団体はないが、津田によって叩たたき潰つぶされた組の残党が報復したのかもしれない。

　犯人が津田を恨みのターゲットに据えて報復した場合、犯行声明がなくとも不思議はない。犯人にとって津田一人を殺せば目的は達せられたかもしれないのである。

　碑文谷署では津田が関東門伝会の拡大路線の最前線に立って、斬り込み、押し通り、征服してきた敵をいちいち当たった。関東門伝会の巨大な軍事力（暴力）の前に心ならずも屈し、その傘下に加わった者も、掲げた白旗の下で絶えず復ふく讐しゆうの牙きばを研ぎつづけていたのかもしれない。

　その意味では、犯行現場に居合わせた山内が第一の容疑者であった。だが、ホステス松まつ沢ざわ清実と運転手が目撃しており、山内の犯行は不可能である。

　水島は少数派ながら、津田の過去にこだわっていた。犯人は過去から来た。それも栗山、伊崎と共通の接点を持つ郷里の方角である。

　組織捜査の中で一人だけ勝手な動きはできない。当面は大勢に従って暴力団関係を追及せざるを得ない。

　だが、関東門伝会は抵抗する者は容赦なく蹂じゆう躙りんするが、降伏する者は迎えて差別をせずに待遇した。三十九名の直系若衆中、約三分の二はかつて敵性であった。降伏する者は差別なく遇する関東門伝会のポリシーが、今日の大を成したと言えよう。

　かつて最も激しく敵対した者ほど忠誠を誓い、関東門伝会を支える柱となっているのである。古い恨みを執念深く胸の内に蓄えて、なんの利益もない報復をする者がヤクザ社会の中にまだいるとは、水島には考えられなかった。

　報復は拠よって立つ組が存在しなければ意味がない。すでに組そのものが消滅した後、単に報復のための報復を加えても、組がよみがえるわけではない。捜査四課（暴力団担当）の応援を得ての暴力団関係の洗い出しも、目ぼしい成果を上げられなかった。
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　早くも碑文谷署捜査本部に沈滞ムードが感じられ始めたとき、意外な方角に新たな事件が発生した。

　七月三十日早朝、犬の散歩を兼ねたジョギングを日課にしているジョガーが、近所の雑木林の縁へ来たとき、林の奥に常になく鴉からすが騒がしく鳴いている声を聞いた。それも一羽や二羽ではない。少なくとも十数羽が群れ集まっている気配である。

　鴉に刺激を受けたのか、愛犬が激しく林の奥に向かって吠ほえ立てた。吠えながら林の奥へ走り込んだ。

「ジェベ、どこへ行くんだ。そっちじゃないぞ」

　ジョガーはいつものジョギングコースから逸それて走り始めた愛犬を呼び止めようとした。だが、いつもは従順なジェベが、主あるじの声も耳に入らないかのように林の奥へ向かって走っていく。ジョガーも仕方なく愛犬の後を追った。

　櫟くぬぎと楢ならを主体にした雑木林は、いま夏の衣装を着けて見通しが悪くなっている。怒ど濤とうのように押し寄せる乱開発の中で、奇跡的に生き残った雑木林であるが、それもいまは宅地化の波に押されて息も絶え絶えである。

　林の中には縦横に小こ径みちが走っているが、マムシが棲すんでおり、痴漢も出没したので、近所の住人はあまり入り込まない。

　数年前、林の中で首くび吊つり自殺者が出てから、地元の人間の足はますます遠ざかった。そのせいか野鳥が多く集まるようになり、日曜や休日には野鳥観察のグループが来るようになった。

　愛犬の後を追ったジョガーは、たちまちその姿を見失い、鳴き声を頼りに走った。林の奥で愛犬が一際けたたましく鳴き立て、鴉の群がパッと飛び立った。

　その方角へ追いかけて行ったジョガーは、雑木の間に根を張った一際高い山桜の下に横たわっている異様な物体を見つけた。ジェベがその物体のそばに立って、けたたましく吠え立てている。

　ジェベに追い立てられた鴉の群が、山桜や、近くの櫟や楢の枝に止まってジェベに応酬するように騒がしく鳴いている。林の下草に隠見してよく確かめられなかった物体が、近づくにつれてその正体を明らかにした。

　山桜の根元に横たわっていたのは人間であった。一瞬、マネキンかとおもったが、マネキンに鴉が集まるはずのないことに気づいて、ジョガーはたたらを踏んだ。駅の構内や市内であれば、泥酔者が寝ているとも考えられるが、家並みから離れた雑木林の奥にこの早朝横たわっているものは容易に想像がつく。

　ジェベが激しく吠え立てても、横たわった人体はぴくりとも反応しない。もはやなんらかの異変が生じて、反応を失っていることは明らかであった。

（いやなものを見つけてしまった）

　ジョガーはこのまま知らぬ顔をして逃げようかとおもった。

　背けかけた目に、首筋に巻きついた凶悪な蛇がちらりと見えた。勇を奮って見つめ直すと、それは紐ひもであった。

「ジェベ、来い」

　ジョガーは意志の定まった足を電話のある方角へ向けた。
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　七月三十日午前七時ごろ、都下町まち田だ市上かみ小お山やま田だ町の山林中に男の変死体があるという通報を、早朝ジョギングをしていた近くの住人から一一〇番通報と同時に受けた警視庁町田署の捜査員が臨場した。

　現場は市の北部に位置し、所帯数、人口密度共に市内で最も低い地域であり、北は八はち王おう子じ市と多た摩ま市に隣接する。宅地化とアメーバのようにじわじわと足を伸ばしてくるゴルフ場に圧迫されているが、多摩の雑木林が生き残っている地域である。

　死体は年齢二十代後半から三十代前半の男、中肉中背で、紺のスーツにイタリア製のネクタイ、黒い革靴を履いている。一見サラリーマン風。

　頭部に鈍器で殴られたような打撲傷が認められる。頭皮はぶよぶよしていて、頭ず蓋がい内に深刻な打撃をあたえていることが推測される。頸けい部ぶには細紐が一周され、喉こう頭とう軟骨（喉のど仏ぼとけ）の近くで交差しているが、結び目はない。

　顔面は暗紫色を呈しているが、眼がん瞼けんには溢いつ血けつ斑はんが少ない。頸部には筋状の薄い索溝（紐の痕あと）が水平と斜め上方に二条走っている。

　臨場した町田署の刑事一課の有あり馬まが首をひねってつぶやいた。

「頭を殴って昏こん倒とうさせた後、紐を首に巻きつけて止とどめを刺したという状況だが、絞めたのなら索溝は水平のはずだがな」

「水平の索溝もありますよ」

　有馬のつぶやきを耳に挟んだ若い同僚の松まつ阪ざかが言った。

「殺しなら溢血点があるだろう」

「少ないけれど、ないことはありません」

「そうだな」

　死体は往々にしてマニュアル通りではない状況を呈する。有馬は山林中という現場から、犯人が被害者を殺害した後、首を絞めて止めを刺し、樹林にぶら下げて自殺を偽装した場合を疑ってみたのである。

　頭部の打撲傷は紐が外れて、木から地上に落ちた際に岩角にでもぶつかって形成されたと推測することもできる。

　だが、縊い死し（自殺）の場合は、索溝は斜め上方に走り、頸部の前が深く刻まれ、後方うなじは薄くなるか消えている。また索条が交差しない。顔面は蒼そう白はくになり、溢血点のないのが特徴である。

　この死体はおおむね殺しのパターンを示している。索条の乱れは被害者が苦く悶もんしてもがいた弾みに形成されたものかもしれない。

　現場には死体をぶら下げるに恰かつ好こうな樹木に事欠かないが、地上には落下した弾みに頭部に打撲傷をつくるような岩や石は見当たらない。現場の樹木を観察しても、折れた枝や、紐を枝にかけた痕こん跡せきは発見されない。殺しであるとしても、犯人は特に自殺を偽装しようとする意図もなかったようである。

　被害者の身み許もとは所持していた名刺、および通勤定期券からすぐに判明した。

　田た原はら幹みき夫お、三十歳、城じよう北ほく精せい機き株式会社中央技術研究所主任技術員、品しな川がわ区大おお崎さき三‐十×、自宅は大おお田た区上かみ池いけ台だい四‐×である。

　早速、会社と自宅に連絡を取って、遺体の確認を要請した。

　遺体は本人の妻、および会社の社員によって確認された。

　社員の話によると、田原は昨日午後十時ごろ、マイカーで会社を退ひけたということである。退社時は一人であった。

　被害者の車はその後、町田市原はら町まち田だ五丁目の空き地内に乗り捨てられていたのが発見された。車内を捜索したところ、微量ながら、被害者の血液型に符合する血けつ痕こんが検出された。被害者が車内で殺害された後、現場へ運ばれ、死体を遺棄された疑いが強くなった。

「帰宅途上、だれかと会うようなことを言っていませんでしたか」

　有馬は社員に問うた。

「いいえ、最近、新たに取り組んでいる商品の開発が技術的に行きづまり、疲れていたようです。早く帰って眠りたいと言っていました」

「技術的に行きづまっていたというと、仕事のストレスもかなり溜たまっていたでしょうね」

「開発中の商品の技術上の責任は主任が一身に背負っておりましたから」

　有馬は仕事のストレスによる自殺の可能性を考えた。現場の状況は犯罪性濃厚であるが、自殺の可能性が完全に否定されたわけではない。

「十時という退社時間は、平時よりかなり遅いのでしょう」

「主任としては普通ですね」

「十時が普通ですか」

「まあ、そんなものです。我々が五時や六時に帰っていたのでは、他社に抜かれてしまいます。そう言えば、退社直前に主任に電話がかかってきたようです」

　社員がおもいだしたように言った。

「電話の相手はわかりますか」

「いいえ、主任が直接出たものですから」

「そんな遅い時間でも電話交換業務があるのですか」

「代表番号はテープが応答しますが、各部署はダイヤルインで、ナンバーは公表されています」

　次に細君から事情が聴かれた。

「奥さんは七月二十九日午後十時ごろ、ご主人に電話をしましたか」

　有馬は細君の方に視線を向けた。

「いいえ、いたしません」

「ご生前、特に二十九日ご出勤前になにか気がついたことはありませんか」

「二十九日の朝、家を出るとき、特にいつもと変わった様子は見えませんでした。帰宅も特に遅くなるようなことは言いませんでした。二十九日は帰宅しなかったので、きっと仕事が忙しく、会社に泊まり込んでしまったのだろうとおもいました」

「これまでにも会社に泊まったことがあるのですか」

「時どきありました。仕事に熱中すると、つい帰る時間を忘れて、帰宅するのが億おつ劫くうになると言っていました」

「そんなとき、連絡はないのですか」

「連絡をしてくることもありましたし、こないこともありました。馴なれていたので心配はしていませんでしたが、まさかこんなことになるなんて」

　細君は語りながら感情がこみ上げたらしく、嗚咽おえつした。結婚三年目のまだ新婚のにおいが残っている若い細君である。子供はいない。

「奥さんにはお聞きしにくいことですが、ご主人には生前、奥さん以外に親しい女性がいましたか」

　悲嘆に打ちのめされている若い妻に、有馬に代わって松阪が残酷な質問をした。

「そんな女性はいなかったとおもいます。仮にいたとしても、私には隠していたはずですわ」

　細君の語調が少し強くなった。

「このようなときに申し訳ありません。我々としてはあらゆる可能性を考えて、ご主人が亡くなった原因を突き止めなければなりません」

「主人は殺されたのでしょうか」

「その可能性が大きいと考えます。もし、ご主人に奥さん以外の女性がいたとすれば、たとえ隠しても気配に表われたのではありませんか」

「気がつきませんでした」

　田原幹夫は四年ほど前に城北精機に入社した。それ以前は家いえ木き精せい工こう所じよという小さな精密機械器具メーカーに勤めていた。家木精工所は従業員百人ほどの中小企業であったが、その技術には定評があった。

　田原は家木精工所仕込みの技術を買われて城北精機にスカウトされたという。城北精機に入社後、当時常務、現副社長の成なる沢さわ昇しよう一いちの次女弓ゆみ子こと結婚した。これが田原のごく大まかな経歴である。

　捜査員は城北精機の社員に、田原が生前、親しくしていた女性はいなかったかと問うたが、そのような心当たりはないという答えであった。副社長の娘を妻にしていては、たとえ親しい女性がいたとしても秘匿していたであろう。

　死者の身許が割れ、遺体が確認されて、まず死因は犯罪性濃厚として、捜査一課の応援が要請された。ここにおいて町田署に捜査本部が開設された。

　解剖の結果、直接の死因は絞殺、索条を頸部に一周して強く絞め、気道閉鎖による窒息、後頭部の打撲傷は作用面が限局されたハンマーないし玄げん翁のう状の鈍器を頭部に振り下ろし、頭骨陥没による脳のう挫ざ傷しよう、それに伴う脳内出血。死亡推定時刻は七月二十九日午後十一時ごろから約二時間。抵抗、闘争の痕跡はなし。薬毒物の服用は認められずというものであった。

　解剖所見を踏まえての捜査会議において、被害者の退社直前にかかってきた電話が問題になった。生前、最後に被害者を電話で呼び出した者が犯人である可能性が大きくなった。とすると、犯人は被害者の顔見知りである。

　犯人には土地鑑があると推測される。

　初期捜査においては被害者の生前、特定の関係のあった女性は発見されていない。だが、今後の捜査によって隠れた女性が現われるかもしれない。

　被害者の所持品の中に約五万円在中の財布が残されているところを見ても、金品目的の犯行ではない。







　追いつけない常道
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　町田署管内で発生した事件は、棟居の耳に聞こえた。当初、棟居は報道記事をなにげなく読み過ごしていた。この時点では、町田署管内の事件が彼の担当する事件に関わってくることは予測していなかった。

　彼はしばらく会っていない有馬の顔を、事件の報道によって懐かしくおもいだしていた。




　町田署捜査本部では当初の捜査方針を被害者の交友関係に置いて、本格的な捜査を始めていた。捜査の焦点は被害者に生前最後にかかってきた外線電話の人物発見に置かれた。

　被害者の遺族や会社、仕事関係の人間、友人・知人等に聞きまわったが、該当者はいない。

　被害者の経歴が洗われた。被害者に前歴はない。埼玉県Ｈ市出身。地元の中学を卒業と同時に東京へ移転、都内の工業高校を卒業後、都下調布市の家木精工所に入社、二十六歳のとき、現在の城北精機株式会社に移った。二十七歳のとき、同社副社長、当時常務の次女と結婚した。結婚と同時に中央技術研究所の主任技術員に抜ばつ擢てきされた。城北精機は精密機械製造部門の大手である。特に通信機器の技術に定評がある。

　有馬は、転入社後一年にして同社の中央技術研究所の主任技術員に抜擢された田原のスピード出世ぶりに着目した。岳父の副社長、成沢昇一の引きであることは推測されるが、なぜ田原が成沢の目に止まったのか。

　有馬はこの辺の事情を知りたいとおもった。中途入社の田原が先輩、同僚を差し置いて一年の間に主任技術員に出世したのは、岳父の引きによるものだけではなく、田原の能力が高く評価されたためであろう。だが、成沢の引きだけによるものだとしたら、その引きの事情を知りたい。

　サラリーマンの習性として、田原のスピード出世を快くおもっていない者がいるはずである。有馬の着眼は功を奏して、田原の経歴について面白い情報が集まってきた。

「田原が以前勤めていた家木精工所は、従業員百人ほどの中小企業でしたが、その技術は業界において高く評価されていました。特に当時、我が社が最も立ち遅れていた通信関連機器の技術に一際擢ぬきんでており、当時、担当常務であった成沢副社長が熱心に技術提携を呼びかけておりました。しかし、家木精工所の家木社長は硬骨の人で、大企業の傘下に入ることを潔しとせず、我が社以下大手からの呼びかけをすべて拒否していました。

　そこで成沢副社長は田原に餌を投げたのです。家木精工所の技術を持ち出してくれれば、主任技術員のポストと娘をあたえると約束したのです。田原はその餌に飛びつき、家木精工所の技術を盗んで我が社に移籍しました。田原が盗んできた技術によって我が社の弱点は補強され、その後通信関連機器部門において一大躍進を遂げ、いまではその分野においては業界のトップグループに入っております。

　成沢副社長はこの功績を買われて、当時常務から専務を跳躍して副社長に出世しました。いまや成沢副社長は次期社長候補のナンバーワンですよ。成沢氏が社長になれば、田原の技術本部長昇進は堅いと見られていました。その矢先に自殺をするとは考えられません。私たちも驚いています」

　と田原に反感を持っていた社内の消息通がそっと洩もらした。

「家木精工所はその後どうなりましたか」

　有馬は問うた。

「この業界で中小企業が生きていくには大手の傘下に入るか、あるいは大手を上まわる技術を持っているか、大手が見向きもしない企業メリットの薄い分野で細ぼそと命をつないでいくか、三つに一つしかありません。子飼いの社員に技術を盗まれた家木精工所は急速に経営内容が悪化して、四年前に社長が自殺し、倒産してしまいました」

「社長が自殺して倒産した……」

　有馬の目が光った。

「家木精工所の社長は田原が殺したようなものですよ」

「家木社長には遺族がいますか」

「たしか娘さんが一人いたと聞いていますが、詳しいことは知りません」

「田原氏本人の能力はいかがでしたか。家木精工所の技術を土産にしたとはいえ、本人に能力がまったくなければ、主任技術員のポストは維持できないのではありませんか」

「田原氏にはたしかに能力があります。だからこそ家木社長も子飼いの秘蔵っ子として仕込んだのです。家木社長は飼い犬に手を嚙かまれたのです」

　田原は家木精工所とその社長の生命で現在のポストを購あがなったことがわかった。

　その後の出世は本人の能力によるものであったとしても、裏切りを出世の踏み台にしていることにはかわりない。家木の遺族は田原を恨んでいるにちがいない。

「有馬マーさん、家木の娘を怪しいとおもっているのですか」

　若い同僚の松阪が有馬の胸の内を先読みした。

「充分動機はあるね」

「しかし、家木社長が自殺をしたのは四年前のことです。もし遺族の報復だとしたら、なぜ四年も待ったのですか」

　松阪が問うた。

「そんなことはまだわからんよ。とにかく捜査会議に報告して、家木の遺族を追ってみるだけの価値はあるとおもう」

　有馬の提議によって、捜査本部は、

「いまどき四年前の恨みを執念深くおぼえていて、復ふく讐しゆうしたというのは現実離れしているのではないか」

　という消極的な意見もあったが、

「父親を自殺に追いつめ、父親の起こした会社を倒産に追い込んだ元凶は、遺族にとって終生忘れられぬ怨おん敵てきであるとおもいます。まして、その元凶が父親の信頼していた子飼いの社員となれば、遺族の憎しみと怒りは倍加するでしょう。遺族の娘と田原との間になんらかの約束が取り交わされていれば、娘にとってさらに許し難い裏切りとなります。動機関係の線として無視できません」

　と有馬が強く主張して、家木の遺族の追跡が決定された。

　家木路江の現住所は戸籍の附票から確かめられた。有馬と松阪が家木路江を訪ねて行った。路江はフリーの通訳案内業をしていて留守がちであったが、連絡が取れてアポイントメントを取りつけた。

　会見の場所として家木路江が指定したのは、世田谷区内の「オアシス」という喫茶店である。東京都内から激減している魅力的な喫茶店がそこに生き残っていた。

　インテリアを楡にれ色に統一した店内には、高雅なコーヒーの香りが漂い、クラシックの名曲が客の会話の妨げにならぬ程度に流れている。常連客らしいまばらな人影がそれぞれの位置を占めている。

　家木路江は先に来て待っていた。有馬と松阪がオアシスのドアを押すと、奥の席から二十代後半と見られるキャリアウーマン風の女性が立ち上がって、会釈を送ってきた。初対面であるが、一目で彼らの素性を察知したようである。

「こんな方角へお呼び立てして申し訳ございません」

　路江は初対面の挨あい拶さつと共に言った。

「いや、お呼び立てしたのは当方です。ご多忙のところを申し訳ありませんな」

　有馬はかえって恐縮した。

　運ばれて来たコーヒーを一口飲んだ有馬と松阪は、しばし声を失った。味、香り、こく、温度、完かん璧ぺきなコーヒーがそこにあった。幻のコーヒーが名器に入れられて、望み得る最高の環境で出された。二人は家木路江に機先を制せられたような気がした。

　捜査線上に浮かび上がった有力容疑者を取り調べるために向かい合う環境としては最悪と言えるかもしれない。路江はそれを計算して、この店を指定したのかもしれない。彼ひ我が双方が対決する場面で出される飲み物としては、親和性を深めるコーヒーは不適当と言えよう。

　一杯のコーヒーによって対決の鉾ほこ先さきが鈍るようなことがあってはならない。煙草をくゆらしながら間をもたせたり、表情の変化をカムフラージュする場合もあるが、有馬には家木路江がコーヒーによって予防線を張ったような気がした。

　初対面の挨拶の後、有馬は、

「町田市域の山中で田原幹夫さんの死体が発見されたことはご存じですか」

　と単刀直入に問うた。

「知っております。新聞で読みました」

　路江は素直にうなずいた。

「田原さんはよくご存じですね」

　有馬は追及した。

「忘れるはずがありませんわ」

　路江は二人の刑事の視線をはね返すように見返した。彼女の強い目の光は、刑事が訪ねて来た意図を察知していることを語っている。

「田原さんをどうおもっておられますか」

「どうおもうとおっしゃいますと」

「いまでも恨んでいますか」

「恨むなと言う方が無理ですわね。田原は父を殺したも同然です」

「田原さんが亡くなったことについては、どうお考えですか」

「べつになんともおもいません。私には天罰が当たったような気がしますわ」

　路江は涼しい口調で答えた。

　天罰とは含みのある言葉である。天に代わって不義を討つという言葉は、戦時中、日本軍部が好んで使った言葉である。また幕末において反対派を粛清する名分として天てん誅ちゆうという言葉が使われた。いずれも自分の行為を正当化するために天を借用したわけである。

　路江は私し怨えんを天の名を借りて晴らしたということであろうか。

「七月二十九日の夜はどちらにいらっしゃいましたか」

　有馬は核心に触れた。

「私を疑っているのですか。疑われても仕方がありませんわね。私は田原に父を殺されたのですから」

「多少とも関わりのある人にはすべて聞いております。捜査の資料を集めるためとご理解ください」

「関わりと言えば、きっとだれよりも強い関わりを持っていますわ。私が田原を殺したいほど憎んでいたことは事実です。でも、私は殺していません。七月二十九日の夜はアメリカ人の客を案内して、京都へ行っておりました。その夜は京都、翌日は奈良のホテルに泊まっています。ホテルに問い合わせていただけばわかることですわ」

　路江の答えには自信が感じられた。案内中の客をホテルに残して、犯行時間帯東京へ引き返し、田原を殺害して町田市域の山中に遺棄し、翌朝までに京都のホテルに帰るのはまず不可能である。

　また仮に夜間、東京を往復したと仮定しても、いつ客から呼び出しがかかるかもわからない。彼女が犯人であるなら、そんな危険な橋は渡らないであろう。

　有馬と松阪は路江の供述の裏を取り、彼女がたしかに犯行当夜、京都のホテルに宿泊していた事実を確かめた。路江のアリバイは成立した。彼女は田原に対して強い動機を持っていたが、彼女の犯行は不可能である。

　ようやく捜査線上に捕えた有力容疑者もアリバイが成立した。

　田原幹夫の身辺には、家木路江以外に有力な線は浮かんでいない。

　社内には彼の異常なスピード出世に対する反感はあったが、殺人の動機としては弱い。田原の出世によって不利益を受けた特定の者はなく、彼に対する反感はサラリーマン社会共通の一般的なものであった。

　出世を妬ねたんで殺していては、サラリーマンはいくら殺しても足りないであろう。

　会社関係に殺人の動機を持つ者はなく、唯一の有力容疑者は捜査圏内から去った。捜査は早くも難航の萌きざしを見せた。

　家木路江はフリーではあるが、新宿に拠点を持つある大手旅行業者の契約社員となっている。路江の供述の裏を取るために旅行会社に足を運んだ帰途、有馬と松阪は新宿署に立ち寄った。

　担当事件の捜査で他署管内に踏み込むときは、管轄署に仁義を通すのが警察の慣例である。縄張り意識の強い警察は他署よそものの介入を好まない。他署が自署管内に入り込んで来てこそこそ嗅かぎまわっていたということが後になってわかればしこりを残す。仁義を通して、地元署の協力を取りつけておいた方が捜査もやりやすい。

　新宿署には顔馴な染じみの牛尾や青柳がいる。彼らは先に発生したスター殺害事件の捜査本部に参加しているはずである。久し振りに彼らの顔も見たいとおもった。新宿署に立ち寄り捜査本部に顔を出すと、折よく牛尾と青柳が居合わせた。

「やあ、久し振りですね」

　牛尾がよく陽に焼けた笑顔を向けた。捜査本部よりは麦わら帽子を被かぶせて畑に立たせた方が似合いそうな風ふう貌ぼうである。

「こちらにはまた事件絡みですか」

　青柳が二人のためにインスタントコーヒーを淹いれながら問うた。忙しい刑事が世間話をしに立ち寄るはずがないと、その目が笑っている。

「いやいや、お二人のご尊顔を拝したついでに、ちょっと調べ事をしようとおもいましてね」

　有馬が調子よく答えた。

「嬉うれしいですな。我々のことをおもいだしてくださって。事件は報道で聞いておりますよ」

　牛尾が言った。

「参考人の供述はなしの裏を取りにこの近くへまいりましたので、素通りはできません」

　有馬が正直に白状した。

「素通りしたら恨みますよ」

　牛尾が言った。

「いただきます」

　有馬と松阪は青柳が淹れてくれたコーヒーに手を伸ばした。

　口にした有馬が、

「このコーヒー、なかなかいけますね」

　と世辞を言った。

「インスタントですが、評判は悪くありません」

　青柳がコーヒーを褒められて嬉しそうに言った。

「いや、インスタントでこれだけの味が出せたら、大したもんですよ。昨今は専門の喫茶店でもなかなかうまいコーヒーにめぐり合えなくなりました」

　有馬が慨嘆して、

「そうそう、先日、その参考人から事情を聴いたとき、久し振りにうまいコーヒーに出会いましたよ」

「ほう、参考人が淹れてくれたのですか」

　コーヒー好きの牛尾が興味を持ったように問い返した。

「いえ、参考人が指定した喫茶店ですがね、たしかオアシスという名前だったな。コーヒーの認識を改めるような味でした」

「オアシス？」

　牛尾の表情が改まった。

「お心当たりがありますか」

「それは小田急線成せい城じよう学がく園えん前まえ駅の近くの喫茶店ではありませんか。インテリアが楡にれ色に統一されていて、クラシックのＢＧＭが会話の邪魔にならない程度に流れている」

「そうです、牛尾さんもご存じの店だったのですか」

「知っているどころではありませんよ。こりゃ大変だ」

　牛尾の顔色が明らかに変わっている。有馬と松阪は牛尾の反応にむしろ驚いた。

　牛尾は新宿署、代々木署、および碑文谷署管内で発生した三件の殺人事件コロシの参考人として事情聴取を受けた三人が、いずれもオアシスの客であることを告げた。

「東京には約一万軒の喫茶店があると聞いたことがあります。この一万店のうち同一の店に三件の殺人事件コロシの参考人が客であったという確率は、宝くじに当たるようなものでしょう」

　牛尾が有馬と松阪の顔色を探るように見た。

　有馬と松阪も牛尾の示唆するところの重大性を察した。

　牛尾が三件のこれまでの捜査と三署捜査本部の連絡会議において交換された情報の概略と、統一捜査方針を有馬と松阪に伝えた。

「ここに町田署管内の殺人事件コロシが関連してくるとなると、事件はますます複雑になります。いまのところ、三件の参考人の間には同一喫茶店の客という以外には接点はありません。三件の被害者は同郷、同中学出身であることがわかりましたが、これが事件に関わりがあるのかないのか、まだわかりません。碑文谷署では水島さんら少数派を除いては動機を暴力団絡みの抗争と見ています。私は三人の参考人による三みつ巴どもえの交換殺人という仮説を立てましたが、ここに有馬さんの担当もち事件ヤマの参考人が関エン連トリーしてくれば、四人の参考人の間での犯行交換という仮説も成り立ちます。有馬マーさんの参考人はボウガンを射ますか。また被害者の出身地や出身中学はわかっているのですか」

「出身地は埼玉県Ｈ市です。地元の中学を出ています。まさか碑文谷の事件ヤマに関わりそうだとは予想もしなかったものですから、ボウガンについては調べていません。早速調べましょう」

　有馬は少し面目ないおもいで言った。

　牛尾から得た情報は途方もないものであった。有馬も松阪もその複雑な情報の輻ふく輳そうに混乱している。

　時間の経過に従えば、ヒートこと栗山利昭、伊崎文也、津田文吾、田原幹夫の順に殺害されている。そして矢沢寛、末次雅俊、星野友信、家木路江の四人が各事件の重要参考人として浮上し、いずれもアリバイが成立した。

　だが、この四人が共謀して犯行交換すれば、彼らのアリバイは意味がなくなる。四人の参考人は四人の被害者に対していずれも深い恨みを抱いている。恨みは数年前から十余年前にわたる古いものであるが、彼らは被害者によって肉親の生命、将来、また家庭、財産、仕事などを奪われたり破壊されたりしている。その恨みは癒いやされることがないほど深いものであろう。

　四人の殺害が彼らの復ふく讐しゆうであるとすれば、なぜ数年から十余年にわたって行動を起こすのを待っていたかという疑問が残されていたが、四人の出会いがその答えとなり得る。

　一人では泣き寝入りをしたかもしれないが、四人出会うことによって共同戦線が結成され、報復計画がにわかに具体性を帯びた。一人ではなにもできない無力な被害者の遺族や肉親が、四人集まることによって力を得たのである。

「どうやら牛モーさんの武者震いがおれにも移ったようだよ」

　新宿署からの帰途、有馬が苦笑した。

「私にはもうとっくに移っています」

　松阪が言った。

「しかし、ちょっと解げせないことがある」

「なんですか、解せないこととは」

　松阪が有馬の顔を覗のぞいた。

「四人の被害者が同郷、同中学出身者であったとしても、四人の参考人の共通項と四人の共同戦線とは本来なんの関係もないような気がするんだがな。つまり、四人の被害者に共通項があったとしても、四人の参考人が都合よく出会うとは限らない。四人の参考人には同じ喫茶店の客という以外にはなんのつながりもないのだ」

「だから、喫茶店で知り合ったんじゃないのですか」

「喫茶店で知り合って、それぞれが四人の被害者に深い恨みを抱いていることを知って共同戦線を張ったというのかね」

「そう考えてもいいんじゃありませんか」

「オアシスの近所に住んでいるのは家木路江と矢沢寛の二人だけだよ。末次雅俊と星野友信はオアシスの常連ではない」

「二人が他の二人を誘ったとしたらどうですか」

「そうだとすれば、誘う前にすでにつながりがあったことになる。四人はオアシス以前にどこでつながりを持ったのだ」

「そうか、喫茶店という接点を失えば、四人が知り合う可能性はもっと少なくなりますね」

「それからもう一つ、四人の参考人が犯行に協力し合ったとすれば、事情聴取の場所としてオアシスを指定するはずがない。四人のつながりを極力隠そうとするだろう。それにもかかわらず矢沢と家木がオアシスで棟居さんや我々と会ったのはおかしい。彼らが犯行に関与していれば、共同謀議の拠点になった場所へ刑事を呼ぶはずがないんだ。現にオアシスから四人の共謀が疑われるようになったんだ」

「そう言われてみるとおかしいですね」

「ともかく田原幹夫の出身校を調べるのが先決だよ。地元の中学というだけで、学校を確認していない。牛モーさんに聞かれたときは冷や汗が出たな。そんなこともまだ調べてないのかと言われたようでね」

「盲点をぐさっと衝つかれたような気がしましたね。しかし、牛モーさんの口調では、新宿や代々木も第一期のころ（事件発生後二十日間）は被害者の出身地や出身校まではさかのぼっていなかったようですよ」

「まあ、被害者の最新の交友関係から捜査を始めるのは常道だがね。犯人は常道を守らない。そこに常道と犯人の距離がある。常道捜査だけでは犯人に追いつけないんだ」




　田原幹夫の身上を調べた有馬は、出生地は長野県であったが、小学校五年生から中学卒業まで埼玉県Ｈ市に居住していたことを確認した。しかも三件の殺人事件の被害者と同じ中学に、在籍していたのである。

　四件の関連性はますます濃厚になってきた。




　　　　２




　田原幹夫の犯罪性濃厚な死は、家木路江に強い衝撃をあたえた。路江が呼びかけた矢沢寛、末次雅俊、星野友信三人の敵を含めて、四人の敵がすべて抹殺されたのである。路江は三人に連絡して、オアシスに集まった。

「刑事が私のところに来たわ」

　路江は三人に言った。

「家木さん、あなたが田原を殺したのではないのですか」

「家木さんが予言したようになりましたね」

　星野と末次が相次いで言った。

「そして末次さんが予言したように、家木さんが疑われている」

　矢沢が言った。

「幸い路江さんにもアリバイがあった」

「やっぱり先着順ということかしら」

「四人の敵にそれぞれ先着順の動機を持つ者がいたというのですか」

　星野が一同の意見を問うように言った。

　束の間、沈黙が屯たむろした。四人はそれぞれ疑心暗鬼に駆られたような表情をしていた。四人の敵を恨んでいた者は単数とは限らない。四人の被害者に対してそれぞれに動機を持つ四人の犯人がいたとしても不思議はない。だが、一人で四人を殺すこともできる。

　彼らがたがいの顔色を探り合っているとき、コーヒーが運ばれて来た。四人はコーヒーの香りにはっと我に返ったようになった。

「私たち、なんのためにこの店に集まったか、忘れかけていたわ。たがいを疑い合うためではなく、一人では晴らせない恨みを泣き寝入りせず、協力して晴らすために集まったのじゃないかしら。疑い合うためではなく、法の網を潜くぐって大手を振って生きている敵に報復するために手を結んだのでしょう。いま私たちの敵はすべて罰せられたわ。だから、だれが彼らを罰したにしても喜ぶべきことよ」

　路江が言った。

「しかし、路江さん自身、自分の手で敵の息の根を止めないことには恨みは晴れないと言ったじゃないか」

　末次が言った。

「そうね。たしかにそう言ったわ。でも、自分の手を汚さずに敵を罰せられれば、それに越したことはないとおもうようになったの。父は私がそんなことをしても、決して喜ばないような気がするの。敵と刺しちがえてしまったら、父はきっと悲しむわ。でも泣き寝入りはしたくない。いまはせめて私たちに代わってだれが敵を罰してくれたのかを知りたいだけだわ」

「たしかに犯人を知りたい」

　矢沢はうなずいた。

「犯人は不明ですが、どうやら我々以外にも動機を持つ人物がいるようです。しかし、四人すべてに動機を持つ犯人がいるだろうか。いかに彼らが社会共通の敵で、殺されて当然であったとしても……」

　星野が一同の顔を見まわした。

「犯人が四人いても、あるいは一人でも二人でも、べつにおかしくはないとおもうわ。殺された連中の性たちの悪さから考えても充分あり得るわよ」

　路江が犯人をなんとなく弁護するような口調になった。

「偶然かもしれないが、ぼくはなんとなく犯人の好意のようなものを感ずるんだ」

　矢沢が言った。

　三人が矢沢の面に視線を集めた。

「四人の敵が殺されて最も疑われるべき立場にいるぼくたちに、いずれもアリバイがあった」

「犯人が私たちのアリバイを考慮して行動したというのですか」

　星野が問うた。

「偶然そんな結果になったのかもしれないけれど、四人いずれにもアリバイがあったとなると、そんな気もしてきます」

「でも、犯人は私たちがいつ、どこで、なにをしているか、あらかじめ予測はできないわよ。私自身でさえすべて予定を立てているわけではないもの」

　路江に言われて、栗山、伊崎、津田の三人が殺されて、田原一人を残すのみとなったとき、路江がいつ事件が起きるかもわからないのに、あらかじめアリバイをつくっておくことはできないと言った言葉を三人はおもいだした。

「犯人が捕まらない限り、警察は私たちにアリバイがあっても疑いは解かないわ。むしろアリバイがあるので、よけい疑いを強めたかもしれないわ」

　路江に言われて、三人は現実に立ち返った。

　四人それぞれの中にも疑心が消えたわけではない。四人がオアシスの常連であることを警察が知れば、犯行の交換を疑うであろう。すでに警察はオアシスを接点にした四人のつながりを知っているであろう。そこまで考えず、矢沢と路江は刑事から面会を求められて、オアシスを指定したのである。

「犯人を知りたいな」

　末次がぽつりとつぶやくように言った。それはほかの三人の気持ちを代弁した形になった。

「犯人を捜し出してどうするの」

　路江が問うた。

「どうもしない。ただ、知りたいだけだ。まさか感謝の言葉を述べるわけにもいかないし、我々の敵を勝手に殺すなとも言えない。ただ犯人を知りたい」

「私も同感です。私の敵は暴力団の幹部だけに、どんなに恨んでいても手を出せない相手でした。私はよくぞ殺してくれたとおもっています。私は犯人に会って感謝したいくらいですよ」

　星野が言った。

「そんな言葉を警察が聞いたら、ますます星野さんを疑いますよ」

「刑事が来たときすでに言いました。疑われてもかまいません。私の立場からすれば、少しは疑われた方がすっきりします」

「そうだった。我々の敵を犯人に横よこ奪どりされてしまっては、まったく我々の立つ瀬がない。なんだか他人の報復に便乗しているような形で」

　矢沢の便乗という言葉がおかしかったのか、一同の笑いを誘った。

「動機は報復とは限らない。彼らは社会の敵のような人間だから、どこで、どんな恨みを買っているかわからない」

　末次が言った。

「私たちの個人的な敵は抹殺されたけれど、社会の敵が消えたわけではないわ。せっかく私たち、決して癒いやすことのできない恨みを共通にする者として出会ったのだから、これからもこの結束をつづけていきたいとおもうの。そして、救われない被害者や、被害者の遺族たちの手助けをしてあげたいわ」

「私たちが復ふく讐しゆうを手伝ったり、代行してやるのですか」

　星野が問うた。

「私たちの敵が消滅してしまった以上、共同戦線というわけにはいかないわ。でも、被害者たちが立ち直るための手助けはできるとおもうの」

「それはいい。ぜひつづけたいな」

　矢沢が賛同したので、末次も星野もうなずいた。

「まず四人が発起人となって、少しずつメンバーを増やしていきたいわ。法律の不備を私たちが少しでも補えるだけでも意義があるとおもうわ」

「瓢ひよう簞たんから駒だね」

　矢沢が言った。

「いやいや、コーヒーから駒ですよ」

「ごまめの歯ぎしりもコーヒーからだ」

　一同がどっと沸いた。
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　有馬と松阪の報告を受けて、町田署捜査本部は緊張した。彼らの報告は四件の連続殺人事件に発展する可能性を示唆している。

「たまたま被害者が同郷、同中学であったというだけではないか。しかも中学卒業後、四人は没交渉になっている。同郷、同窓の共通項は四件の関連性を疑う根拠としては薄弱である」

　有馬らの報告に対して強い反対意見が出た。

「被害者側の共通項だけではなく、四件の重要参考人はいずれも同一喫茶店で会合しています。重要参考人側にも接点があったということは見過ごしにはできないのではありませんか」

　有馬は主張した。すでに先行発生した三件の殺人事件について、三捜査本部は関連性ありとして連絡会議を開いている。町田署捜査本部は、有馬の意見を通した。

　ここに四署捜査本部による連絡会議が、代々木署捜査本部において改めて関係捜査員を集めて開かれた。事件の発生経緯が整理された。

　第一の事件は、被害者は栗山利昭。三十歳。歌手。

　死亡推定時刻、三月十日午前一時から午前三時の間。

　死因、窒息。ハンマー状の鈍器の作用による頭ず蓋がい骨こつ陥没骨折、脳内出血を伴う脳のう挫ざ傷しよう。

　犯行場所、渋谷区代々木四丁目、マンション「ファミーユ」三〇一号室。

　第二の事件は、被害者は伊崎文也。三十歳。俳優。

　死亡推定時刻、四月十三日午前零時から未明にかけて。

　死因、紐ひもを頸けい部ぶに一周して強く絞め、気道閉鎖による窒息。頭部に鈍器を用いて形成されたような打撲傷。

　犯行場所、新宿区西新宿五丁目、マンション「サンシェブー」五〇一号室。

　第三の事件は、被害者は津田文吾。三十一歳。暴力団関東門伝会若頭補佐、津田組組長。

　犯行時間、六月十二日午前零時少し過ぎ。

　柿の木坂二丁目、「ハイツ柿の木坂」前の路上でボウガンによって左胸部を貫通され即死。

　第四の事件は、被害者は田原幹夫。三十歳。城北精機株式会社中央技術研究所主任技術員。

　死亡推定時刻、七月二十九日午後十一時より約二時間。

　死因、頸部に索条を一周し、気道閉鎖による窒息。頭部に鈍器の作用による頭骨陥没による脳内出血を伴う脳挫傷。

　死体発見場所、都下町田市上小山田町の山林。

　このうち発生順に第二事件の被害者・伊崎文也と第四事件の被害者・田原幹夫の犯行手口は同じである。

　著しく異なるのは、第三事件被害者・津田文吾である。

　四人の被害者の共通項として、同郷、同中学の出身ということが判明している。

　各捜査本部の捜査によって、栗山は女性をレイプ、轢ひき逃げ容疑。

　伊崎は暴走族時代、集団暴走中女性をはね、腰よう椎つい骨折、骨盤骨折などの重傷を負わせて、生涯ベッドの囚人とした。

　津田は対立組織の狙撃者に襲われ、当時五歳の園児を楯たてにして、自分自身は無事であったが、幼女を死に至らしめた。

　田原は当時勤めていた会社の企業秘密を大手ライバル社に売り、恩人の社長を自殺に追い込んだというそれぞれの旧悪を持っていた。

　四件の被害者について、矢沢寛、末次雅俊、星野友信、家木路江という四人の容疑者が浮上したが、いずれにも確固たるアリバイが成立した。

　連絡会議は緊迫していた。四署捜査本部による連絡会議はめったにあることではない。会議の大勢は、四件の殺人事件に関連性ありと見ていたが、被害者が同郷、同中学出身というだけで関連性を認めるのは早計であるという根強い反対意見もあった。

　特に、津田文吾の殺害手口が他の三件と著しく異なっていることや、四人の参考人にいずれもアリバイが成立し、ボウガンを使う者がいないことが別件説の根拠となっている。

　だが、すでに栗山、伊崎、津田殺害の三件については関連性が極めて濃厚という線が打ち出されている。

　田原幹夫が殺害されて、四件の関連性はますます濃厚になった感があった。

　連絡会議によって四署が、緊密な連携を保っての共助捜査が決定された。

　共助捜査は各警察の捜査の指揮系統を一本化する合同捜査の前段階であり、各種手配、情報交換、施設の利用等について協力する捜査態勢である。すでに三署捜査本部で持たれた連絡会議において、捜査の緊密な連携が合意されていたが、ここに正式に共助捜査が決定された。







　忌まわしい接点
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　捜査の触手は四人の被害者の郷里に伸びた。だが、郷里と出身校での捜査は意外に難航した。

　まず、四人が中学卒業と同時にすべて離郷していて、地元に家族、親しん戚せき、友人・知人等がほとんどいないこと。また地元の人間が非協力的なことが捜査を停滞させた。

「おかしいですね。津田文吾はともかくとして、栗山利昭や伊崎文也は郷里の誇りのはずなのに、だれも黙して語りたがりません。田原幹夫にしても、栗山や伊崎ほど知名度はないにしても、郷里が誇ってよいホープの一人だとおもいますよ。津田はヤクザですが、関東門伝会の若頭補佐と言えば、日本の暴力団のトップ集団です。この四人が相前後して殺害されたのですから、郷里ではかなり話題になっていいはずですがね。地元ではだれも語りたがらない。まるで箝かん口こう令れいが布しかれているようです」

　地元の捜査に当たった牛尾が言った。

　代々木署捜査本部から同行した棟居が、

「私もそれを感じました。だれかの意志が働いて、箝口令が布かれているような感じです。これは一体どういうことでしょうかね」

　と首をかしげた。

　地元に留とどまっている当時の中学の同級生を探し当てて聞いても、なにも知らないと言うばかりである。

　当時、四人を担任した教師は、すべて退職したり転勤したりしていた。牛尾らは教師の行方を追った。だが、彼らの口も重かった。

「これは明らかにだれかの意志が働いていますね。要するに、四人についてはあまり話してもらいたくない人間がいるのでしょう」

「その人間はこの地方にかなりの影響力を持っていますね」

　四人の郷里の町は、この地方最大の産業である電機部品工業会社の企業城下町となっている。会社は代々創業者、堂どう本もと家の当主が社長となり、市長も堂本一族から出ている。

　電機部品工業を中核として、テレビ局、新聞社、金融機関、交通、百貨店、ゴルフ場、ホテルなどをグループ企業とする一大企業城下町を形成している。

　現在、堂本家の当主は堂本和か寿ず美み、三十歳で、先代の長女である。市長であると同時に、堂本グループの会長を兼任している。中核会社の社長は夫の真ま人ひとであるが、実権は完全に和寿美が握っている。この地方の主要な産業と市政の要所は、堂本一族によって固められていた。

　そればかりでなく、警察、消防、税務署、郵便局、電信・電話、電気・ガス・水道等の公益サービス機関、各行政機関、文化・スポーツ機関、全国ネットのマスコミ、金融、サービス会社などにも堂本一族の息がかかっている。

　要するに、堂本家に睨にらまれたら生きていけない体制が出来上がっている。この町では堂本家が法律であった。中央政界にも人脈があり、時の政権にも隠然たる発言力を持っている。

　人口二十万を超える地方の中都市に、これだけ強力な箝口令を布ける権力となると、堂本家以外には考えられない。

　捜査員は四人の被害者の中学時代に期間を絞って、その当時、四人に関わりがあるような事件が同市に発生していないか公的な記録を検索したが、該当するような事件はなかった。あったとしても、すべて抹消されているのかもしれない。そういうことが可能な者は、Ｈ市では限られてくる。

　聞き込みを進めるうちに、捜査員は堂本家の意志を圧力として感じ取ってきた。つまり、四人の被害者の過去を詮せん索さくされるのは堂本家にとって好ましくないのである。

「一体、四人の被害者の過去になにがあったのか」

　捜査の焦点は次第にその一点に煮つまってきた。

　四人の被害者は同郷といっても、Ｈ市に生まれた生粋の土地っ子ではない。地元でいわゆる「渡り者」と呼ばれる、一時Ｈ市に居住した者たちである。居住期間は彼らの中学時代ほぼ三年間であった。いずれも親の職業や仕事の都合で、中学卒業とほぼ時期を同じくして同市から離れて行った。

　当時を知っている古い住人に問うても、

「渡り者についてはなにも知らない」

　という口を合わせたような答えが返ってくる。

「四人の死について探られることは堂本家にとって都合が悪いようですね」

「まさか堂本家が犯行に関わっているわけではないでしょう」

「犯行に関与しないまでも、彼らの過去を詮索されると、堂本家にとってなにか不都合な事情があるのかもしれませんな」

「それにしても、人口二十万を超える中都市にこれだけの箝口令を布いた堂本家の威勢は大したものですね」

　折しも、Ｈ市に捜査の触手を伸ばした各捜査本部に、警察上層部から「捜査はくれぐれも慎重を期すように」という内示が通達された。上層部からこのような内示が下されるときは、政治力が働いている証拠である。

　そして、そのような内示は選挙違反か、政府の中核に迫る瀆とく職しよく事件の捜査に下されることが多い。殺人事件、それも四件の捜査本部に対して慎重を期すように内示が下された例は前代未聞であった。

　現場の捜査員はそこに堂本家の圧力を感じた。彼らは四人の被害者の過去が堂本家に、それも重大な関わりを持っている気配を悟った。だが、堂本家がその巨大な影響力を駆使して圧力をかければかけるほど、捜査員の疑惑と捜査意欲を促し、逆効果となった。

「市民の中には堂本家に反感を持っている者も必ずいるはずです。鞭むちで布く恐怖政治には限界があります。またＨ市から移転して堂本家の影響力から離れた旧市民もいるでしょう。彼らを探し出せば、必ずなにかつかめるはずです」

　棟居は自信を持っていた。

　捜査は根気よくつづけられた。Ｈ市の中学で教きよう鞭べんを執り、停年退職した元教師の行方を追って、現在、神奈川県海老えび名な市に居住していることを牛尾と青柳が突き止めた。元教師は、四人が中学三年時、同中学の教務主任を務めていた。

　海老名市郊外に悠々自適の生活をしている木き原はらという元教務主任を訪ねた牛尾と青柳は、四人の被害者に中学在学中になにか事件はなかったかと問うた。木原は苦渋の色を面に浮かべた。牛尾は手て応ごたえをおぼえた。

「どのようなことでもけっこうです。あなたにとっても元教え子が四人も殺害されたのです。犯人を捕らえるためにご協力いただけませんか」

　牛尾の言葉が木原の逡しゆん巡じゆんを振り払ったらしい。

「このことは私の教師時代の汚点でした。生涯背負って行かなければならない債務だとおもっています」

　木原は同中学に奉職中、生徒の一人がいじめに遭って自殺した事件について話した。

「そのような事態に至る前に、教師が察知すべきでした。いや、察知できなかったとは言えません。自殺した生徒は必死にＳＯＳを発信していたのです。教師全体がそのＳＯＳに目をつむっていたと言えましょう。なぜあのとき気配でも感じ取って、敢然として事態に立ち向かい、悲劇を予防しなかったかと悔やんでも悔やみきれません。

　あの事件は単なるいじめではありませんでした。親の影響力を背景に、いじめに加わった生徒、加わらなくとも無関心を装った生徒、見て見ぬふりをした教師、事件発生後寄ってたかってもみ消した学校当局、教育委員会、市、警察、関係者すべての共謀による殺人でした。それを知りながら、なぜ告発しなかったか。私は教師として殺人の現場にいながら、なにもしようとはしませんでした。自分で手を貸さないまでも、多数の共謀による殺人が行なわれた事実を知りながら黙秘していたことは、殺人に加わった以上に卑ひ怯きような行為でした。私には教師の資格はありませんでした。

　教師を辞めてからも、私は人間として許されないことをしたというおもいを振り落とせません。おそらくこの債務は墓の中にまで持って行くでしょう」

　木原は話している間に感情がこみ上げたらしく、涙をこぼした。

「そのいじめの主導者が殺害された四人なのですか」

　牛尾は問うた。

「そうです。彼らがイニシアティブを取って被害者をいじめ、自殺に追い込みました。しかし、この四人も実は操られていて、彼らの背後にいじめを主導した犯人が潜んでいました」

「その黒幕の名前をおしえてもらえませんか」

　木原は一呼吸おいて、

「堂本和寿美です。現在、堂本グループの会長であり、同市の市長を務めています」

「やっぱり」

　牛尾は予感が当たったのを悟った。

「堂本和寿美は自殺した生徒が常に全学級のトップを占め、自分が二位であることを妬ねたんで、四人の子分に命じて、その生徒をいじめの的にしたのです。虎の威を借る狐ですが、だれも虎を恐れていじめに反対する者はありませんでした。教師ですらなにも言えない堂本和寿美の意のままにクラスは操られ、ついにその生徒を死に追いつめ、事後、学校、警察を含めて全市が事件の真相を隠いん蔽ぺいしてしまったのです。すべての記録は抹消されました。

　その後、堂本和寿美は堂本家の当主となり、市長となって巨大な企業グループと市を支配しています。四人の子分たちもそれぞれ表と裏の世界のちがいはあっても、華々しく成功していました。死んだ生徒の両親が彼らの成功をどんなおもいで見ていたかとおもうと、胸が痛みました。四人が次々に殺害されたときは復ふく讐しゆうされたとおもいました」

「自殺した生徒の両親の行方をご存じですか」

「いいえ、知りません。知っている者はだれもいないとおもいます」

「ただいま復讐されたとおっしゃいましたが、だれが復讐したとおもいましたか」

「それは……」

　木原は一拍詰まった後、

「天罰です。天の報いを受けたのだとおもいます」

「もし天の報いだとすれば、真の犯人とも言うべき黒幕がまだ無傷で残っていますね」

「きっとあの女も天罰を受けるとおもいます。そうでなければ、公正な裁きとは言えません」

　木原は言った。

「復讐は公正とは言えませんな」

「しかし、法が裁かなければ神が裁く以外にないでしょう」

　牛尾は個人的には共感したが、立場上、同意するわけにはいかなかった。

「自殺した生徒の名前をおしえていただけませんか」

「片かた倉くら修おさむと言います」

「両親の名前をおぼえていますか」

「直なお義よしと明あき代よです」
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　牛尾の聞き込んだ情報は各捜査本部を色めき立たせた。四人には意外な過去の接点があった。木原は殺人の共謀と呼んだが、忌まわしい接点と言うべきであろう。

　だが、法的には殺人罪は成立しない。まして自分は一切手を下さず、四人の子分にいじめを実行させた堂本和寿美の行為は証明のしようがない。仮に殺人罪が成立したとしても、すでに時効である。

　いじめの主導者が罰せられなければ、公正な裁きとは言えないと木原は言ったが、いじめの主犯は法の処罰の及ばぬ安全圏に立っている。

　新宿署は牛尾のもたらした情報を検討した。

「いじめによる自殺事件は十五年前に発生している。そんな古い事件が尾を引いているとはおもえないが」

「仮に四件の殺害事件コロシの根が十五年前のいじめ自殺事件にあるとしても、堂本和寿美が黒幕であるかどうか、もはや証明できない。そんな曖あい昧まいな容疑で、上から慎重な捜査を求められている事件の事情聴取などはできないのではないか」

　と否定的な意見が相次いだ。

「堂本和寿美を四件の殺しの容疑者の位置に置いてみてはどうか」

　という意見が出た。

「堂本和寿美がなぜ四人の古ぼけた子分を、いまになって殺さなければならないのか。彼女はむしろ四人の被害者と同列の立場に立っている。次に狙われるのは和寿美ではないか？」

　と反はん駁ばくされた。

「堂本和寿美にとって、四人の子分はいじめ自殺の共犯者と言える。共犯者の口を塞ふさいだのではないのか」

「なぜ、事件後十五年して、殺人事件でさえも時効が完成する年月がたってから共犯者を殺す必要があるのか。彼女にとって四人はなんの脅威にもならなかったはずだ」

　共犯者が脅威となるのは、共犯者の間に差が生じた場合である。四人の被害者はそれぞれ社会の表と裏で成功をおさめていた。

　それにいじめ自殺事件が発生したのは、彼らが十五歳のときであった。仮にこの事件を殺人と無理に解釈しても、十六歳未満の少年事件は検察官に送致されて、刑事処分を受けることはない。

　和寿美の命令で四人がいじめを行なったとしても、もはやそれを証明できないし、いじめ行為を殺人と解釈するのは無理である。四人の殺人に対して、和寿美は犯人像として無理がある。

　だが、なぜ堂本和寿美は四人の事件の捜査に対して箝かん口こう令れいを布しいたのか。それだけに止とどまらず、中央政界への影響力を駆使して上層部に圧力を加えてきたのか。いまさら過去のいじめの黒幕と露見したところで、彼女の地位と権勢は微動だにしないであろう。

「堂本和寿美は怯おびえているのかもしれません。昔、自分が指示を下して犠牲者を自殺に追いつめた四人の子分が相次いで殺害され、次は自分の番ではないかと戦々恐々としているのではないでしょうか」

「だれに怯えているのかね」

　捜査本部に参加した石原警部が問うた。

「まずいじめの被害者の遺族に対してです」

「遺族の行方はわかったのかね」

「目下探していますが、まだ所在は突き止めておりません」

「仮に遺族の復讐とするなら、なぜ十五年も待ったのかね」

「それは不明です。なんらかの事情があって十五年待ったとしても、もし遺族の報復であれば、四人の配下よりも先に堂本和寿美を狙うべきではないでしょうか」

「遺族が、いじめの黒幕がだれか知らなかったということはないのかね」

「当時、いじめに加わった者や事情を知っている者は、いじめの張本人が和寿美であることは知っていたそうです。いじめの動機が成績の順位ですから、全校すべてが知っていたと考えられます」

「全校が知っていても、親は知らなかったということはないかな」

「自殺した生徒は遺書を残したそうです。遺書にいじめの張本人の名前が当然書いてあったと考えられます」

「それではなぜ、張本人を最初に狙わなかったのかね」

　質疑当事者の位置が入れ替わった。

「いじめに直接手を下したのは四人ですから、まず四人から報復して、黒幕に迫ろうとしているのかもしれません」

「四人の被害者に対して四人の重要参考人が浮上しているが、彼らはいじめ被害者の遺族とは関わりがないのかね」

「その点はこれからの捜査にかかりますが、四人の参考人は喫茶店で偶然出会ったようです。彼らにはいずれもアリバイが成立していますが、十五年前のいじめとはまったく関わりがありません」

「十五年前のいじめというのはずいぶん古い話だが、四人の被害者がいずれもそれに関わっていたとなると、無視できない。まず自殺した生徒の遺族の所在を突き止めるのが先決だな。遺族を探した後、堂本和寿美の事情聴取を検討しても遅くはあるまい」

「その間に堂本が襲われませんか」

　牛尾に問い返されて、石原警部は返答に詰まった。

　襲われないという保証はない。だが、証明もされていないいじめ事件の黒幕を警察が護衛するということもできない。

　堂本和寿美はその事件について、どうやら箝口令を布いているようである。ということは、本人がいじめへの関与を秘匿したがっていることを示す。本人自身が隠していることを原因としている疑いのある連続殺人事件（未確認）の次の被害者として、警察が確たる根拠もなく警告することはできない。

　石原の沈黙は捜査本部の苦しい立場を示すものであった。




　自殺した生徒の両親、片倉直義夫婦の行方が探された。自殺した息子の修は一人息子であった。息子の自殺後、片倉の妻は死亡し、片倉は同市を離れた。

　戸籍の附票によって、三年前、北海道中なか川がわ郡幕まく別べつ町に居住していたことがわかったが、それ以後の行方が不明である。住民票は幕別町から動かしていない。

　片倉直義に犯罪前歴はなかった。個人の所在を追うルートは、住民基本台帳や住所の変遷を示す戸籍の附票だけではない。学歴、職歴、病歴、血液型、筆跡、団体経歴、所属団体、各種資格、電話番号、郵便局、所有不動産、動産、預貯金、所有自動車の型式、ナンバー、運転免許証、各種免許証、納税、身体特徴、人相、性格、習癖、素行、趣味、特技、訛なまり、貸借関係、家族・親しん戚せき関係、交友関係、異性関係など多様である。

　警備公安関係の要注意人物にはこれら五十項目にわたる資料が備えてあるが、片倉はべつに公安関係からマークされているわけではない。

　牛尾らは、これらの調査ルートから片倉の所在を追ったが、その足跡は幕別町で消えていた。







　北の矢や栗鼠りす
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　四人の被害者を結ぶ忌まわしい過去の接点が浮かび上がったものの、捜査は膠こう着ちやくした。現段階では堂本和寿美に手は出せない。上層部からの「慎重を期すように」という内示にかかわらず、堂本和寿美と四人の被害者を結びつけるにはあまりにも資料が薄弱である。

　十五年前の和寿美との関わりが証明されていないいじめ自殺事件を共通項とした一連の殺人事件というだけでは、和寿美から事情を聴いても、私には関係ないと言われればそれまでである。

　棟居は久し振りに本もと宮みや桐きり子こに会った。捜査が膠着すると、桐子とデートするのが定まったパターンになっている。棟居はそんな会い方に忸じく怩じたるものをおぼえているが、捜査が壁に打ぶち当たると、無性に桐子に会いたくなる。会いたいことはいつも変わりないが、会う時間がないのである。

　捜査が行きづまったとき、刑事は多少時間ができる。むしろ行きづまったときほど、足をすり減らして聞き込みに歩くべきであるが、そのような時期は視野が狭くなりがちである。狭きよう窄さくした視野で聞き込みをつづけていると、木を見て森を見ぬミスを犯しやすい。

　こういうときは気分を変え、視点の転換を図らなければならない。桐子とのデートは棟居に大いに刺激をあたえ、新たな視点を開いてくれる。

　桐子の推理力には端たん倪げいすべからざるものがある。これまでにも彼女の的を射た助アド言バイスによって、何度も難事件を解決に導かれている。だが、そのために彼女に会うのではない。彼女のアドバイスはデートの副産物であった。

　桐子も棟居が普通の恋人とはちがうことをよくわきまえている。棟居が声をかけると、いつでも都合をつけて飛んで来てくれる。桐子も決して閑ひまな人間ではない。大手建設会社の経営計画推進部という花形の中核部署にいて、棟居に劣らず多忙な身体のはずである。

　だが、棟居の都合を最優先して駆けつけてくれる。棟居は彼女を単なる恋人ではなく、困ったときに救ってくれる鞍くら馬ま天てん狗ぐやアラジンの魔法のランプのような存在だとおもっている。

　しかも若く、美しく、聡そう明めいで、おもいやりがある。ファッションセンスも抜群によい。彼女といっしょに歩いていると、羨うらやましげな男たちの視線だけではなく、女性の目も集めた。望み得る最高の恋人が、棟居が求めればいつでも彼の胸の中に飛び込む用意をしてくれている。

　初めて会ったのは穂ほ高たかであった。あれから何年たつか。桐子もそれだけの年月を重ねているはずであるが、ますます艶あでやかに、女としての実りを見せている。

　穂高の山頂に立ったとき、姸けんを競って聳そびえ立つアルプスの高峰群を頼もしい衛兵のように従えて、まだ登り足りないように天の上方へ視線を向けていた桐子の姿が、いまでも棟居の瞼まぶたに刻まれている。

　だが、超高層ビルの林立する都会の街角にたたずむ彼女は、アルプスのスターとも言うべき諸峰を従えて立ったとき以上に、本領を発揮するように見える。人工美の極致のような超高層の建築物も、美しい女性が欠けた場合、それは荒涼たる墓石のようにしか見えない。

　美しい女性は都会に必要な要素である。そして桐子は大都会の中心部でますます本領を発揮するように見えた。

　棟居はこの素晴らしい恋人を独占して、乱費しているような気がしてならない。望むなら、彼女をどのようにでも捌さばける許容をあたえられながら、機会を自らの意志で虚むなしく逸している。男としてこれ以上の乱費があろうか。

　桐子の許容がいつまであたえられるか保証はない。桐子を独占しているといっても、彼女の一方的な意志というよりは、気分に基づいている。ある日突然、桐子が許容の門を閉ざしてもなにも言えないのである。

　時効というものは、権利の上に眠る者を保護する必要はないという法の精神から定められた。桐子の独占は権利ではないが、棟居は彼女の寛大な許容の上に眠っているような気がした。それが豪勢な乱費のようにおもえたのである。

　久し振りのデートにおいても、一緒に食事をし、時間の余裕があれば映画やコンサートに行く程度である。大人アダルトの男女にしては清潔な関係であるが、これも乱費の要素である。

　デート中、棟居の方から事件を話題にしたことはない。いつも桐子の方から水を向けてくる。桐子は棟居の仕事に大きな関心を持っていた。棟居から事件について聞くのも、彼女にとって大きな楽しみなのである。棟居も彼女を部外者とはおもっていない。

　桐子に問われて、棟居は難航している捜査の現況を語った。

「たしかにいまの状況では、堂本和寿美に当たるのは無理ね」

　桐子は言った。

「だろう。しかし、堂本和寿美が四件の殺人事件の動機に関わっていることは明らかだよ。堂本和寿美にアクセスできないことには、せっかく牛モーさんが頑張って見つけてきた材料を腐らせてしまう」

「四件の事件にそれぞれ四人の参考人が浮かび上がっているそうだけれど、その人たちと堂本和寿美には関係はないの？」

「これまでの調査ではなんのつながりも発見されていない。また和寿美と四人の被害者は十五年前の中学の同級生であり、四人の参考人が四人の被害者と関わりを持ったのは、被害者たちが中学を卒業した後のことだから、参考人たちと和寿美の生活史はまったく接点がないことになる」

「生活圏が時間的にも切り離されているのね」

「そういうことだよ。四人の参考人が四人の被害者と関わりを持った事件も、それぞれ発生時期がずれている。四人は同一の喫茶店の常連、あるいは利用客というだけの関係なんだ」

「四人の参考人にはいずれもアリバイが成立したんでしょう。でも、仮に四人が協力してそれぞれの敵を殺害したとしても、事件発生時期がちがうのに、なぜこの数ヵ月の間に行動を起こしたのかしら」

「そこが最大の謎なんだよ」

「四人の被害者には十五年前のいじめ事件の加害者という共通項があるけれど、四人の参考人にはその共通項になんの関係もないわ。被害者の共通項と四人の参考人のそれぞれの動機が切り離されているのよ。もし四人が切り離されている各動機を、四人の被害者の十五年前の共通項と結びつけて協力したとしたら……ちょっとややこしい言い方になったわね。つまり、四人の参考人が本来なんの関係もないいじめ事件を動機として協力して四人の被害者に報復したとしたら、四人の参考人はどのようにしていじめ事件のことを知ったのかしら」

「そうだな」

　棟居はうなずいた。まだ輪郭が霞かすんでいるが、桐子の疑問には重大な意味が含まれているように感じられた。

「四人の参考人にとっては、いじめ自殺事件はべつの世界の出来事でしょう。関心もなかったはずだわ。四人の参考人と四人の被害者の共通項を結びつけるためには、仲介者がいるような気がするのよ」

「仲介者？」

「いじめによる自殺事件を四人に伝えた人間よ。仲介者がいなければ、四人の参考人は四人の被害者の共通項を知り得ないわ。だから、仲介者がいなければ、四人の参考人は四人の被害者をいじめ事件の復ふく讐しゆうとして殺害するはずがないわ」

「そうだな。仲介者ということは考えていなかったよ。そう言われてみると、仲介者の存在が必要になってくる」

　棟居は桐子によってまた新しい視野を開かれたようにおもえた。素晴らしい恋人の乱費ではあるが、これはまた素晴らしい副産物と言えよう。
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　牛尾はいじめで自殺した生徒の遺族にこだわっていた。自殺した生徒の両親はＨ市内で小さな書店を経営していた。良心的で店主の経営センスがよく、小さいながらも品揃えが豊富であったので繁盛していたようである。

　戸籍簿を調べたところ、事件から一年後、生徒の母親、片倉明代は死亡届を出されていた。子供の自殺が彼女の死の引き金となったことは容易に想像できる。

　生徒の父親、明代の夫、片倉直義はこのいじめ事件によって息子と家庭を失い、店をたたんで同地を去った。彼にとって完全な喪失であった。

　理不尽ないじめに遭って一人息子を殺され、妻を失い、すべてを喪失した片倉の心情はどんなであったか。牛尾自身、一人息子を犯罪の犠牲者にされているだけに、片倉の心情が痛いようにわかる。

　片倉の凄すさまじいばかりの喪失に対して、法はなんの救済の手もさし延べてくれなかった。しかも息子に手を下した四人の加害者たちはこれ見よがしに羽ばたいている。

　少年の自殺後、なぜ十五年も待ったかという点が論議されたが、牛尾は片倉が四人の消息を知るまでに十数年かかったのではないかと考えた。

　息子の四人の敵はいずれも一年ほど前から、表、裏社会のちがいはあっても羽振りがよくなった。特に栗山利昭と伊崎文也は芸能界の寵ちよう児じとしてスポットライトを浴びた。敵の所在を知って、息子を殺された父親の古い恨みがよみがえったのではないのか。

　牛尾は北海道の幕別という未知の町へ行く必要を感じた。そこへ行けば、片倉の行方についてなにか手がかりがつかめるかもしれない。

　牛尾は石原警部に幕別への出張を願い出た。捜査本部としては、片倉直義の容疑性についてはまだ懐疑的である。

「きみは片倉が四人の殺しに関わっていると見ているのかね」

　石原は問うた。

「息子を死に至らしめ、彼のすべてを失わせた四人の敵を片倉は決して忘れていなかったでしょう」

　牛尾は五人と言いたいところを抑えた。残る一人については、古ぼけた伝聞証拠があるだけである。

「片倉が本命だとすれば、報復するまでになぜ十五年も待ったのかね」

　石原は牛尾説のネックを繰り返し問うた。

「四人の消息について知らなかったからだとおもいます。栗山も伊崎もこの一年ほどの間に有名になりました。芸能界の寵児となったことで、その所在を知ったからではないでしょうか」

「栗山と伊崎についてはそうかもしれないが、あとの二人は特殊な業界で、その方面の人間しか知らないとおもうが」

　牛尾の推理も十五年復讐の機会を待った理由のすべては説明しきれない。

「四人は十五年前の同級生です。卒業後、没交渉のようでしたが、たがいに連絡し合っていたかもしれません」

「芋いも蔓づる式にあとの二人の消息を手繰り出したというわけかね」

「そういう可能性も考えられます」

「片倉はボウガンを使えるのか」

「その点の確認は取れていません」

　牛尾は残念そうに言った。ボウガンの確認が取れれば、有力な状況証拠となる。

「よろしい。行きたまえ」

　牛尾はついに出張許可を取りつけた。

　果たして幕別でなにがつかめるか自信はない。だが、北海道の奥にある未知の小さな町に、この閉へい塞そくした状況を打ち破るなにかが潜んでいるような気がした。
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　牛尾と青柳が幕別に出張したのは十月の上旬である。羽はね田だから空路帯おび広ひろへ飛び、帯広空港から車で幕別町へ向かう。

　十月上旬、北海道は完全な秋であった。東京を出るときは曇っていた空が、北上するにつれて雲が切れ、帯広に着いたときは雲一点なく晴れ上がっていた。

　帯広空港は原野の真ん中にあった。手を伸ばせば染まるような、青すぎて暗く感じられる深い空の下に、茫ぼう漠ばくたる平原が視野の限り広がっている。

　空港には協力を要請しておいた帯広署の古ふる川かわという刑事が迎えに来てくれていた。初対面の挨あい拶さつを交わすと、早速、古川の車に乗せられて幕別町へ向かう。

　帯広空港から幕別町まで、平原の中に定規で一直線に引かれたような坦たん々たんたる道路を走る。車窓左手の地平線に日ひ高だか山脈が青く霞んで見える。北海道の最も爽さわやかな季節であった。

　東西南北方向に枡ます目めのように耕地を仕切る道路に沿って、落葉から松まつの防風林がつづいている。沿道に農家や農産加工物の工場らしい建物、サイロ、牧場などが散在している。牧場には馬は少なく、ホルスタイン種の牛が悠々と草を食はんでいる。

　青く晴れ渡った空の下に耕地は黄金色に輝き、いかにも地味豊かに見える。すべてが胸のすくような広がりの中に、東京にはない広大な空間が飽食しているように見える。

　平原を断ち割って一直線に走る道路は、進路を妨げるものがなにもないことを示し、まず道路がつくられてからすべてが始まったことをおしえてくれる。

　だが、通過する旅行者には、寒冷の季節の満まん目もく、雪に覆われた荒涼たる光景や、この地に初めて開拓の鍬くわを打ち込んだ人々の苦闘は想像するすべもない。

　また旅行者は、この土地の最も美しい部分だけをすくい取っていればよいのであって、その土地に刻まれた開墾の歴史や、住人の生活史にまで踏み込む必要はない。ただ、知識として意識に入れておけば、視野に入る風景が一層味わいの深いものとなるであろう。

「幕別は南北に細長い町で、最南端から最北端まで約三十五キロあります。町域はすべて農村地帯で、豆や馬ば鈴れい薯しよ、ビート、小麦など、寒冷地作物を中心とした畑作や酪農を営んでいます。町の中心部は北西部の札さつ内ないと北東部の幕別の二地域に分かれています。札内にはモール温泉もあります。今夜はそちらに宿を用意してあります。町についてはおいおいご説明申し上げますが、この度は遠路ご苦労さまです」

　古川は町の概略を説明して、二人の長途の旅行をねぎらってくれた。刑事というよりは、過酷な開拓の風霜にさらされてなめし革のようになった面めん皮ぴの底に、感情の起伏を塗り込めた純朴な農民のような風ふう貌ぼうの持ち主である。

　表情には表わさないが、東京から殺人事件の捜査に幕別まで出張して来た二人を迎えて、古川は緊張しているらしい。車はすでに町域に入っているらしいが、走れども走れども風景にあまり変化はない。町という名前から連想する市街地らしいものは現われない。

「ずいぶん広い町ですな」

　牛尾は感嘆したように言った。彼の感嘆は町の広さよりは空間の広さに向けられている。

　通行人も対向車も疎まばらであり、軒を接する家並みのようなものはまったく見えない。二人は日本にもまだこれほど広大な空間があったことに驚いていた。

「ずいぶん開けてきましたよ。いまでは視野のどこかに家や工作物が見えます」

　古川は言った。二人はこの広大な空間に人間の手を加えたものがまったくない場面を想像した。

　この町には風に色があるようである。公害や人生の汚濁に汚けがされていない原色の風が、季節に応じた色に染まっている。

「開くということは、人間が住む場所にすることです。以前はこの地域は野鳥や狐や栗鼠りすの天国でした。いまでも人家の近くに狐や栗鼠が現われるそうです」

「人間が住む場所ということは、動物たちにとっては不幸であることは明らかですが、人間にとっても果たして幸福かどうかわかりませんね。しかし、この町域では人間らしく生きられる空間が豊富に残されているように見えます」

　牛尾は世辞ではなく言った。人間が多すぎてあまりにも過密になった空間は、人間の住む空間ではなくなってしまう。そして都会はますます非人間的な空間となっていくのであろう。いや、ほとんど空間のない密集地帯と言うべきであろう。

　一直線の道路の屈曲が多くなり、車窓にちらちらと家が増えてきた。幕別の市街地に入りつつあった。市街地ではあっても、高層建物はまったくない。片倉の最後の消息は幕別市街の旭あさひ町まちと呼ばれる所である。車はＪＲ根ね室むろ本線を横切った。札内の市街地を通り抜けて東へ向かう。間もなく再び市街地へ入った。

「ここが幕別の中心街ですよ」

　古川がおしえてくれたところは五ご叉さ路ろになっていて、町役場や町民会館、商工会議所などの建物が集まっている。一応家並みになっているが、道路は閑散として人影もない。ここが中心街であれば、この町内の静けさは推して知るべしである。

　羽田から一時間三十五分で飛来して来たのが、空港から四十分はかかっている。

　車は閑静な住宅街に入った。

「この辺りですね」

　古川が言った。住宅街と言っても、それぞれの家が庭を広く取り、家並みは疎らに見える。

「ちょっと聞いてみましょう」

　古川が気軽に車から降りて、路傍の家の前からちょうど庭に出ていた住人に声をかけた。

「この辺に三年ほど前、片倉さんという人が住んでいたはずなんですが、ご存じないですかな」

「片倉さんならこの裏の和わ多た田ださんの家の離れにいましたよ」

　打てば響くように住人が答えた。

　彼らは和多田家を訪問した。地元の古川が同行してくれているので、行動が効率的に進む。

　この界かい隈わいでは最も古い家らしく、たっぷりとめぐらした庭に、いちい、石楠しやく花なげ、ななかまど、つつじなどが植えられ、赤松、落葉松、楡にれ、楓かえでが忠実な衛兵のように立っている。この庭であれば、狐や栗鼠が現われるかもしれない。形ばかりの門扉は開け放され、前庭越しの玄関のドアも開いている。視野に入る家の窓という窓はすべて開いていた。

　門柱にかけられた木の札には「ご自由にお入りください。ただし、金も物もありません」と墨で書かれている。住人の人柄を示すような開放的な家であった。この辺り、家を開け放しておいても泥棒は入らないのであろう。

　開いている玄関口まで通り、案内を乞こうと、

「どうぞあがってください。いまちょっと手が離せないんで」

　と奥の方から声があった。

　言われるままに玄関の三和土たたきに靴を脱ぎ、声の方角に廊下を進むと、庭に面した和室があって、声の主らしい住人が子猫の毛繕いをしていた。

「やあ、いらっしゃい。どうぞ、その辺に適当に腰を下ろしてください。こいつの毛が付きますので気をつけて座ってください」

　長髪の年齢不詳の男が三人の方に顔を向けて、親しげに笑った。牛尾と青柳は家の主あるじが古川の知人かとおもった。

　ようやく猫の毛繕いを終わった和多田は、三人の方に視線を向けて、

「どうも失礼しました。こいつがいつの間にか我が家の庭に住み着きましてな、人なつこいやつなので採用しました」

　と猫を紹介するように言った。よく見ると猫に似ているが、どうも猫ではなさそうな動物である。

「これは栗鼠ですな」

　古川が言った。

「そうです。昔はこの辺り、狐やエゾリスの天国だったようですが、最近はめっきり減ってきました。こいつは栗鼠にしては珍しく人なつこいやつで、近所の主婦にも可愛がられていますよ」

　毛繕いをしてもらった栗鼠は、庭の方へ下りて行った。

「ところで、なにかご用事ですかな」

　和多田は初めて三人の方に詮せん索さくの視線を向けた。

　牛尾と青柳はこのときになって、ようやく古川と和多田が初対面らしいことに気がついた。家の中には和多田以外に家人の気配はない。和多田自身が生活のにおいをまったく感じさせない、仙人のような不思議な雰囲気を漂わせている。眼鏡越しの目は穏やかであるが、眼光が鋭い。

「申し遅れました」

　牛尾と青柳は名刺を差し出した。

「ほう、東京の刑事さんですか。それで、こちらにはどんなご用件で」

　和多田は二人の名刺を見ても、べつに驚いた様子もなく問うた。

「三年前、お宅の離れに片倉直義さんという方がお住まいだったそうですが、片倉さんの移転先についてご存じでしたらおしえていただきたいのですが」

　牛尾は本題に入った。

「片倉さんですか。うちの離れに三年ほど住んでいましたが、三年前にどこかに引っ越して行きましたよ。いずれ落ち着いたら連絡すると言っていましたが、その後、なんの音おと沙さ汰たもありませんな」

「住民票は幕別から移していません。住民票を移さないと、移転先で市民としての権利や義務が行なえません。幽霊住民にも限界があるはずですが、その後の消息はなにかありませんか」

「引っ越して行ったっきりなんの音沙汰もないので、私も気にしております」

「片倉さんはお宅の離れにお住まいの間、ずっとお一人でしたか」

「ずっと一人でした。なんでもこちらへ来られる前に奥さんを亡くしたとかで」

「幕別にいた間はどんなお仕事をしていたのですか」

「文章を書いていると言っていました。散歩に出るとき以外は家に閉じこもって文章を書いていたようです」

「小説を書いていたのですか」

「小説ではないようでした。業界の記事だと言っていましたが、どういう業界か聞いていません」

「お宅の離れを借りたのは、どんな経緯いきさつからですか」

「私の家の前を通りかかって、門からふらりと入って来たのです。裏の離れを見て、とても住み心地がよさそうなので、空いていたら貸してくれないかと言われましてね、お会いした感じがとてもよかったので、その場でお貸しすることにしました」

「家賃の滞納などはありませんでしたか」

「家賃などは決めませんでした。いくらでもいいと言うと、毎月二万円、きちんと入れてくれましたよ」

　仙人の風ふう貌ぼうの通り、和多田は通りすがりの人間を信用して、家賃も決めずに家の一部を三年間も貸したのである。

「片倉さんはどんな人でしたか」

「それはいい人でしたよ。該がい博はくな知識の持ち主で、おもいやりがあって、紳士でした」

　和多田は話の合間に別室に立って、缶コーヒーを三つ持って来た。

「こんなものしかありませんが、よろしかったらどうぞ」

　和多田は三人に勧めた。

「どうぞおかまいなく」

　三人は恐縮した。缶コーヒーにこめられた和多田の精一杯の好意が有り難かった。

「こちらにお住まいの間、訪問者はありませんでしたか」

「それが、まったくありませんでしたな。なにか事情があって隠いん棲せいしているとおもっていました」

「郵便物などは来ましたか」

「注意して見ていたわけではありませんが、郵便局の人を見かけなかったから、そういうものもなかったようですな」

「文章を書いていたということですが、その文章を掲載したような本とか雑誌などは送られてこなかったのですか」

「さあ、気がつきませんでしたね」

「すると、片倉さんは現金収入をなんで得ていたのでしょう」

「そんなことは知りませんよ。とにかく家賃はきちんと払ってくれました。たぶん霞かすみでも食っていたんでしょう」

　和多田はいかにも仙人らしいことを言った。

　片倉は世間との関わりを完全に絶って、この幕別に三年間過ごしたわけである。その片倉を東京から刑事が二人訪ねて来たのであるから、片倉がなにをしたのかと当然発すべき質問を和多田はしない。仙人は世俗のことに関心がないようである。

　牛尾と青柳は束の間、片倉の追及よりも、和多田が一体なにをしている人物か関心をもった。

　缶コーヒーで喉のどを湿した牛尾は、

「片倉さんがお宅の離れにお住まいの間、なにか気がついたことはありませんでしたか」

　と問うた。

「気がついたことというと？」

「たとえば異常な行動に出たとか」

「異常どころか、まったく正常でしたよ。まあ三年間、一人の訪問者もなく、一通の手紙も来ないというのは異常と言えば異常ですが、ご本人は紳士の見本のような人でした。三年間、不愉快なおもいは一度もさせられたことはありません」

「よくお話をしましたか」

「寡黙な人でした。こちらから話しかけなければ、片倉さんの方から話すことはありませんでした。しかし、話しかければ、けっこう話をされましたよ」

「幕別に来る前のことや、身の上について話したことはありますか」

「いいえ、そういうことは一切話しませんでした。こちらからも聞きません。そうそう、いまおもいだしましたが、片倉さん、小さな仏壇を持っていて、二柱の位い牌はいを安置していました。一度だけ、自分の方から女房と子供の位牌だと言ったことがありました。そのときの悲しげな顔がいまでも目に残っています」

　この間、家の中に家人の気配はまったくなく、庭から栗鼠りすが戻って来た。栗鼠は和多田のそばに歩み寄ると、甘えるように鼻を鳴らした。

　これまで気がつかなかったが、栗鼠の背中に鋭い刃物で抉えぐられたような傷きず痕あとが残り、そこだけ毛が剝はげている。

「おや、怪我をしたようですね」

　古川が傷口に目を向けて言った。

「悪いやつがいるもんで、矢を射られたのですよ」

「矢を？」

「背中に矢が突き刺さっていましてね、庭で虫の息になっていました。急いで獣医に連れて行き、矢を抜いて手当てをしましたところ、命拾いをしたのです。この辺にはそんな悪い人間はいません。おおかたよそから入り込んで来た人間が射たんでしょう」

　牛尾と青柳は矢という言葉に連想が走った。

「その矢は日本の矢ではなく、洋弓の矢ではありませんでしたか」

「そうです。日本の矢ではありませんでした。大体そんな矢を射るような人間は幕別にはおりません」

　和多田は繰り返した。

「その矢を射た人間について、お心当たりがありますか」

「ありますが、証拠がないので、私の口からは申し上げられません。この地域の人間ならみんな知っていますよ」

　和多田は言った。

「その矢はどうしました」

「保存してありますよ」

「ぜひ見せていただけませんか」

　和多田はべつの部屋からボウガンの矢を持って来た。

　先端に鋭い鏃やじりが装着され、矢柄にブリキ製の安定板フインが付いている。矢や筈はずには弦にかける溝が刻まれている。

　牛尾は矢を手に取って、青柳と顔を見合わせた。被害者の一人、津田文吾はボウガンで射殺されている。片倉が三年間過ごした幕別で、栗鼠がボウガンで射られた。この二筋のボウガンの射手につながりはないのか。刑事のおもわくは脹ふくらんでいる。二人はボウガンの射手に興味を持った。

　和多田は栗鼠を射た犯人は地元の人間ではないと言った。すると、当然、片倉が疑われる。だが、和多田は片倉を紳士の見本だと評した。紳士の見本が栗鼠をボウガンで射るはずがない。

「栗鼠が射られたのはいつごろですか」

「四年ほど前ですな」

　すると、片倉が幕別にいたころである。

　和多田はボウガンの射手については心当たりがあると言ったが、栗鼠が矢を突き立てられたことは地元では大事件であったであろう。

「さし支えなかったら、片倉さんがお住まいになっていた離れを見せていただけませんか」

「どうぞどうぞ。片倉さんが住んでいた当時のままにしてあります。なにも残ってはいませんがね」

　和多田が案内してくれた離れは、裏庭の一隅にあった。八畳と六畳と四畳半、これに小さなキッチンと風ふ呂ろとトイレが付いている。八畳の部屋から濡ぬれ縁えん越しに庭の眺めがよい。少し色づき始めた庭樹が座敷の中に影を落としている。

　室内にはテレビ、冷蔵庫、簞たん笥す、食器戸棚等がそれぞれの位置に置かれている。食器戸棚の中には最小限の食器が置いてあった。住もうとおもえばすぐにでも住めそうである。

「これらの家具はみんな片倉さんが置いていったものです。もしあとに入る人がいて、使ってくれたら有り難いと言ってましたな。持っていったのは仏壇だけでしたよ」

　和多田が言った。

「栗鼠に刺さっていた矢をお借りできませんか」

　牛尾は申し出た。

「どうぞ。こんなものがお仕事のお役に立つなら、どうぞお持ちください」

　和多田は気前よく提供してくれた。

　矢を領置して、三人は和多田家を辞去した。

「そう言えば、当時、矢栗鼠事件は地元のマスコミにかなり大きく報道されていましたな。あの矢栗鼠が和多田さんに飼われていたとはね」

　古川が言った。

　和多田家の後、駐在所に立ち寄った。駐在所は幕別町の宝たから町まちにある。スマートなリゾートスタイルの建物は駐在所の表示がなければ一見、喫茶店と見まがうようである。そこに所長と家族、および警察官が一人常駐している。谷たに友ともという所長が三人を出迎えてくれた。

　駐在所所長から片倉の巡回連絡および和多田家寄留当時の様子を聞いてみた。だが、駐在所の巡回連絡カードには、職業は文筆業、家族なしとあり、緊急連絡先は記入されていない。巡回連絡カードには住人の家族構成や職業など個人のプライベートなデータが記載されるので部外秘である。駐在所においても、和多田から聞いた以上のことはわからなかった。

　だが、当時を知る谷友所長は和多田が黙秘した情報を、警察官の仲間意識からか洩もらしてくれた。

「この界かい隈わいでは周知のことですが、矢栗鼠の犯人は堂本さんではないかというもっぱらの噂でした」

「堂本さんといいますと……？」

「なんでも、関東の方の凄すごい財閥だそうです。数年前にこちらに別荘を建てまして、ちょうどその時期、当主のご夫婦が滞在しておりました。旦だん那なが庭の中でボウガンを射ていたそうですが、庭に入り込んで来た栗鼠を面白半分に的にしたというもっぱらの噂でした」

「堂本氏が矢栗鼠の犯人だという証拠はあったのですか」

「矢ですね。この幕別にあんな洋弓を射る者はいません」

　谷友所長は和多田と同じことを言った。

　エゾリスはこの地方では保護動物に指定されている。背中に矢が刺さった栗鼠の姿は、平和な日常に馴なれた地元の人々に深刻なショックをあたえたであろう。

　牛尾と青柳は緊張した。堂本と言えば四人の被害者が共通に関わる人物と同姓である。

「その堂本夫婦の名前はわかりますか」

「わかりますよ」

　谷友は巡回連絡カードを繰った。

「これです。堂本和寿美、真人夫妻です。いや、妻夫と言うのかな。別荘なので非常住ですがね」

　谷友が言った。

　巡回連絡カードの記載を見ても、堂本夫婦の力関係がわかる。堂本和寿美。同姓同名の別人でなければ、四人の被害者の接点に立つ人物である。牛尾と青柳は広げた網に大魚がかかった手て応ごたえをおぼえた。片倉が幕別に来たのは偶然ではあるまい。

「堂本夫妻は時どき見えますか」

　青柳が問うた。

「いいえ、矢や栗鼠りす事件以後はお見かけしませんね。それ以前も一年に一、二回しか見えませんでしたが」

「別荘の管理人は置いているのですか」

「矢栗鼠事件が起きたころは別荘番がいましたが、事件以後は置いていません。その後は近所の人が時どき庭の草取りなどをしているようです」

　三人は駐在所から堂本家の別荘へまわった。堂本家の別荘は和多田家から近い猿さる別べつ川沿いの広大な敷地の中に建っていた。敷地には落葉から松まつや白しら樺かばの林が自生しており、瀟しよう洒しやな洋館が林越しに望める。いかにも狐や栗鼠の天国のようである。

　彼らは谷友から聞いた別荘の草取りをしているという近くの住人に事情を聴いた。

「矢栗鼠のことがあってから、一度もお見えになっていません。噂が立ったので、来づらくなったのではないでしょうか」

　近所の住人は言った。

「矢栗鼠事件のときはどのくらい滞在していたのですか」

　青柳が問うた。

「八月の初めから中ごろにかけて、二週間ぐらいだったとおもいます。もっともずっと滞在していらっしゃったのは旦那さまだけで、奥さまの方は三、四日いらっしゃっただけでお帰りになりました」

「旦那の方はその間、ボウガンばかり射ていたのですか」

「ボウガンを射たり、町内のパークゴルフに出かけたり、馬に乗ったり釣りに出かけたりしていました」

　町域には札さつ内ない川、十と勝かち川、猿別川などが流れ、アカハラやニジマスが釣れる。幕別はパークゴルフの発祥地という。

「奥さんが帰った後、ずっと一人でいたのですか」

「お付きの人がいましたよ」

　妻に頭の上がらぬ入婿が、妻から別荘に置き去りにされた寂さみしさと鬱うつ憤ぷんを、ボウガンの鏃に込めて栗鼠に向けたのではあるまいか。

「しかし、ボウガンの射手が同一人物だとすると、おかしなことになりますね」

　青柳が疑問を呈した。

　牛尾にはその意味がすぐにわかった。矢栗鼠の射手と津田文吾の狙撃者が同一人物であるとすれば、これまでの四捜査本部の統一捜査方針が根本から覆ってしまう。

　四件の殺人事件は関連性濃厚と見られて、四捜査本部の共助捜査が決定されている。四人の被害者に共通の遺恨を含む者は片倉直義と見られて、その行方が探されていた。

　だが、津田を狙撃したのが堂本真人であれば、まず動機の検討から始めなければならない。津田に対して真人が隠れた動機を持っていたとしても、他の三人の被害者に対しても動機を持っていたとは考えられない。

　堂本真人はこれまでまったく捜査圏外にあった。また津田の狙撃事件だけを別件とすれば、四捜査本部の統一捜査方針を根本から見直さなければならなくなる。

　最後に町役場に寄って、片倉が幕別町に居住していた間の住民基本台帳を閲覧した後、牛尾と青柳は古川に案内されて今こ宵よいの宿である町内のモール温泉に向かった。

　町域には緑と水が多い。山が白く化粧し、紅葉が山さん麓ろくへ下りてくると、山野は冬将軍の支配下に入る。冬の進駐前の十勝の秋は澄んだ大気が凝縮されたような、明るすぎてむしろ夜のような明暗の倒錯をおぼえる。

　間もなく小高い丘の上に、三角屋根を帽子のように被かぶったベージュ色の瀟洒な高層建物が見えてきた。あれが今宵の宿のモール温泉だと、古川がおしえてくれた。

　十勝平野の高台に建つ、いかにも眺望のよさそうな建物である。モール温泉とは聞き慣れない名前だが、古川の説明によると、モールは亜炭などを意味しており、北欧では泥炭の微粉末を湯水に混ぜて入浴しているが、幕別温泉は天然にこれらの泥炭質を含んで湧ゆう出しゆつしているそうである。鉱物成分よりは植物成分が多いので、植物性温泉と呼んでいるそうである。

「私も何度か入りましたが、湯がとても柔らかで、肌触りが優しいですよ。この温泉に浸ると女性はみんな美人になるそうです。そのせいか幕別や帯広には美人が多いです。植物性のモール温泉はこの幕別と十勝川温泉とドイツのバーデンにしかありません。ものは試しに、今夜はゆっくり幕別自慢のモール温泉に浸って遠来の疲れを癒いやしてください」

　と古川は言った。

　古川の説明を聞いている間に、車は丘を上って幕別温泉の正面玄関に着いた。

　部屋に案内された後、牛尾と青柳はホテル自慢のモール温泉に入った。湯は赤茶けた独特の色をしている。よく見ると湯の中に茶色の藻のようなものが混ざっていて、古川が自慢したように肌にまろやかな感触である。

　釣瓶つるべ落としの秋の日はすでに日高山脈のかなたに落ちて、蒼そう茫ぼうと押し寄せた夕闇の中に帯広市街の灯火があるいは密集して、あるいは散在してきらめいている。

　大浴場とパノラマの夜景を二人で独占していた。

「豪勢なもんだね」

　牛尾が言った。

「いまさら我々は肌が綺き麗れいになっても仕方がありませんね」

　青柳が苦笑した。

「そうでもあるまい。この温泉は肌が綺麗になるだけではなく、神経痛やリューマチ、胃腸などにも効くそうだよ」

「きっと最初は十勝平野の狐や狸が入っていたんでしょうね」

「外傷にも効くそうだから、和多田さん、矢栗鼠もこの温泉に入れたかもしれないな」

「朝目が覚めたら、原野に湧き出る露天風ぶ呂ろに入っていたなんてことになりませんかね」

「そんなことを言ったら、この温泉に失礼だよ」

「そんなことはありませんよ。秘湯はブームです。狐と狸と一緒に入る温泉なんていうコマーシャルを流したら、全国から観光客が集まって来ますよ」

「そう言われてみると、大平原の中央に温泉の建物が見えてきたときは、眉まゆに唾つばをつけたよ」

「それこそ温泉に失礼ですよ」

「それほど衝撃的だったというわけだ。とにかく世界に三ヵ所しかない温泉だよ。拍かしわ手で三度打って入らなければもったいない」

「眉に唾をつけたり、拍手を打ったり、忙しいですね」

　浴室の窓にますます夜景が輝いてきた。

　モール温泉に一泊した二人は、ふたたび空路で東京へ帰った。古川が空港まで送ってくれた。古川の協力があったおかげで、捜査は効率的に進んだ。

　片倉の行方はつかめなかったが、幕別での調査にはたしかな感触があった。古川に謝意を表して、二人は充実した気分で帰京した。

　牛尾と青柳の報告に捜査本部は騒然となった。

　まず、二人が領置してきたボウガンの矢を、碑文谷署捜査本部に保存されている矢と照合した。二本の矢は同一種類の矢と鑑定された。

　銃器の弾丸のように条じよう痕こんによって使用銃器の同定はできないが、矢の材質、形状から判断して、同一メーカーによる矢であり、同一ボウガンに使用されたと推定された。

　牛尾が幕別町から持ち帰った一本の矢は、碑文谷署捜査本部にも衝撃をあたえた。

　津田文吾の狙撃者は第一容疑者の片倉直義ではない。片倉の生活史にボウガンはない。四件の殺人事件中、津田殺しだけが切り離されそうな気配になってきた。

「ボウガンは同一であっても、べつの人間が射ることはできる。同じボウガンから発射されたとしても、射手が同じとは限らない」

　という意見も出たが、ボウガン人口は和弓人口ほどは多くない。津田文吾と堂本真人の間には直接的なつながりはない。だが、妻の和寿美を介して、隠れた関係があったかもしれない。

　碑文谷署の捜査本部としては和寿美の身辺（夫）から現われたボウガンの矢を見過ごすことはできなかった。ここに碑文谷署捜査本部は堂本真人の内偵、および同人と津田文吾との関係の発見捜査を決議した。







　本命の神
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　一方、代々木署捜査本部の棟居は、本宮桐子の言葉が気になっていた。彼女は四人の被害者と四人の参考人を結びつける仲介者がいたのではないかと言った。

　四人の参考人は被害者四人の過去の忌まわしい接点を知らないはずである。もし彼らがそれを知っていたとすれば、仲介者がいなければならないと主張した桐子の言葉には一理ある。しかし、そんな仲介者がいるであろうか。

　桐子とデートした後、次第に彼女の言葉が棟居の意識の内に容積を増してきた。

　四人の参考人はそれぞれ四人の被害者から癒し難いダメージを受けている。ダメージを受けた時はそれぞれ異なっているが、四人の被害者が相次いで殺害された時期は三月から七月までの約五ヵ月間に集中している。これが四人の参考人の協力による報復であるとすれば、足並み揃えるこの時期まで待った理由がなければならない。

　牛尾は四人の被害者が有名になるまで、その消息がわからなかったのではないかと推測したが、芸能界に進出した二人はともかくとして、残る二人はヤクザと企業のエリートで、一般人に知られる存在ではない。桐子が仮定した仲介人がいれば、四人の被害者の消息を知ることができる。

　参考人たちは喫茶店で出会った。彼らの接点は喫茶店である。四人が喫茶店で出会ったのは偶然の産物であって、その後の調査でも四人の被害者のような過去の接点は発見されていない。

　四人の参考人は偶然、喫茶店で出会っただけの関係にすぎず、四人の被害者に対して共通の恨みは持っていない。共通の恨みを持っているのは、四人の被害者の忌まわしい過去の接点に立っている片倉直義だけである。

　そこまで思案を追ってきた棟居は、はっとした。牛尾は片倉の行方を追って北海道まで行き、津田殺害事件に関する重要な証拠を手に入れた。だが、片倉の行方は依然として不明である。

「喫茶店だ」

　棟居はつぶやいた。喫茶店には常連以外に不特定多数の客が集まって来る。片倉と四人の参考人が喫茶店で出会ったとしたら、片倉から四人の被害者の消息を知る可能性がある。

　四人の被害者に対して共通の恨みを持っている片倉は、彼らの行方をずっと追っていたにちがいない。片倉を仲介人に想定してはどうか。「オアシス」という喫茶店を探れば、片倉の行方がわかるかもしれない。棟居のおもわくは速やかに煮つまった。
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　碑文谷署捜査本部では、堂本真人の容疑性が検討されていた。牛尾が幕別町から持ち帰ったボウガンの矢と、津田文吾を射殺した矢が符合したことで、捜査本部は意を強くしていた。

　真人の趣味について内偵した結果、真人は学生時代、大学の洋弓部の主将を務め、全国大学洋弓大会において準優勝した経歴の持ち主であることがわかった。

　だが、現段階では堂本真人に手は出せない。津田と真人の間には直接的なつながりはまったくなく、動機が見当たらない。捜査本部は津田と真人の間には隠れた関係があったにちがいないと睨にらんで、津田の身辺から真人との関係発見に捜査の焦点を絞った。

　津田が狙撃された時点の初期捜査では、暴力団の抗争による背後関係が疑われていた。次いで、四人の被害者の共通項が浮上するに及んで、連続殺人事件の様相を呈したことで、四捜査本部の連携による捜査が展開された。

　だが、堂本真人はその捜査圏外にあった。真人にはこれまで捜査のアプローチがなされていない。新たな視点アングルから、津田の身辺が洗い直された。

　水島と河原のペアは津田の生前の人脈を追って、根気よく聞き込みに歩いた。灯台下もと暗くらしで、意外なところから耳寄りな情報が入ってきた。

　刑事二人は間を置かず頻繁に、柿の木坂の松沢清実のマンションを訪問した。清実は津田が狙撃されたとき、彼の最も近くにいた。津田が生前、入れ揚げていた女性である。

　当然のことながら、清実は厳しく事情を聞かれた。狙撃者の本命の的は清実で、津田は傍そば杖づえを食ったのではないかという疑いも一時持たれた。その疑いは消えたものの、清実に対する事情聴取は執しつ拗ように、綿密に重ねられた。

　水島と河原の顔をみると、清実はうんざりした表情をした。

「もう全部申し上げて、話すことはなにもありませんわ」

　と清実は言った。出勤前の最も在宅率の高い時間を狙っての訪問は、清実にとってはこれから戦場へ向かう前の精神の集中を妨げられて、迷惑この上ないようである。特に化粧前の素顔を刑事に見られたくない様子がありありと見てとれた。

「これまでとはべつのことをお尋ねしたい。津田の生前、堂本真人という名前を聞いたことはありませんか」

　水島は問うた。

「いいえ」

　清実はにべもなく首を横に振った。

「堂本和寿美は」

「知りません」

「堂本グループの会長で、Ｈ市の市長です。堂本真人は堂本電機の社長で、和寿美の夫です。津田から二人の名前、あるいは堂本電機やＨ市について、なにか聞いたことはありませんか」

「ないわよ」

　清実は言葉を最小限に節約して言った。表情が早く帰ってくれと言っている。

「けっこうなお住まいですな」

　水島は話題を変えた。

　東京有数の高級住宅街、柿の木坂の億ション上層階に、女一人の暮らしには広すぎる間取りに豪華な家具が配され、壁には高価そうな絵画が飾られている。

　ベランダに面する居間からは多摩川方面の眺望が開けている。視野の限りつづく家並みのはるかかなたに、丹たん沢ざわの山影が青く霞かすんでいる。都心にアクセスの便利な土地でありながら、閑静な環境である。緑も多い。金で購あがなった土地であり、空間である。

「このけっこうなご住居も、津田の名義になっていますな」

　水島は言葉をつづけた。清実が突然話題を変えた水島の真意を探るような目をした。マンションの権利関係はすでに登記所で調べてあった。

「津田が死んだいま、いずれあなたもここから出なければなりませんね」

「一体なにをおっしゃりたいのですか」

　清実の表情がきっとなった。

「津田はもう死にました。殺されたのです。あなたも津田とは多少なりとも関わりがあったのですから、犯人を捕らえたいとおもいませんか」

「全然おもわないわよ。あんなやつ、殺されて当然だわ。いい気味よ」

　清実は憎しみを込めた口調で言った。

「津田はあなたのスポンサーではなかったのですか」

　水島は意外なおもいがした。

「なにがスポンサーよ。このマンションも私に買ってくれると言っておきながら、結局、自分の名義にしておいたわ。あいつは口先ばかりなのよ。格好いいことばかり言っていて、スポンサーどころか、ヒモだわ」

「それなら、津田が死んで、ヒモが切れたわけだ。なにか知っていることがあったら、津田に気兼ねなく話してもらえませんかな」

　水島はすかさず言った。

「気兼ねなんかしていないわよ。おもいだしたくないだけよ」

　清実は吐き捨てるように言った。

「おもいだしたくないと言うと、おもいだすこともあるのですかな」

　水島に言葉尻じりをとらえられて、

「刑事さん、津田から慰謝料を取る方法はないかしら」

　清実がふと弱気な表情になって問いかけてきた。

「慰謝料と言うと、なにか被害を受けたのですか」

「騙だまされたのよ。私と結婚すると言って、マンションもいずれ私の名義に直すと約束しておきながら、結局なにも私にはくれなかったのよ。これじゃあただ乗りだわ。絶対にただ乗りはさせないからね」

「ただ乗りの慰謝料か。ちょっとその取り立ては難しいな。まして本人があの世に逝ってしまっては」

　河原がつぶやいた。

「慰謝料どころか、津田の細君からむしろあなたが慰謝料を請求されるかもしれないな」

　水島の言葉に、清実はぎょっとしたように、

「どうして私が慰謝料を請求されるのよ」

「細君の立場からみれば、あなたは泥棒猫で、津田の細君の権利を侵したことになるかもしれない」

　水島に脅されて、

「私の権利はどうなるのよ。私が津田の女房の権利を侵したと言うなら、もっともっと侵している女がいるわよ」

　清実はいきり立った。

「ほう、津田の細君の権利を侵しているというその女はどこのだれですか」

　すかさず問われて、

「何人もいるわ。刑事さんは先刻ご承知でしょう。でも、津田が公にしている女は大したことはないのよ。私も含めて、津田のおもちゃにすぎなかったわ。本当に津田の女房の権利を侵した女は一人だけよ」

「その女をおしえてください」

　水島につめ寄られて、清実ははっと我に返ったように、

「知らない。私はなんにも知らないわ」

　と慌てて口を閉じた。

「もし津田の細君があなたに慰謝料を請求したら、どうしますか」

「そんなもの私が払う義務はないわ。ほかの女につけまわしするわよ」

「つけまわし？　その女を知らなければつけまわしはできませんよ」

　水島がにじり寄った。

「その女が事件になにか関係があるの」

　清実が問い返した。

「大いにあります。その本命女性にべつの男がついていれば、三角関係になりますな」

「三角なんて笑っちゃうわよ。津田は多角形だったわよ」

「多角形にしても、本命の女性は一人だったのでしょう。あとはおもちゃだったとあなたは言った」

「津田の女房に聞いてちょうだい」

「聞いてみます。奥さんが知っていれば、あなたにではなく、本命の女性に直接請求するでしょう。でも、名義は直さないまでも、この億ションをあなたのために手当てしたことは事実ですからね。一般的にはあなたが本命に見える」

「いい迷惑だわよ。ただ乗りされた上に慰謝料を請求されたら、泥棒に追い銭だわ」

「本命の女性はこの写真の人物ではありませんか」

　水島は堂本和寿美の写真を清実に示した。和寿美こそ、津田を含めた四人の被害者の共通の接点である。

　だが、四人の上に君臨する女王としての和寿美と津田の男女関係は考えていなかった。松沢清実の事情聴取をしている間に、堂本和寿美を挟んだ真人と津田の三角関係があったとしても、少しもおかしくないことに気がついたのである。

　清実の顔色が動いた。

「この女性が津田の本命でしたか」

「私は会ったことがないわ。でも、津田が財布の中にこの女の写真を大切そうに入れていたのを見たことがあるわ」

「津田が射殺された後、彼が所持していたフェンディの財布の中にそのような写真はありませんでしたが」

　遺体と共に被害者の所持品はすべて証拠資料として捜査本部が保存したが、堂本和寿美の写真はなかった。

「そんなことは知らないわ。そのときたまたま持っていなかったのかもしれないわ。いつも同じ財布を使っているとは限らないもの」

「あなたがその女性の写真を見た財布はどんな財布でしたか」

「よくおぼえていないわ。革の財布だったわ。津田は革の財布が好きで、フェンディやナザレノガブリエリなど、いくつも持っていたわよ。あれはフェンディだったかしら」

　フェンディであれば財布は一致している。

「どうしてその女が彼の本命とわかったのですか」

「津田は女の写真なんか財布に入れないわよ。女の写真を肌身離さず持っているような男ではないわ」

「でも、持っていたんでしょう」

「だから、本命なのよ」

「津田がこの女性について話をしたことがありましたか」

「ないわ。でも、津田にとってその女は私たちとはちがうのよ」

「ちがうとは、どういうふうにちがうのですか」

「神様なのよ。女神ね。津田はたしかに私を気に入ってくれていたわ。でも、心の中では軽けい蔑べつしていたわ。津田は私の下半身しか愛していなかったわ。私だけでなく、女は男をだれでも受け入れられる箱かポケットぐらいにしかおもっていなかったのよ」

「女神と箱ですか。津田が堂本和寿美に会ったという証拠はありますか」

「においよ。津田がその女に会ったときは、私の知らない香水のにおいがしたわ」

「ほかの女の香水ではないのですか」

「ほかの女の香水なら、私にだって当てられるわよ。でも、あの香水はちがうわね。きっと調香師に頼んで、自分専用の香水を調合してもらっているのよ」

「におい以外に、なにか証拠がありますか」

「それだけあれば充分な証拠だわ。そろそろ美容院へ行く時間なんだけれど」




　松沢清実の証言によって、事件に意外な展望が開けてきた。碑文谷署捜査本部は水島と河原がくわえて来た聞き込みを検討した。

「津田が財布の中に堂本和寿美の写真を持っていたというだけでは、二人の関係を確定するには薄弱ではないのか」

　という消極的な意見もあった。

「なんの関係もない女性の写真を財布に入れておくことはない。和寿美と津田の間には特定の関係があったと見てよいのではないか」

　と見るのが捜査本部の大勢意見であった。

　だが、二人の関係を推定はできても、

「津田の財布の中に和寿美の写真を確認しない限り、二人の関係を確定することはできない。津田が射殺されたとき、所持品の中に堂本和寿美の写真はなかった。津田が狙撃されてから警察に通報されるまでの間に、周囲の人間が隠したとも考えられる」

　という意見が有力であった。

　写真の存在が確認されない限り、和寿美と津田の関係は松沢清実からの伝聞にすぎない。しかも、清実は写真の人物の名前を堂本和寿美と特定したわけではない。水島が示した和寿美の写真と同じ人物の写真を津田が財布の中に入れていたと証言しただけである。

　写真の存在は確認されないまでも、松沢清実が虚偽の証言をしなければならない理由はない。清実の証言には信しん憑ぴよう性せいがあると認められた。

　堂本和寿美と津田文吾の間に不倫の関係があれば、堂本真人に動機が生ずる。捜査本部は真人の任意同行要請を検討した。







　閉じられたオアシス
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　棟居は菅原と共に、再度「オアシス」へ足を向けた。牛尾が幕別町から持ち帰った一本の矢によって、津田文吾射殺事件は別件の様相を濃くしているが、栗山、伊崎、田原三名の殺害事件は依然として関連性濃厚である。三件に関わる三人の参考人の接点がオアシスであった。

　本宮桐子が仮定した仲介人はこのオアシスの客の中にいるかもしれない。二人は常連が集まりやすい日曜日の午後を狙った。だが、店内は閑散としていて、常連らしい客の姿が見えない。彼らの本命である四人の顔も見えない。

　棟居と菅原は栗山殺しの参考人として矢沢寛にこのオアシスで会っている。また町田署の有馬らは田原幹夫殺しの参考人家木路江に、同じ店で会ったという。

　店内には高雅なコーヒーの香りがこもり、クラシックの名曲がせせらぎのように流れている。二人はなにはともあれコーヒーをオーダーした。四人に会うのが目的であるが、この店のコーヒーは目的の一つに数えてもよい楽しみになっている。

　時間をかけて丁寧に淹いれたコーヒーが運ばれて来た。

「この店の近くに住んでいる人は、人生でまちがいなく大きな得をしていますね」

　菅原が目を細めてカップから立ちのぼるコーヒーの香りを嗅かいだ。

「つまり、この店から遠いところに住んでいる我々は人生で大きな損をしていることになりますね」

　棟居がうなずいた。

　二人はしばし本来の目的を忘れてコーヒーに没頭した。とりあえず一杯目をゆっくりと味わい、直ちにアンコールした。しばらく待ってみたが、目当ての四人の気配はない。

「矢沢さんや家木さんはよくお見えになりますか」

　棟居がカウンターのマスターに問うた。

「ああ、そう言えば最近はお見かけしないようですね」

　マスターがおもいだしたように答えた。

「見えない？　しかし、あの人たちはこの店のコーヒーがないと生きていけないようなことを言っていましたが」

「きっとお仕事が忙しいのでしょう」

「末次さんや星野さんはいかがですか」

「あの二人もここのところお見えになりません。お住まいが離れているとおっしゃっていました」

　矢沢と路江がこの近くに住んでいることはわかっている。だが、四人が足並みを揃えたように最近現われないということが気になった。

「最近というと、見えなくなってからどのくらいになりますか」

　菅原が問うた。

「正確に数えたわけではありませんが、一ヵ月くらいになりますか」

「一ヵ月も。あのコーヒー中ジヤ毒ンキーがこの店のコーヒーを一ヵ月も断っているとは信じられませんね」

「おおかたよそにもっとうまいコーヒーを見つけたのでしょう」

「コーヒーの味はコーヒーだけではありませんからね。食器、シュガー、クリーム、店の雰囲気、立地条件、客の顔ぶれ、その他もろもろの要素がオーケストラのようにトータルの味をつくりだすのではありませんか。あの四人は、この店のコーヒーでなければ生きていけないようなオアシスフリークになっていたのではありませんか」

「オアシスフリークは買いかぶりです。たかがコーヒーですから」

　マスターが苦笑した。

「ところで、常連の中に、片倉直義という人はいませんか」

「かたくら？」

「ご存じですか」

　二人は彼の面に視線を集めた。マスターの表情は動かない。

「いいえ、そういうお客さまはいらっしゃいませんね」

　マスターが答えた。

「そうですか。たぶんその片倉氏が矢沢さんや家木さんにこの店を紹介したのではないかとおもいましたが」

「いえ、矢沢さんも家木さんもたまたま店の前を通りかかって、ふらりと立ち寄ってからよくお見えになるようになりました」

「初めて来たのはいつごろですか」

「そうですね、お二人とも一年半ほど前になりましょうか」

「このお店が開店してからどのくらいになりますか」

「二年と少しです」

「比較的新しいですね」

「最近になって、ようやくぼちぼちお客さまがついてくださるようになりました」

　棟居と菅原は改めて新しいインテリアを見まわした。そろそろ常連が姿を現わしている。だが、その中には四人組の姿はない。

　彼らの住所はわかっている。この一ヵ月ほど姿を見せないという四人組が、今日に限って現われるということもあるまい。棟居はオアシスで彼らを待つことをあきらめた。

　最後にもう一杯コーヒーを注文して、オアシスを出た。

「あのコーヒーにありつけたのだから、まったく無駄足というわけでもありませんな」

　菅原がけっこう満足したような表情で言った。

「同感ですね」

　棟居がうなずいた。

　マスターはたかがコーヒーと言ったが、特定の店を人生の拠点としているような客のグループがあることも確かである。コーヒーに限らず、うまいものを食わせる店や、気に入った酒場などを中心にして贔屓客フアンの生活圏が形成される。

「あるアメリカ人が日本に来て、けつね（きつね）うどんの味に魅せられ、アメリカでのけっこうな職業と住居を放ほう擲てきして、家族を引き連れ日本へ移住し、けつねうどんの店の近くに住所を定めて英語講師をしながら、毎日けつねうどんを食っているという話を聞いたことがあります」

　菅原が言った。棟居もその話を聞いたことがある。

「凄すごい話ですね。けつねうどんに人生を賭かけたわけだ。本人はいいかもしれないが、家族はいい迷惑ですね。我々から見ると、無責任で自分勝手な生き方に見えますが、ある意味では自分に忠実な生き方ですね。だれでも心の奥にそのような願望があるとおもいますが、実際にはできません。どんなに好きでもけつねうどんやコーヒーのために人生や家族の生活をかけるわけにはいきません。それをしてしまうというところが凄いとおもいます」

「私も警察を辞めたら、あの喫茶店の近くに住んで、あの店に入り浸って暮らしたいなとふとおもいましたよ」

「たかがコーヒー、されどコーヒーですね」

　二人はオアシスから矢沢の住居へ向かった。オアシスからさほど離れていないアパートに矢沢は住んでいる。

　だが、彼のアパートに足を延ばした二人は、矢沢が一ヵ月ほど前に移転した事実を知った。移転先はだれも知らない。二人はいやな予感をおぼえた。

　さらに家木路江の住んでいたマンションに足を延ばして、彼女も矢沢とほぼ同じ時期に移転したことを確かめた。彼女の移転先も不明である。

　棟居と菅原は顔を見合わせた。不吉な予感が膨張している。

　棟居と菅原は、矢沢と路江の勤め先に電話をかけた。だが、矢沢は一ヵ月前に退社したということであった。路江はフリーの通訳ガイドであるが、ほぼ専属の形の旅行社では、この一ヵ月ほど彼女に連絡が取れなくて困っているという返事であった。

　両人申し合わせたように移転し、会社を辞めたり、消息を絶ったりしている。棟居と菅原は、末次雅俊と星野友信に連絡を取った。二人はそれぞれの住居にいた。

「最近、矢沢さんと家木さんには会っていません。オアシスにも行っていません。二人とは連絡を取っていないので、どちらへ移転したか知りません」

　末次と星野は口を合わせたように答えた。

「この一ヵ月ほど、末次さんも星野さんもオアシスにいらっしゃらないようですが、なぜですか」

　棟居と菅原が問うと、

「ちょっと家から遠いので、ついでがないと、わざわざコーヒー一杯を飲みに遠出をする気になりませんのでね。つい足が遠くなってしまいました」

　とこれも申し合わせたように答えた。

「片倉直義という人物をご存じではありませんか」

「知りません」

「オアシスで片倉氏に会ったことはありませんか」

「片倉という人物には会ったこともなければ、名前を聞いたこともありません」

　末次と星野はきっぱりと否定した。

「北海道の幕別という町に行ったことがありますか」

「まくべつ？　いいえ、そういう町には行ったことはありませんね」

「名前を聞いたことはありますか」

「ありません。北海道のどの辺にあるのですか」

「帯広の近くです」

「帯広は知っていますが、行ったことはありません」

「堂本和寿美と真人という人物をご存じですか」

「いいえ、それはどういう人ですか」

「堂本グループの会長と、堂本電機の社長です。和寿美氏はＨ市の市長でもあります」

「堂本グループの名前は聞いたことがありますが、二人には会ったこともなければ、名前を聞いたのもいまが初めてですね」

　結局、末次と星野に問い合わせても、知らぬ存ぜぬの一点張りで、なんの成果もなかった。

　矢沢と路江が申し合わせたように移転し、職場から消息を絶ったことは捜査陣の注意を惹ひいた。

　末次も星野も二人の行方についてはなにも知らないと言っているが、たがいに連絡を取り合っているかもしれない。知っていながら警察に対して黙秘したとすれば、彼らの行方を知られたくない事情があることになる。その事情は四件の殺人事件に関わりがあるものであろう。

「消息を絶ってまだ一ヵ月しか経過していない。失業保険の手つづきもまだ取っていない。住民票も移していない。いずれそれらの手つづきを取れば、おのずから消息もわかるだろう。まだそれほど騒ぎ立てる必要はないのではないか」

　という意見もあった。

　津田の狙撃事件が別件として切り離されつつある状況下で、四人組（四人の参考人）の協力（共謀）関係容疑もその分薄らいでいる。

　だが、棟居はコーヒージャンキーの彼らがオアシス圏内から立ち去ったことを重視していた。単なる移転であれば、旧住所や元職場に必ず移転先を残していくはずである。それがまったくないというところに、不穏当な作為を感じるのである。

「もしそうだとしても、彼らはなんのために行方を隠しているのか」

　という疑問が呈された。

「目的があるとすれば、ただ一つしか考えられません。四人組が関わっている四人の被害者の共通の接点である堂本和寿美です」

　棟居の言葉に捜査会議がざわめき立った。

「四人組と堂本和寿美とは直接の関わりはないが」

　那須警部が言った。

「四人組とはたしかに直接の関わりはありませんが、これまで殺害された四人の被害者は同じ中学の出身者で、在学中、堂本和寿美の子分でした。同中学で発生したいじめ自殺事件の首謀者が堂本和寿美であることは、ほぼ明らかになっています。四件の殺人事件の動機がいじめ自殺事件に関わっているとすれば、首謀者の堂本和寿美はまだ手つかずに残っています。四人組が直接関わっている四人の被害者はすでに殺害されていますが、彼らの共通の接点である堂本和寿美に対して、なにかを画策していると疑えるのではありませんか」

「しかし、四人組は四人殺しに対していずれもアリバイが成立しているよ。しかも、津田殺しは別件くさい」

「四人組に揃ってアリバイがあることがどうも釈然としません」

「それはアリバイ工作をしたということかね」

「彼らのアリバイは疑う余地がありません。四人の被害者には四人組以外にいじめに遭って自殺した生徒の父親、片倉直義という人物が恨みを持っています。つまり、片倉と四人組は四人の被害者に対して動機が複合していることになります。片倉の消息は北海道幕別町を最後に絶えています。もし片倉と四人組の間に連絡があれば、片倉の息子を殺したに等しい首謀者の堂本和寿美を最後の標的として狙っているかもしれません」

「消息を絶った矢沢、家木と片倉が共謀しているというのかね」

「少なくともその三人の消息不明には共通の意図が疑われます」

「それは飛躍しすぎではないか。いじめ自殺事件は十五年前に発生しており、四人組と四人の被害者を結ぶ事件はそれぞれ発生時期がちがっている。四人組が同一喫茶店で知り合ったとしても、片倉との間には接点がない」

　棟居は桐子が仮定した仲介者をおもい浮かべた。だが、片倉を仲介者と想定しても、彼らの間に接点は生じない。片倉がオアシスの客でないことは、オアシスのマスターから確認したばかりである。

「末次と星野は従来の住所にいるんだね」

　那須が言った。

「両人に会って来ました」

「四人、片倉を含めて五人が連絡を取り合っているとすれば、そのうち末次と星野も動き出すかもしれないな」

　那須の窪くぼんだ眼がん窩かの奥の目が光った。

「二人を監視してみますか」

「いや、推測だけで捜査本部の人員を無期限に割くわけにはいかない。末次、星野よりもオアシスという喫茶店が気になるな」

　那須のさりげない言葉に棟居ははっとした。那須の言葉に重大な見落としを指摘されたような気がした。

　四人組の接点はオアシスである。桐子が言った仲介者もオアシスにいるのではないかと考えた。仲介者はオアシスにずっといたのではないのか。目の前に当の仲介者を見ていながら、盲点になっていた？　そんな盲点があったか。

　棟居の集中した意識に閃せん光こうが走った。

「マスターだ」

　棟居はおもわずうめいた。四人の接点として、オアシス以上にマスターがいた。四人の仲介者としてマスターほど恰かつ好こうの位置にいる者はいない。仲介者が片倉であれば、マスター即片倉となる。その想定を阻むネックはない。

　マスターが片倉であれば、四人組と十五年前のいじめ自殺事件は結びつく。いじめ自殺事件を原点として、四人の加害者たちが十五年後、相次いで殺害されたタイム・ラグも、マスターと四人組がオアシスで出会った時期を考え合わせれば説明がつく。

　片倉が幕別町から去ったのは三年前、オアシスが開店したのは二年と少し前である。これも時期的に符合している。マスターは片倉を知らないと答えた。だが、彼が真実を述べているという保証はない。

　また、彼が自分の素性について噓をついたとすれば、四人組との関連、および三件（当初は四件）の殺人事件との関連を疑わざるを得ない。

　棟居は自分の発想を披ひ瀝れきした。片倉直義がオアシスのマスターではないかという発想は、捜査本部に波紋を描いた。もし棟居の着眼が的を射ていれば、片倉と四人組の間に接点が生じる。これは決して無視できない。

　マスターの素性を調べる方が、末次と星野に無期限の監視をつけるよりもはるかに直接的である。
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　棟居と菅原はオアシスに飛んだ。だが、二人はマスターに会えなかった。オアシスの前に立った二人は、一瞬啞あ然ぜんとして声を失った。オアシスのドアはロックされていた。ドアに「CLOSED」という札が掛けられ、「当分の間休業いたします」と書かれたノーティスが貼られている。

　棟居と菅原がオアシスを訪れたのは一昨日である。そのときマスターは二日後から店を当分閉めるとは一言も言っていなかった。

　二人がドアの前にたたずんでいると、客が来て、

「定休日以外に休むことはなかったんだがなあ。マスター、急病か怪我でもしたのかな」

　と首をかしげた。棟居は常連らしい客を呼び止めて、

「定休日はいつですか」

　と問うた。

「毎週水曜日です。開店以来、定休日を除いてほとんど毎日来ていますが、これまで突然、無期限に休んだことはありませんでした」

　と常連は答えた。

「常連に事前になんの通告もなかったのですか」

「ありません。この店のコーヒーがこれからしばらく飲めなくなるかとおもうと、生きている喜びの一つが減ります」

　常連は悲しげな顔をした。

「マスターの名前をご存じではありませんか」

「そう言えば名前を聞いたことはなかったな。マスターで通っていましたから」

　常連はいま初めて気がついたような顔をした。

「片倉という名前は聞いたことがありませんか」

「かたくら……さあ」

　常連は首をかしげた。

　これまで休んだことのないマスターが、突然無期限の休業をした。棟居と菅原の訪問がその理由になったと考えざるを得ない。つまり、片倉は捜査の触手が伸びてきた気配を逸いち早はやく察知して、姿を隠したのではあるまいか。

　オアシスの突然のクローズと、マスターの韜とう晦かいは、矢沢と路江の消息不明と照応している。その照応の先に、棟居は堂本和寿美を見ていた。

　だが、和寿美の身辺になんの事件も発生していないのに、棟居の個人的な予測だけで手配するわけにはいかない。棟居は復ふく讐しゆう者たちが協力して張りめぐらした広大な網が、加害者の元凶とも言うべき存在に向かって絞り込まれていく気配を肌で感じ取っていた。

　これに対して四署に設けられた各捜査本部は連絡会議をもって共助捜査に合意したものの、碑文谷署捜査本部が津田殺害を別件として独自の捜査を始めてから、共助関係が崩れている。

　民間外交によって情報は交換されているものの、共助捜査は有効に作用していない。

　その後、町田署捜査本部においては捜査は壁に打ぶち当たり、完全に膠こう着ちやくしている。代々木署、新宿署、各捜査本部においても状況はほぼ同じである。碑文谷署のみ、被害者、堂本夫婦の三角関係が疑われて活気づいているが、真人の任意同行要請までに至っていない。

　家木路江の突然の失しつ踪そうは、町田署捜査本部を動揺させた。だが、彼女のアリバイは成立しており、一ヵ月、消息が不明になっているからといって指名手配はできない。

　まして、路江は旅行が専門のガイドである。旅行社を通さず個人的に客をエスコートして長期の旅行をしているかもしれない。

　状況は矢沢寛も同じである。一ヵ月、消息を絶ってもなんの罪にもならない。彼らはべつに被疑者でもなければ、刑事被告人でもない。どこへ、どれほど長く行こうと自由である。

　三人の消息不明者のうち最も疑わしいのは片倉直義である。四人組が四人の被害者に対して個別の恨みを持っているのに対して、片倉は四人の被害者と、彼らの黒幕である堂本和寿美に共通する恨みを持っている。つまり、五人を恨んでいるのは片倉一人である。

　だが、十五年前の恨みから、報復を企たくらんでいるかもしれないという理由で逮捕状は取れない。

　被害者同盟による前代未聞の復讐の気配が刻々煮つまっている気配を肌で感じながら、各捜査本部は身動きできない状況に陥っていた。
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　碑文谷署捜査本部の水島と河原は、執しつ拗ように津田文吾と堂本和寿美の関係を追っていた。彼らの関係を証明できれば、堂本真人に対して任意同行を要請できる。真人を任意同行しないことには突破口は開けない。

　松沢清実の新証言も捜査会議を動かす力にはならなかった。

　だが、水島は確実に捜査の歩を進めている感触を得ていた。女の勘は鋭い。清実が嗅かぎつけた津田と堂本和寿美の関係は、勘ちがいや誤解ではない。

「足があったな」

　捜査会議において、堂本真人の任意同行要請は時期尚早と決定されて壁に打ち当たった捜査本部で、水島は獲物の臭跡を嗅いだ猟犬のように鼻を蠢うごめかした。

「足がどうかしましたか？」

　河原が水島のつぶやきに耳聡ざとく反応した。

「足だ、足だよ。ボディガードはまいても、足は必要だ。津田も歩いて女に会いに行ったわけではあるまい。津田の運転手からも事情聴取はしているが、もっぱら狙撃事件についてだった。津田が堂本和寿美と忍び会っていれば、運転手が知っているかもしれない」

「車を乗り換えませんか」

　河原は捜査一課小林班の若手捜査員であるが、所轄のベテランである水島に一目置いている。

「ヤクザの幹部は町のハイヤーやタクシーにはめったに乗らないよ。車自体が狙撃に備えて装甲車のように強化されているからな。ボウガンで射殺されたのも、車から降りたときだった。運転手が堂本和寿美と忍び会った場所を知っているかもしれない」

「ボディガードの山内はどうでしょう」

「もちろん山内にも聞いてみるが、たぶん彼は知らないね」

「どうしてですか」

「忍び会う相手が堂本和寿美なら、きっと最小限の人数で来るように要求したはずだ。足は仕方がないにしても、無粋なボディガードの同行を堂本和寿美はいやがるだろう。いまや関東門伝会に敵対組織はなく、津田を脅かす切迫した危険はない。政治家が女に会うときもＳＰはまくよ。政治家とヤクザ、似たようなもんだからね」

　水島は皮肉っぽく笑った。

「早速、運転手に当たってみましょう」

　河原もその気になった。

　津田の死後、彼が率いていた津田組は、おおかた親組織の関東門伝会に吸収されていた。子分約百人中、その一割がそれを機会に足を洗った。

　津田の専属運転手であった堀ほり川かわは、津田組の解散（門伝会への吸収）と同時に、都内のハイヤー会社に転じていた。

　もともと堀川はヤクザではなく、以前別荘の管理人をしていたところ、たまたま別荘へ遊びに来た津田に気に入られて専属運転手になったのである。

　参さん宮ぐう橋ばしにあるハイヤー会社の営業所でようやく堀川がつかまった。

「あの事件については、もうすでにお話し申し上げましたが」

　堀川はうんざりした表情を隠さなかった。

「今日はそのことで来たのではありません。お手間は取らせませんよ。用がすめばすぐに帰ります」

　水島は如才なく言った。だが、言外に、素直に話してくれないと長引くかもしれないぞと恫どう喝かつしている。

「どんなことでしょうか」

　堀川は仕方なさそうに姿勢を改めた。

「手短にお尋ねします。津田は生前、この女性と会っていませんでしたか」

　堀川の前に水島は堂本和寿美の写真を差し出した。なにげなく写真に目を向けた堀川の顔色が動いた。やはり水島の着眼は的を射ていたらしい。

「どうやら心当たりがおありのようですな」

　水島と河原に顔を覗のぞき込まれて、堀川は、

「運転手は雇い主をどこへ運び、だれに会ったかいちいちおぼえていません。運転手は人間ではありません。主人を運ぶ足であり、車の一部にすぎません。見ざる聞かざる言わざる。これが運転手の鉄則です」

　と言った。

「ごもっとも、ごもっとも」

　と水島はうなずいてから、

「しかし、雇い主が殺されて、犯人を捜査していても一切協力せず、見ざる聞かざる言わざるですか。雇い主が生前だれに会っていたかは、犯人を探す大きな手がかりになります。運転手の鉄則は雇い主の利益を守るためにあるのでしょう。雇い主を殺した犯人捜査に協力せずだんまりを決め込んでいては、むしろ運転手の倫理に反するのではありませんか」

　と問いつめた。堀川は反はん駁ばくできなくなった。

「協力していただけませんかな。あなたの証言が事件解決の重大な鍵かぎになるかもしれません」

　水島につめ寄られて、

「わかりました。たしかに社長のお供をして、この女性の家に行ったことがあります」

　堀川はついに認めた。

「この女性にまちがいありませんか」

「まちがいありません。何度か直接顔を見ましたから」

「津田を運んで行った女性の家はどこにありましたか」

「熱あた海みです。この女性の別荘が熱海にありまして、そこに何度かお供しました」

「山内も一緒でしたか」

「いいえ、熱海へ行くときはいつも私一人がお供をしました」

「津田から口止めをされましたか」

「されました。社長が彼女と会っていることは、絶対だれにも口外してはいけないと固く口止めされました」

「津田が彼女と会っている間、あなたはどうしていたのですか」

「泊まらないときは、二、三時間、熱海市内で時間を過ごして、社長をお連れして帰りました。お泊まりになったときは、いったん私だけが東京へ帰り、翌日お迎えにあがりました」

「どのくらいの頻度で会っていたのですか」

「大体一月に一度か三ヵ月に二度ぐらいでした」

「会う日は決まっていましたか」

「いいえ、不定期でした」

「津田が彼女と会っていたことを、あなた以外に知っている人間がいますか」

「私が社長付きになってから三年ほどになりますが、たぶん私以外にはいないとおもいます。以前のことは知りません」

　水島は四年前に矢や栗鼠りす事件が発生したことをおもい合わせた。

　二人の関係はかなり古いものであろう。もしかすると中学時代からの関係かもしれない。

「あなたはこの女性の素性を知っていますか」

「いいえ、知る必要がありませんので。関心もありません」

「津田が会いに行ったとき、女性には同行者がいましたか」

「秘書らしい若い女性が一人ついていました」

「熱海の別荘のある場所はおぼえていますね」

「もちろんです」

「これまでどうしてこのことを黙っていたのですか」

「社長から口止めされていましたし、事件には関係ないとおもっていたからです」

「あなたはその女性と言葉を交わしたことがありますか」

「一度だけあります」

「どんなことを話したのですか」

「ご苦労さまと言われて、心付けをいただきました」

「それだけですか」

「それだけです」

　津田の運転手の証言によって、ここに津田と堂本和寿美の関係はほぼ確定した。

　堂本真人は津田文吾に対して動機を持っていた。署内には、妻の不倫は必ずしも夫の犯行動機に結びつかないと危ぶむ慎重意見もあったが、捜査本部は堂本真人に対する任意同行要請を決定した。
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　堂本グループの商圏は埼玉県を中心に、関東、中部全域、および東北地方の南部、近きん畿き地方の一部にわたっているが、本社機構は東京にある。堂本グループの発祥の地ともいうべきＨ市では、警察署も堂本の息がかかっていると見なければならない。

　堂本真人は毎月第三火曜日に、火曜会と称するグループの社長会議に出席するために上京して来る。会長の和寿美は市長を兼任しているので不定期に同行する。捜査本部は真人の上京日を狙って、任意同行を要請することにした。

　十月十九日第三火曜日正午、港みなと区く赤あか坂さか二丁目にある堂本ビルに碑文谷署および赤坂署の捜査員十二名が出向き、堂本真人に任意同行を要請した。

　一行は正午に終わる社長会議に合わせて、同社ビル内のラウンジで待機していた。一同を代表して水島が、

「津田文吾狙撃事件についてお聞きしたいことがありますので、ご同行願います」

　と告げると、真人の表情が一瞬硬直した。

　真人はその場からあらかじめ捜査本部が確保キープしておいた最寄りのホテルの会議室に連行された。中央政界にも影響力を持っている大物であるので、捜査陣としても任意性の確保に最大限の神経を遣っていた。

　真人の事情聴取に当たったのは現場の捜査指揮を執っている小林警部である。これを所轄から水島、捜査一課の河原が補佐した。また真人をマークするきっかけを発見した牛尾が、新宿署から応援として事情聴取に同席することになった。

「本日はご多忙のところをご足労いただいて恐縮です」

　小林警部は低姿勢に切り出した。

「突然のお呼び出しで面食らっています」

　真人は最初のショックから立ち直っているらしい。

「ご多忙のお身体なので、早速用件に入らせていただきます。あなたはボウガンの趣味がおありですね」

　すでにその点は調べがついている。

「趣味というほどのものではありませんし、最近はやっていません」

　真人は仕方なさそうにうなずいた。

「ご謙けん遜そんですな。大学時代、全国大学洋弓大会で準優勝された腕前と聞いております」

　小林の言葉に、真人は警察がそこまで調べていることに驚いたようである。

「昔の話です。腕は錆さびついてしまいました」

　真人は言った。

「いやいや、かなりの腕前と聞いておりますよ。幕別ではボウガンで栗鼠を一発で射止めたそうですな」

　小林のさりげない言葉に真人ははっきりと顔色を変えた。その反応を水島、河原、牛尾の視線がしかと見届けている。

「ボウガンがどうかしましたか」

　顔色の動揺を意志の力で抑えた真人は問い返した。

「津田文吾をご存じですか」

　小林は追い打ちをかけた。

「つだ？」

「六月十二日午前零時過ぎ、目黒区内で射殺された関東門伝会の若頭補佐、津田組の組長です」

「暴力団の抗争には関係ありません」

「暴力団の抗争と決まったわけではありませんよ」

　すかさず小林に切り返されて、真人は束の間言葉に詰まったが、

「ヤクザが殺されたのですから、てっきり抗争だとおもったのです」

　と言い逃れた。

「津田はボウガンの矢で射殺されました。暴力団はボウガンなどは使いません」

「なるほど、そういうことだったのか。これはとんだお笑い種ぐさだ。あんた方、この国にボウガンを射る人間がどのくらいいるか知っているのかね」

　真人は居丈高になった。

「ボウガン人口は知りませんが、津田文吾をボウガンで射殺したのは暴力団ではありません」

「だからといって、どうして私のかつての趣味と結びつけるのかね」

「参考までにおうかがいします。六月十一日夜はどちらにおられましたか」

　小林は一気に核心に切り込んだ。

「それはアリバイかね」

「多少とも関わりのある方にはすべてうかがっています。捜査のための情報収集とご理解ください」

「ヤクザとはなんの関わりもない。これではまるで犯人扱いではないか。きみたち、なんの権限があって私を呼びつけ、無礼千万なことを聞くのだ。警察には知っている人間もいる。あとになって捜査の手ちがいや勘ちがいではすまないよ」

　真人は警察への影響力を誇示して恫どう喝かつした。

「奥さんは津田文吾と密ひそかに交際していました。月に一回か、三ヵ月に二回の頻度で熱海の別荘で会っていたことを確認しております」

　小林警部は切り札を突きつけた。

「そ、それが、私にどんな関係があるんだ」

　問い返した真人の言葉が滞った。

「関係ないとは言えないのではありませんか。あなたの奥さんが不倫の関係を結んでいた津田がボウガンで射殺されたのです。そして、あなたはボウガンを射る……」

　小林は一気に迫った。

「知らない。おれにはまったく関係ない。家内がだれと不倫をしていようと、おれは知らない」

　真人は言葉遣いを崩して、土俵際で抵抗した。

　小林に目配せされて、水島があらかじめ用意していた二本の矢を取り出して、真人の前に置いた。

「この矢をご覧ください。いずれもボウガンの矢です。一本は津田を射殺した矢、もう一本は堂本家の別荘がある幕別町で大きなニュースになった矢栗鼠の背中に突き立っていた矢です。見る通り、まったく同じ形状の矢ですね。つまり、この二本の矢は同じ射手が射たものと推定されます」

「おれは知らんぞ。おれの名前でも書いてあるのか。おれが射た矢だという証拠がどこにある。弁護士を呼べ。おれはもうなにも話さん」

　真人は開き直ったように口をつぐんだ。




　その日の事情聴取では真人を仕留められなかったが、それはあらかじめ予想されていたことである。仕留め損なったが、手て応ごたえは充分であった。真人はアリバイを申し立てられなかった。

　だが、矢や栗鼠りすの射手が真人と証明されても、直ちに津田殺しの犯人とはならない。同じボウガンを用いてべつの射手が射ることもできる。

　捜査本部は最右翼の容疑者に肉薄しながら、一歩の詰めを欠いていた。







　セキュリティのパスキー
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　碑文谷署捜査本部の展開は、他の三捜査本部に波紋を描いていた。堂本真人を落とせば、四件の殺人事件中、津田殺しは別件として切り離されてしまう。

　一ヵ月後、事件は予想外の展開を示した。いや、予想されていたと言うべきであろうか。予想されていながら、防ぎようがなかった。

　十一月十六日午前九時三十分、堂本和寿美の秘書、長は谷せ川がわ満ま里り子こは港区南青山にあるマンション「青山フロイラインヒルズ」に和寿美を迎えに来た。この億ションは堂本グループの持ち物であり、その最上階のスペースは会長上京時の専用宿所とされている。

　和寿美はこのマンションが気に入っていて、上京時はホテルへ行かず、フロイラインヒルズに泊まる。最上階のテラスに面する二十六畳の居間から俯ふ瞰かんする東京タワー方面の眺望が特に気に入っているようである。

　このマンションには都内にあるグループ企業の社長や重役が入居している。館内には一流ホテルやレストランと遜そん色しよくのないダイニングルーム、ラウンジ、バーなどがあり、引き抜かれてきた和洋中の料理人やバーテンダーが控えていて、入居者のリクエストに応じて料理を調進する。ルームサービスも可能である。

　一般入居者や訪問者は一階正面玄関をオープンカード、もしくは玄関脇に設けられているルームナンバーボタンを押して、入居者にドアを開いてもらって入る。

　正面玄関を入ると、玄関ロビーの真正面に守衛室があって、昼夜交替で守衛が常駐している。セールスマンなどが入居者やビジターが出入りするのを待ち伏せていて一緒に入館しても、ここで守衛のチェックを受ける。

　だが、和寿美はリモコンで開閉できる専用ガレージに車のまま入り、これまた暗証番号で動く専用エレベーターで最上階の専用居室に直行する。エレベーターを降りると金きん泥でいをまぶした専用スペースのドアがあって、セキュリティカードで開閉する。

　長谷川満里子は会長秘書として専用ガレージのリモコン、居室スペースのセキュリティカード、専用エレベーターの暗証番号をあたえられている。満里子は専用ガレージにＮ社に特注したサルーン車と運転手を待たせて、専用エレベーターで最上階へ上り、金泥をまぶしたドアの前に立った。

　予定の迎え時間まで一分ほどある。セキュリティカードを持っているが、ドアの前で一分待ち、腕時計を見てチャイムを押した。だが応答はない。いつもはチャイムとほとんど同時にドアが開く。

　満里子はちょっと首をかしげて、再度チャイムを押した。だが、依然としてドアは開かない。内部の気配が聞こえるような薄いドアではない。今朝は午前十時から赤坂の本社ビルにおいて、グループの社長会議が開かれる予定になっている。

　和寿美の夫の真人社長は赤坂のホテルに泊まっている。社長会議に出席するために夫婦が上京していながら、べつの場所に泊まっていることに、彼らの夫婦生活の内容がうかがわれる。

　ドアも開かず、応答もないので、満里子はノックをしても奥の部屋まで聞こえないとおもいながらも、遠慮がちにノックした。だが、まったく反応はない。

　昨夜は築つき地じの料亭で政界の要人と懇談して、帰って来たのが午後十一時ごろであった。満里子自身がここまで送り届けている。少しアルコールが入っていたので、あるいは寝過ごしたかもしれない。和寿美にしては珍しいことであった。

　そろそろ時間が厳しくなっている。満里子は意を決してセキュリティカードを取り出し、ドアを開いた。屋内は約百八十平方メートル、複雑な間取りになっているが、何度も会長を送って来て、勝手は知っている。

　ベランダに面して二十六畳の居間と十二畳の寝室が並んでいる。和寿美はそのどちらかの部屋にいるはずである。

　玄関を入り、奥の部屋に通じる廊下を進むと、二十六畳の居間の入口にコネクティングドアがある。満里子はそのドアの前に立って、

「会長、おはようございます。お迎えにあがりました」

　と室内に声をかけた。居間にいなければ、その隣の寝室ということになるが、居間と寝室の間にもコネクティングドアがあり、そこまで声が届かないかもしれない。応答も気配もなかった。

「会長、そろそろお時間が厳しくなっております」

　満里子は再度声をかけたが、なんの反応もない。

「失礼します」

　満里子はコネクティングドアを開いた。だが、居間に和寿美の姿はなかった。

「会長、お目覚めですか」

　満里子は寝室につづくコネクティングドアの前に立って再三声をかけた。寝室の中からも反応はない。

　満里子はおもいきってコネクティングドアを開いた。寝室にも和寿美の姿はなかった。ベッドを使用した形跡はあるが、主あるじの姿は見えない。バスルームを使っている気配もなかった。あるいはトイレットか。ふとおもいあたって満里子は寝室の中のつくりつけのワードローブを開いた。

　昨夜送り届けたとき身に着けていた花はな井い幸ゆき子こ特注のスーツが目に入った。ベッドサイドテーブルには、昨夜持っていたゲネのシンガポールワニのバッグが置かれている。

　満里子はダイニング、キッチン、洗面所、バス、トイレット、バルコニー、物入れまで探せる場所はすべて探した。探す場所がなくなったが、和寿美の姿はない。すでに社長会議の始まる時間が迫っている。

　和寿美が昨日身に着けていた衣類や所持品はすべて室内に残されている。代替の衣類にも消えているものはない。昨日履いていたカサンドレ特注の靴もそのまま残されていた。

　室内はまったく荒らされていない。満里子は部屋の主が外出したのではないことを悟った。満里子が迎えに来る前に和寿美が外出するはずもない。和寿美も今日の社長会議の予定は承知している。それに出席するために上京して来たのである。

　満里子は本能的に会長の身になにか異変が生じたのを悟った。異変は満里子が和寿美を昨夜十一時ごろ送り届け、今朝九時三十分に迎えに来るまでの間に発生したことになる。だが、一体どんな異変が起きたというのか。

　このマンション自体、何重ものセキュリティシステムが張りめぐらされている上に、和寿美の居室に入るためには専用ガレージのシャッターを開くリモコン、専用エレベーターを使用するための暗証番号、居室の玄関ドアを開くセキュリティカードという三重の保安システムを通り抜けなければならない。これをパスできる者は和寿美本人と満里子の二人だけである。

　考えられる可能性は和寿美の顔見知りの者が昨夜十一時以後訪問して来た場合である。和寿美の許可があれば、マンションに入ることはできる。だが、彼女を連れ出していれば、正面玄関の守衛の目に留まっているはずである。

　満里子は早速、守衛に問い合わせた。

「いえ、昨夜から今朝にかけて、会長にビジターはございません」

　守衛は断言した。

　残る可能性はただ一つ、和寿美自身が専用エレベーターに乗って、専用ガレージから外出した場合である。だが、彼女の専用車は昨夜満里子が和寿美を居室に送り届けてから、今朝運転手と共に迎えに来るまでガレージには停めていない。

　専用ガレージには昨夜、スペアの車も停めてなかった。すると、和寿美はガレージから抜け出して、外で車を拾ったのか。それにしても、衣類や所持品や靴がそのまま居室に残されているのはどう説明するか。「誘拐」という言葉が満里子の頭に浮かんだ。

「まさか」

　満里子は慌てて自分の想像を打ち消した。だが、会長が社長会議を目の前にして、秘書にも知らせず外出するほど無責任ではないことを満里子は知っている。すると、会長の所在不明は彼女の意志によらないものであることが推測される。

　会長はなに者かに強制的に拉ら致ちされたのではないだろうか。不安が急速に脹ふくれ上がった。なにはともあれ、社長会議には間に合わないことを連絡しなければならない。もしかすると、なんらかの理由があって、会長が一人で社長会議に向かったのかもしれない。満里子は一いち縷るの望みを託して、本社に連絡を取った。

　だが、和寿美は本社にも出社していなかった。

「会長がお見えにならないので、あなたに連絡を取ろうとおもっていたところだった。一体、会長の御身になにがあったというのかね」

　社長会議の世話役を務める総務課長はうろたえた口調で問うた。

「私にもわかりません。会長のマンションにお迎えに上がりましたら、会長のお姿が見えないのです」

「そんなはずはない。バスでも使っておられるのではないのか」

「バスもトイレットも、物入れの中まで、探せる場所はすべて探しました。でも、どこにもいらっしゃいません」

　満里子は泣き出したくなるような気持ちを堪こらえて言った。

「きみがついていながら、会長のお姿が見えないではすまされないぞ」

「今朝午前九時三十分にお迎えに上がりましたら、いらっしゃらなかったのです。昨夜十一時ごろお送りしてから、どこかにお出かけになったようです」

「お出かけって、きみは秘書でありながら、会長のお出かけ先を知らないのか」

「会長は、もしかするとご自分の意志でお出かけになったのではないかもしれません」

「それはどういう意味だね」

「だれかに無理やりに連れ出されたのかもしれません」

「なんだって」

　総務課長の声が高くなった。

「会長が私に知らせずお出かけになることはありません。室内になんのメッセージも残されておらず、衣服や所持品もそのままになっています」

「とにかく会長が立ち寄られるような先をすべて当たってみよう。このことはきみ以外に知っている人間はいるのかね」

「課長だけです。守衛には問い合わせただけで、まだ事情は話していません」

「事態がはっきりするまではだれにも話さないように。とにかく社長会議には会長が遅れるとだけ伝えておこう」

「私はどうしましょう」

「指示するまで、そこにいるように。会長が戻られるかもしれないからな」

　だが、八方心当たりを探しても、堂本和寿美の所在は不明であった。連絡もない。

　定例の社長会議はそのまま緊急会議となった。午後三時を過ぎてもなんの音おと沙さ汰たもないので、グループの首脳陣は事態が深刻なことを認めた。もはや堂本和寿美が自分の意志によらず、消息を絶っていることは明白である。

　だが、もし誘拐であれば、犯人からなんらかの連絡があるはずである。犯人の意図はまったく不明で、いたずらに不安を促した。

　警察に届けるべきか否かで、会議は侃かん々かん諤がく々がくとなった。

「会長がプライベートな用事で一時的に所在を不明にしているのであれば、早合点して警察に届け出て、会長に御迷惑をおかけしないか」

「今日の会議に出席を予定されている上に、会議開始後五時間も経過しているのになんの連絡もないということは、会長のご性格からして考えられない。もし犯人の動機が怨えん恨こんにあるとすれば、会長の生命の安全も危ぶまれる。もはや逡しゆん巡じゆんしている余裕はない。一刻も早く警察に届け出るべきだとおもう」

　会議は真っ二つに割れたが、結局、届け出るということに決議された。会長の安全確保が最優先である。

　通報を受けた管轄警察署では、失しつ踪そう者が堂本グループの総帥であり、中央政界や警察の要路にも人脈のあるＶＩＰなので、背後関係を疑った。失踪の状況にも不可解な点があるので、警視庁に連絡を取り、急きゆう遽きよ、被害者対策班を編成した。

　まだ犯人側からなんの連絡もなく、誘拐と確認されたわけではない。誘拐と見て捜査開始後、数日して失踪者が帰って来た例もある。

　だが、失踪者の性格や社会的地位からして、社長会議開催日に自分の意志で突然蒸発するということはまず考えられない。

　最も可能性が大きいのは、失踪者の経済力から身代金目的の誘拐であるが、犯人側からなんの要求もない。犯人の目的が身代金にはなく、被ひ拐かい取しゆ者しや本人にある場合は生命の危険がある。

　だが、犯人の目的がなににせよ、堂本和寿美の失踪が本人の意志に基づかない場合は、いかにして現場から本人を連れ出したかという問題が立ちはだかる。

　拐取（誘拐略取）犯人が本人の顔見知りでなければ、三重のセキュリティを突破することはできない。この点から、犯人は和寿美の顔見知りではないかと推測された。

　現場には抵抗した形跡や争った痕こん跡せきはない。物色痕跡も認められない。秘書の長谷川満里子の証言によれば、外出に必要な衣類、所持品、履き物等はなにも失われていないということである。

　もし本人自身の意志によって失踪したとしても、おそらくは寝巻か部屋着を着ただけで、金も持たず、履き物もサンダルを突っかけた程度で出かけたことになる。それはあり得ないことである。

　事態を重視した警視庁は、被害者対策班を犯人からの連絡に備えて現場マンションに秘匿潜入させると同時に、警視庁捜査一課に対策本部を設置し、赤坂署に署長を長とする現地指揮本部を開設した。

　対策本部では庶務班、指揮班、捜査班、報道対策班、通信班を編成し、現地指揮本部と緊密な連携を取りながら、犯人からの連絡に備えた。

　だが、翌日になっても本人および犯人からはなんの連絡もなかった。対策本部は堂本和寿美が誘拐以外の犯罪、あるいは事件に巻き込まれた可能性を考慮して、捜査一課員を増強すると共に、機動捜査隊の応援を得て現場を中心に捜査範囲を半径一キロに拡大して、聞き込み捜査、および付近の暴力団関係者、素行不良者、変質者、不審者などの内偵を始めた。

　また本人は社会的影響力の大きいＶＩＰでもあり、マスコミ各社に事件の概略ブリー説明フイングを行なって、本人の生命の安全を第一として報道自粛を要請した。

　堂本和寿美失踪の情報は警察無線を通して、ほとんどリアルタイムに代々木署、新宿署、碑文谷署、町田署各捜査本部に達した。

　各捜査本部はその情報に愕がく然ぜんとした。各捜査本部事件の四人の被害者の接点に立っている堂本和寿美が失踪した。

　彼女は四人の被害者の殺害動機と疑われた十五年前のいじめ自殺事件の黒幕と目されていた人物である。四人を殺した犯人の動機がいじめ自殺事件にあるとすれば、犯人はまだ最終目的を達していない。

　堂本和寿美の安全が危き惧ぐされていた折も折、彼女は突然失踪した。まだ略取誘拐と確定したわけではないが、非常にその可能性が大きい。

　四件の殺人事件中、津田殺しのみ別件の色彩を濃くしていたが、和寿美が被害者と夫に挟まれての三角関係の中心人物であったことはまちがいない。四署捜査本部が危惧していたことが、ついに発生した。

　だが、まだ堂本和寿美は消息を絶っただけであり、四件の殺人事件に関連して誘拐されたかどうか不明である。対策本部では身代金目的の誘拐事件に発展する可能性が大きいと見ているようである。

　ともあれ、四署捜査本部は失踪者が関連性濃厚な四件の殺人事件の関係人物であることを、対策本部と現地指揮本部に連絡した。

　四署捜査本部から連絡を受けた対策本部と、現地指揮本部は緊張した。もし彼女が四件の殺人事件に関連して拐取されたのであれば、犯人の目的は身代金にはない。

　対策本部では、警察庁管区警察局に対して事件を報告すると同時に、本部各課、都内、都下各警察署に対する捜査指揮、指導、手配、連絡、応援を要請した。併せて他府県警察に対する手配、連絡等、捜査共助の要請を行なった。




　和寿美の失踪報告を受けた新宿署では末次雅俊、碑文谷署では星野友信の所在を確認したところ、両名ともそれぞれが経営するコンビニエンスストアとサテライトショップを休業して、その所在を不明にしていた。

　和寿美の失踪と時期を同じくして、矢沢寛、家木路江を含む四人の参考人が所在不明になった。

　棟居は矢沢、家木、末次、星野の所在不明が和寿美の失踪と決して無関係ではないとおもったが、彼ら四人組は和寿美のセキュリティを突破できない。

　和寿美が自らセキュリティを解いて四人組を迎え入れるはずがない。部内者のだれかが手引きしない限り、四人組は和寿美に近づけない。

　だが、現場に出入りできる者は本人と秘書の長谷川満里子だけである。長谷川は和寿美の信頼を得ている忠実な秘書であり、当夜、運転手と共に堂本真人が宿泊している赤坂の同じホテルに泊まったことが確認されている。

　運転手は暗証番号も知らず、セキュリティカードも持っていない。また運転手は和寿美の父の代からの子飼いであり、信頼できる。部内の手引き者はいないのである。片倉直義はなおさら和寿美に近づけない。

　棟居は四人組、片倉を含めて五人の所在不明が、堂本和寿美の失踪と関連性があると睨にらんでいたが、和寿美と五人を隔てる壁を崩すことができない。

　棟居の刑事としての嗅きゆう覚かくは、五人が堂本和寿美の失踪と一連の殺人事件に関わっていることを訴えているが、証拠はなにもない。矢沢と路江は二ヵ月、末次と星野はまだ数日、消息を絶っただけである。この程度の期間であれば、休暇を取って旅行しているのかもしれない。

　姿を晦くらますことは犯罪ではない。だが、彼らの行き先は和寿美の失踪と関わっている。棟居は凝じっと思案した。彼らと堂本和寿美を隔てる壁のどこかに抜け穴があるにちがいない。その抜け穴を発見しない限り、彼らと和寿美を結びつけることはできない。五人の指名手配も無理である。

　桐子は被害者と四人組の間に仲介者がいたと仮定した。だが、壁の抜け穴に仲介者はいないだろう。和寿美を取り巻くセキュリティの壁を通過できる者は、本人と秘書だけである。

　本当にそうであったか。壁を通過できる第三の人間がいたのではないのか。棟居の思案は次第にその一点に絞られてきた。

　秘書の長谷川満里子は第三の人間はいないと証言している。彼女の証言は信じられる。だが、それは満里子が噓をついていないというだけであって、彼女が知らない第三の人間がいなかったということにはならないのである。

　本人が秘書の知らないところで第三の人間にセキュリティカードや暗証番号をあたえているかもしれない。そして、その第三の人間が四人組プラス片倉にセキュリティのパスキーを渡した可能性も考えられる。

　だが、そんな第三の人間がどこに隠れているか。宙の一点を凝視した棟居は、はっとした。碑文谷署では津田文吾と堂本和寿美の不倫関係を確認して、和寿美の夫・真人に任意同行を求めた。真人はまだ自供はしていないものの、彼の容疑は極めて濃厚である。

　和寿美と津田の関係はかなり長いものらしい。和寿美が津田に対してセキュリティのパスキーをあたえていた可能性は大である。だが、津田が四人組プラス片倉にそのパスキーを渡すことは考えられない。津田と四人組プラス片倉は敵対関係にある。

　棟居の目が次第に光ってきた。津田と四人組プラス片倉を結ぶ仲介者はいないか。一見したところ、そのような仲介者はいそうにない。仲介者がいなければ、津田から奪うか盗んだということはないか。

　関東門伝会の若頭補佐として、また自ら一家を率いていた暴力団組長として、津田は常にボディガードに囲まれ、本人にも油断はなかった。津田からパスキーを奪ったり盗んだりするのは至難の業であった。

　津田が眠っているときや、抵抗力を失ったとき彼に近づければ盗めないことはない。津田自身が常に厚いセキュリティの壁によって守られている。敵性の者は彼に近づけない。

　津田のセキュリティが崩れ、抵抗力を失ったときがあったか。津田がボウガンで射殺されたとき、現場は混乱しており、死体からパスキーを奪うチャンスがあったかもしれない。

　だが、第三者が津田の死体に近づけば、現場に居合わせた松沢清実やボディガードや運転手の注意を惹ひいたであろう。ということは、死体に近づける者はこの三人だけということになる。

　清実は茫ぼう然ぜんと立ち尽くし、ボディガードは犯人を追って行った。残るは運転手一人である。

「運転手」

　水島は津田の専用車の運転手を問いつめて、津田と堂本和寿美の不倫の関係を突き止めたのである。

「運転手がいた」

　水島から得た情報によると、この運転手は以前、別荘の管理人をしていたのを津田にスカウトされたということであった。津田の死後、ハイヤー会社に転じたという。名前は堀川と聞いた。

　一瞬、棟居は視野に閃せん光こうが走ったように感じた。栗山利昭がレイプし、轢ひき逃げしたと疑われている被害者は堀川淑子である。父親の名前は誠造であった。堀川という姓は特に珍しい姓ではないが、それほどありふれてもいない。

　棟居は早速、碑文谷署の水島に連絡を取った。打てば響くように携帯電話に応答した水島に、

「相変わらずお元気のようですね。つかぬことをうかがいますが、津田文吾の専属運転手だった堀川のフルネームですが、堀川誠造と言いませんでしたか。言ごん偏べんの誠に之しん繞にようの造るです」

「そうですよ。堀川誠造、よくご存じですね。津田の運転手のフルネームまでは連絡していなかったとおもいますが」

　水島は驚いたようである。

「やはり堀川誠造でしたか」

　同姓同名の別人ということもあるが、その確率は極めて低い。

「堀川誠造がどうかしましたか」

　水島が問い返した。

　棟居から誠造の素性を聞いた水島は愕がく然ぜんとしたようである。さすがに頭の回転が速い。津田の運転手の堀川が堀川淑子の父親であった場合、一連の事件にどのような影響を及ぼすか、咄とつ嗟さに察知したようである。

「津田が狙撃されたとき、所持していた財布の中に堂本和寿美の写真はなかったそうですね。その写真を堀川が引き抜いたとは考えられませんか。堀川は事件発生時、現場に居合わせて、津田に近づけたはずです」

「あり得ますね。つまり、堀川は津田と和寿美の関係を知られたくなかったということですか」

「そうです。写真と一緒に和寿美の東京住居のセキュリティカードも引き抜いたかもしれません。ガレージのリモコンは運転手の彼が持っていただろうし、エレベーターの暗証番号も知っていたかもしれません」

「つまり、堀川は和寿美の住居にフリーパスで入れたということですね」

「堀川が入れたということは、彼からセキュリティ関係のパスキーや暗証番号をもらった者も入れることになります。和寿美の写真を一緒に引き抜いたのは、彼女と津田の関係を切り離して、和寿美を誘拐したときセキュリティの突破方法を不明にするためでしょう」

　和寿美と津田の間が切り離されていれば、津田が彼女のセキュリティカードや暗証番号を持っていることはわからない。

「直ちに堀川を調べてみましょう」

　水島の口調が静かな興奮を伝えてきた。

　ようやく突破口が見えかけてきた。堀川がセキュリティのパスキー等を津田から盗んでいれば、矢沢寛の手に渡った可能性が大きい。ここに四人組が和寿美の誘拐犯人である疑いが濃厚になってきた。だが、まだ状況証拠の域を出ていない。

　水島と棟居は誘い合わせて、まず松沢清実に会った。水島はすでに清実と面識がある。清実は以前よりは愛想よく彼らを迎えた。彼女の証言が津田の不倫パートナーの堂本和寿美を浮かび上がらせたことに気をよくしているらしい。

「刑事さん、今度はなにを聞きたいの」

　清実は出勤前の素顔で二人にコーヒーを勧めながら問うた。

「突然お邪魔してすみませんな。津田が狙撃されたとき、あなたと運転手とボディガードの三人が現場に居合わせたのですな」

　水島はいきなり核心に触れた。

「そうよ」

「ほかにはだれもいませんでしたか」

「いなかったわ」

「すでに何度も聞いたことですが、あなたはマンション玄関に茫然と立ち尽くし、ボディガードは矢が飛来したとおぼしき方向へ犯人を追って行き、運転手が倒れた津田のそばに駆けつけたのですね」

「そうよ」

「そのとき運転手はどうしましたか」

「津田を抱き上げるようにして呼びかけていたわ」

「そのとき運転手は津田の懐中を探っていませんでしたか」

「そんなこと気がつかなかったわ。突然のことで、もう身体も頭も痺しびれたようになっていたわ」

「それでは、もし運転手が津田の懐中からなにかを引き抜いたとしても、あなたにはわからなかったのですね」

「運転手がそんなことをするかしら。津田は堀川とかいった運転手をとても信頼していたわよ」

「津田の信頼はべつにして、運転手が津田の懐中からなにかを抜き取ろうとおもえば、抜き取れたのではありませんか」

「運転手がその気になればできたかもしれないわね。でも、すぐに山内が駆け戻って来たわよ」

「ボディガードが駆け戻って来るまで、どのくらいの時間がありましたか」

「時計を見たわけじゃないけれど、せいぜい一、二分ぐらいだったとおもうわ」

「一分もあれば抜き取れるでしょう」

「でも、なにを抜き取ったというの」

「あなたの目の前で抜き取れる可能性があるかどうかをお尋ねしているのです」

「可能性はあったわよ」

　堀川は清実の目の前（死角）でボディガードが犯人を追った一、二分ほどの空白に、津田（死体）と二人だけでいた。
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　棟居と水島は松沢清実の証言を得て、堀川に会いに行った。

　ハイヤー会社の営業所で堀川と会った水島は、初対面の棟居を紹介した。

「矢沢寛さんをご存じですね」

　水島から最初の尋問役を譲られた棟居は、質問の第一矢を放った。

「知っています。最近は会っておりませんが」

　堀川は予防線を張ったようである。

「矢沢さんはお嬢さんの婚約者だったそうですね」

「もう五年も前のことです。矢沢君は忘れているでしょう」

「矢沢さんに会いました。彼は決して忘れていませんね。お嬢さんのことも、お嬢さんを襲った不幸も」

　棟居の言葉は、彼らの関係や堀川淑子の不幸を棟居自身が知っていることを暗示している。棟居の予備知識が堀川にプレッシャーをかけているようである。

「矢沢君に会ったのですか」

「ヒートこと栗山利昭が殺害された事件について、矢沢さんに会いましたよ。その事件についてはご存じですか」

「大きく報道されていましたから、知っています」

「矢沢さんはお嬢さんを襲った犯人の顔を見ていました。犯人は二人組で、その一人の右の目め尻じりには小豆大の黒子ほくろがあって、一度見たら決して忘れない顔だと言っていました。栗山の右の目尻にもそんな黒子がありましたね」

「さあ、あまり興味がないのでよく見ていませんが」

「興味がない。栗山はお嬢さんを襲った二人組の一人ではないのですか」

「そんな証拠はありませんよ。あの事件は迷宮入りになりました。娘は悪魔に襲われたとおもっています」

「ところで、その栗山と津田が同郷で、同じ中学の同級生であったことはご存じですか」

「いいえ、知りません」

「それでは、あなたが水島さんに証言した津田の不倫パートナーの堂本和寿美さんも、津田と同郷、同窓で同級生ということは知っていましたか」

「いいえ、知りません。他人の身上や経歴には興味がありませんので」

「あなたの証言によると、津田は堂本和寿美さんと彼女の熱海の別荘で会っていたそうですね」

　堀川は仕方なさそうにうなずいた。

「津田は堂本和寿美さんと南青山では会いませんでしたか」

「いいえ、会っていません」

　堀川は首を横に振った。

「あなたは堂本和寿美さんの熱海の別荘に津田を送って行ったとき、堂本和寿美さんに若い女性秘書がついていたと証言しましたね。その秘書に尋ねれば、津田が南青山で堂本和寿美さんと会ったことがあると証言してくれるかもしれませんな」

「そ、それは、もし、そういうことがあったとしたら、べつの車で行ったのでしょう」

　堀川の言葉が少しもつれた。

「べつに津田が堂本和寿美さんと南青山で会ってもいいじゃありませんか」

　棟居に切り返されて、堀川は返す言葉に詰まった。

「あなたは津田と堂本和寿美さんが熱海で会った事実は認めていながら、どうして南青山で会ったことは隠そうとするのですか」

　棟居につめ寄られた堀川は、

「べつに隠してなんかいません。南青山のマンションにお送りしたことがないので、ないと言っているだけです」

「どうしてマンションとわかるのですか」

　棟居にすかさず問い返されて、堀川は失言に気がついたらしい。

「そ、それは、南青山にはホテルはないし、マンションだとおもったのです」

「まあ、いいでしょう。津田がボウガンで射殺されたとき、あなたは津田のそばにいましたね」

「はい」

「そのとき、津田が所持していたなにかを、あなたは矢沢さんに渡しませんでしたか」

「とんでもない。どうして私が津田社長の所持品を矢沢君に渡すのですか」

　穏やかだった堀川の口調が少し気色ばんだ。

「あなたが渡さなければ、矢沢さんは堂本和寿美さんに会うことができません」

「私は関係ありません。矢沢君からは娘が死んだ後、なんの音おと沙さ汰たもありません。津田社長の所持品を私が取るはずもなければ、取ってもいないものを会ってもいない矢沢君に渡すはずもありません」

　堀川は言い張った。堀川に否認されれば、確証がないだけにそれ以上追及できない。

　だが、棟居と水島は堀川が矢沢らにセキュリティの壁を乗り越えるキーを渡したという心証を得た。







　心の常連
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　堂本和寿美の失しつ踪そう後三日目に入っても、特に捜査の進展はなかった。犯人からは依然としてなんの連絡もない。

　失踪者はグループ企業の総帥であり、人口二十万を超える市の市長でもある。対策本部はこれ以上の非公開捜査は無理と判断した。

　十一月十八日午後八時、対策本部は報道自粛を解除した。その直後、堂本真人の携帯電話に一本の外線電話がかかってきた。相手は二人同時に話しているらしく、声の特徴が消えている。

「堂本和寿美の身柄を預かっている。人質を無事に取り戻したかったら、社長専用車をあんた自身で運転して、赤坂パークホテル前庭駐車場Ａ16番のスポットに来い。着いたらまた次の指示を下す。必ず一人で来い。同行者や尾行車がいるとわかったら、それ以上の連絡はしない」

　捜査陣は臍ほぞを噬かんだが、すでに報道自粛を解除した後である。

　つづいて和寿美の声が電話に出て、

「あなた、言われた通りにしてちょうだい。私は無事よ。特にひどい目にも遭っていないわ」

　と言うと同時に、電話は一方的に切られた。

　真人の携帯電話の番号は和寿美から聞き出したものであろう。二人の声を合成して話したのも、声紋対策であろう。犯人側の周到な準備が感じられた。

　ついに犯人から連絡がきた。捜査陣は殺気立った。だが、犯人から身代金の要求は一切ない。ただ、真人が単身で、犯人側が指定した車に乗って指示を待てというだけである。犯人側の意図は依然として不明であった。

　携帯電話の着信履歴を見ると、携帯電話からかけてきたらしい。通話後電源を、直ちに切ったらしく、架電者（発信者）の所在地を捕ほ捉そくできない。

　赤坂パークホテルは堂本グループの本社から五百メートルの距離にある。犯人は真人に単身で来るように指示した。当然のことながら、堂本グループの本社は犯人の監視の下にあるであろう。現地指揮本部は直ちに警視庁移動指揮班と連携を取り、直近配備捜査員六名、真人の身辺警護班四名、捕捉班十名、これに外周警戒班、遊撃班六名を同ホテルに秘匿潜行させた。

　指示通り、パークホテル前庭駐車場Ａ16番スポットに車を停めると電話が鳴って、犯人の合成音が、

「Ａ18番に停めてある車に乗り換えろ。あんたの携帯電話は社長専用車の運転席に残して行け。今後の指示はＡ18に停めてある車に連絡する。急げ」

　と指示してきた。Ａ18スポットには一見、路上に廃棄されたような老朽クーペが駐車している。クーペのドアを開くと、運転席に旧型の携帯電話が置いてある。タイミングを計っていたかのように着信音が鳴った。

「二四六号線を郊外に向かえ」

　犯人が端的に指示を下した。この乗り換えによって、秘匿同乗者を振り切れる。また架電場所を探知されない旧型の携帯電話を連絡手段にすることができる。

　だが、犯人は真人が護身用に携帯した武器のバッグについてはなにも言わなかった。言われた時点で手放してもともとと携帯していたが、クーペに持ち込めた。あるいは犯人の死角に入っていたのかもしれない。

　犯人の意図は依然として不明である。人質の生命の安全のために、身辺警護班も捕捉班も真人の車に近づけない。犯人がパークホテル前庭駐車場にいったん誘い出したのも、同乗者や尾行車の有無を確認するためであろう。

　犯人は指示の後、いちいち携帯電話の電源を切っているらしい。犯人は非通知で発信しており、着信履歴に発信者の番号は表示されない。これは利用者のためのサービスであるから、電話会社においては発信者がわかるはずであるが、真人にはそんな余裕がなかった。

　だが、犯人が携帯電話や自動車電話を使用している場合は、犯人の車も移動中であり、どこの中継所で中継されるかわからないので、相手の場所を把握するのは非常に困難となる。

　二四六号線を西へ向かった真人の車は、間もなく多摩川を渡って川かわ崎さき市に入った。

「ＪＲ南なん武ぶ線と交差した後、次の交差点を右折して、右手の大きな松の木の根元に車を停めて待て」

　と犯人から指示が来た。

　言われた通り次の交差路を右折して、右手に見つけた松の木の根元に停車した。通行車は疎まばらとなり、尾行は極めて困難となった。この間、犯人はまた尾行車の有無を確かめているのであろう。

　十分後、真人の不安が高まったとき、電話が鳴って、

「二四六へ戻り、西へ進め」

　と指示された。

　車は川崎市から横よこ浜はま市へ入った。おんぼろ車ではあるが、順調に走っている。東名高速道路の高架を潜くぐってしばらく行くと電話が鳴った。

「間もなく太鼓橋を潜る。橋を潜ったらこどもの国方面と書かれた標識に沿って左へ曲がり、道なりに進め」

　と指示された。
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　身辺警護班と犯人捕捉班の追尾は困難を極めた。真人の携帯電話に連絡してくれば、犯人の所在地を突き止めることも可能であるが、犯人は真人を呼び出した先で別の車両に乗り換えさせ、その車内にあらかじめ用意しておいたとおもわれる携帯電話に連絡してきた。これでは逆探知のしようがない。

　真人の車は神奈川県下に入り、青あお葉ば台だい駅付近で横道にそれた時点で見失ってしまった。だが、真人の車は見失ったものの、彼のクーペにつかず離れず前後して走行していた不審車両を、犯人捕捉班はマークしていた。さりげなく接近して偵察すると、車内には二人の男がいる様子である。

　一方、対策本部では真人が乗り換えたクーペのナンバーが照会されて、所有者が突き止められた。だが、所有名義人はべつの人間に該当車を譲渡していた。その人物に当たったところ、多摩川の河川敷に停めていたところ盗まれたということであった。

「なぜ盗難届を出さなかったか」

　と問うと、老朽車で廃車処分にしようとおもっていたところを盗まれたので、勿もつ怪けの幸いと黙っていたという。どうやら粗大ゴミとして違法に廃棄したらしい。

　犯人捕捉班は不審車両の捕捉を要請してきたが、対策本部では真人の車両を見失った以上、犯人一味と疑われる不審車両を下手に捕捉すれば、被拐取者（堂本和寿美）の生命に危険を及ぼす虞おそれがあることと、一味の全員逮捕が難しくなるところから、不審車両の追尾をつづけるように命じた。

　不審車両は神奈川県下を二四六号線から一六号線に入り、八王子市域から甲こう州しゆう街道を経由して都内に戻って来た。同日深夜に至って、不審車両は杉並区内のコンビニエンスストアの前に停まり、同乗していた二人の男が店内に入ったまま出て来ない。

　追尾していた犯人捕捉班は捜査指揮本部の許可を得て店内に踏み込み、不審車両に同乗していた二人の男を捕捉した。彼らは末次雅俊と星野友信と名乗った。

　二人は捜査指揮本部に同行を求められた。二人が被拐取者との関わりを疑われている四件の殺人事件の参考人と知った捜査指揮本部は緊張した。

　ところが、彼らは取り調べに対して、多摩川河川敷に夜釣りに行き、帰途ドライブをしたと供述した。二人が堂本和寿美の誘拐に加担した疑いは濃厚であったが、証拠がない。

　真人に指示を出した携帯電話は途中で捨てたと見えて、所持していなかった。彼らが乗っていた車両のどこを探しても、携帯電話は発見されなかった。

　さらに、矢沢寛と家木路江の所在を問うたが、二人とはこの二ヵ月ほどまったく没交渉で、なんの連絡もないと、すでに棟居と菅原に答えたのと同じ言葉を繰り返した。対策本部は二人を勾こう留りゆうすべき理由を失った。

　この間、真人が運転する車両は捜査陣の追尾を完全に振り切っていた。

　捜査陣は歯ぎしりした。末次と星野は囮おとりであった。彼らの陽動作戦にまんまと引っかかったのである。

　二人が捜査陣の注意を惹ひきつけている間に、矢沢寛と家木路江が真人を誘導したのであろう。

　真人の車は二四六号線途上、田でん園えん都と市し線青葉台駅付近で失尾してから、その行方は、その後杳ようとして知れない。警視庁と神奈川県警は協力して、都内、都下、神奈川県下の各要所、東名高速の横浜青葉インター以下、各インターに捜査員を配置し、羽田空港周辺、および県境各警察署管内の主要点にも第二線、第三線配備を布しいた。

　だが、真人の車は警察が幾重にも張りめぐらした配備網を潜り抜けてしまった。

　犯人が身代金の要求は一切せず、失しつ踪そう者の夫を呼び出した意図は不明である。真人は碑文谷署捜査本部事件の重要参考人であるが、代々木署、新宿署、町田署捜査本部事件には無関係と見られている。

　和寿美の誘拐は一連の殺人事件と深い関わりがあると見られているが、なぜ誘拐犯人は真人を呼び出したのか。犯人の意図が不明のまま、捜査陣の焦燥は深まっていった。

　報道協定が解除されると同時に、マスコミ各機関はこれまで被害者の安全救出を最優先して自粛していた不満を一挙に噴き出すように派手に報道した。

　事件が報道されると間もなく、意外な方角から意外な反応があった。




　十一月十八日午後十時ごろ、帯広署幕別町駐在所の戸を叩たたく者があった。駐在所の谷友所長は寝床に入ったばかりであった。北端の町は夜が早い。

「だれだ、こんな夜中に」

　谷友は寝入り端ばなを叩き起こされた覚め切らない頭を振りながら、駐在所出入口の方へ向かった。駐在所入口ドアをだれかが叩きつづけている。この平和な町の駐在所にこんな夜中訪ねて来た者は、谷友が赴任して来てから初めてである。

「だれだね」

　谷友が中から問いかけた。

「所長さん、和多田ですよ。急用があってな。戸を開けてください」

　聞きおぼえのある声が外から応じた。

「なんだ、ワタさんかい。こんな夜遅く、一体なんの用だね」

　訪問者は近所の和多田であった。谷友が駐在所出入口のドアを開くと、闇の中に二個の人影が立っていた。一人は和多田であるが、もう一人の顔には記憶はあっても咄とつ嗟さにおもいだせない。

「やあ、夜遅くすまんね。こちらは以前、私の家の離れに住んでいた片倉さんだよ。最近、また幕別に戻って来たんだが、テレビのニュースを見て、警察に話したいことがあるそうで、私が付き添って来たよ」

　と和多田が言った。谷友は和多田と同道して来た男の素性をおもいだした。彼の消息を尋ねて東京から二人の刑事が来た。

　片倉は、

「夜分に煩わして申し訳ございません。私は東京で発生した歌手・栗山利昭、俳優・伊崎文也、城北精機社員・田原幹夫の三名を殺害いたしました。テレビで堂本グループの会長・堂本和寿美が誘拐されたニュースを見て、これ以上新たな被害者と罪人を出さないために自首してまいりました」

　と告げた。

　谷友は仰天した。この平穏無事な田舎の駐在所に三人の人間を殺害したと犯人が自首して来たのである。谷友の眠気は一挙に吹き飛んだ。付き添ってきた和多田はいつもと変わらぬ平静な表情をしている。

　谷友はとにかく本署に連絡を取った。本署の愕がく然ぜんとした気配が受話器を通して伝わってきた。折しも本署に宿直で居合わせた古川が飛んで来た。

　直ちに東京の警視庁に連絡を取る一方、片倉を帯広署に護送することにした。

「私が自首して来たことを、できるだけ早く報道機関に発表してください。それが新たな被害者が出るのを防ぐでしょう。犯人は私一人で充分です」

　と片倉は訴えた。

　片倉は三人も殺害したことを自供しながら、連続殺人を犯した人間とはとうていおもえない素直な態度であった。

　片倉の自首は直ちにマスコミ各機関によって報道された。三件の殺人を自供した犯人自らがテレビ、ラジオに出演して、

「犯人は私一人で充分。これ以上、新たな罪を犯してはならない。堂本和寿美を速やかに解放するように」

　と誘拐犯人に呼びかけた。片倉の呼びかけは電波に乗って全国に報道された。




　片倉直義が自首する前、堂本真人はいままでとはべつの声の指示によって、丹沢山中と目される廃屋のような一軒家に誘導されていた。山荘風の造りであるが、長い間無住であったと見えて、窓ガラスは破れ、屋根や柱は傾いている。

　真人が指示に従って山荘の前に車を乗りつけると、中から一組の男女が出て来た。いずれも真人と同年輩か、少し若そうである。

「家内は無事か」

　真人は咄嗟に二人を誘拐犯人と悟って、和寿美の安否を問うた。

「無事です」

　男が答えた。

「なにが望みだ。金なら渡す。妻を返せ」

　真人は言った。

「金はいりません」

　男が答えた。

「それでは、なにが望みだ」

「なにも欲しいものはありません」

「ならば、なぜ家内を誘拐したのだ」

「あなたと奥さんには恨みはありません。我々の恨みを代わって晴らしてくれた人に対するせめてものお礼です」

「恨みを晴らしてくれたお礼？」

「そうです。我々の恨みを代わって晴らしてくれた人に、あなたの奥さんをプレゼントしたいのです」

「家内がプレゼントになるのか」

「奥さんがその人の主たる敵だからですよ」

「主たる敵？」

「あなたにとっても、夫を裏切った憎い妻でしょう。あなたはそのために奥さんを盗んだ津田を殺したのです」

「なにを言い出すんだ」

「あなたが津田殺しの捜査本部に呼ばれたことは知っています。我々はあなたにも感謝していますよ。津田は我々の敵の一人でもありました」

「家内をどうするつもりだ」

「あなたにお返ししますよ」

「私に返す？」

　真人は信じられないような顔をした。

「ニュースで、その人がぼくたちに呼びかけてきたのです。もう充分。新たな罪を犯して、新たな被害者を出すなと。あなたの奥さんは充分に報いを受けたのです。奥さんはお元気です。あなたにお返しします」

　と男は言った。

「家内はどこにいる。家内の顔を見るまでは信用できない」

「奥さんはまだお寝やすみになっていますよ」

　男は廃屋の方を指さした。

「ならば、なぜ私を呼び出した。手の込んだ方法で私を呼び出さずとも、家内を送り返せばよいではないか」

「そのときはまだ返すつもりはありませんでした。その人の呼びかけを聞く前でした。あなたに奥さんの正体を知ってもらいたいとおもいましてね」

「家内の正体？」

「それももう必要なくなりましたよ。その人がもういいと言っていますのでね。我々は奥さんに対しては個人的な恨みはなにもありません」

　男の言う妻の正体とは、和寿美の〝いじめ殺人〟である。夫の前で自らの旧悪を告白させて被害者に謝罪させようとした。だが片倉本人がそれを望んでいないとわかっては、意味がなくなってしまった。

「信じられない」

　真人は叫んで、赤坂の本社を出たときから護身用に携えてきたバッグを車内から取り上げた。二人が真人の動きに対応する前に、真人は一拍早く、ボウガンを構えて二人の方に鏃やじりを向けた。

「なにをするつもりですか」

　男が真人の意外な動きに驚いて質問した。

「あんたらの言葉は信用できない。なにか企たくらんでいるにちがいない。家内をここへ出せ。家内の無事な顔を見るまでは信用できない」

　真人はボウガンを引き絞り、男に狙いを定めた。

　そのとき男の背後の山荘のドアが内側から開いた。ぎょっとなった真人は入口目がけてボウガンを発射した。男一味が逆襲してきたと勘ちがいしたらしい。




　ドアを開いて出て来たのは堂本和寿美であった。片倉の放送を聴いた矢沢と路江が、和寿美の束縛を解いた直後のアクシデントであった。

　しまったと、真人が唇を嚙かんだときはすでに遅く、矢は和寿美の肩に突き立った。和寿美は悲鳴をあげて錐きり揉もみをするような形で地上に倒れた。

　愕然として顔色を失った真人と矢沢と路江の三人は、和寿美のそばに駆け寄った。真人がうろたえて矢を引き抜こうとしたのを、矢沢が押さえた。

「抜くな。出血が止まらなくなるぞ。すぐに病院へ運ぶ。救急車を呼ぶより速い。足を持ってくれ」

　矢沢はてきぱきと真人に指示すると、和寿美の身体を車に運び込んだ。

　最寄りの病院に運び込まれた和寿美は、幸いに矢が急所を外れており、適切な手当てを受けて、生命に別状はなかった。

　矢沢と路江は駆けつけた管轄署員によって病院で逮捕された。管轄署員は四人が警視庁と神奈川県警協力の下に大捜査網を張っている誘拐事件の当事者たちと知って仰天した。

　矢沢と路江は管轄署から赤坂署に設けられた誘拐事件指揮捜査本部に護送された。だが、手当てを受けた被害者の堂本和寿美が、

「自分は誘拐されたのではなく、自分の意志で二人と共に丹沢山中の山荘へ行った」

　と意外なことを申し立てた。

　和寿美としては矢沢と路江から身体に危害を加えられたわけではなく、物質的にもなんの損害も被こうむっていないので、これ以上ことを荒立てたくないという意識が働いたのであろう。和寿美が被害を申し立てれば、彼女の過去が詮せん索さくされざるを得ない。

　和寿美としても保身のためにも誘拐はなかったことにするのが最良の選択であると判断したのであろう。

　失しつ踪そう者本人が誘拐されたのではなく、自分の意志で出かけたと言い張れば誘拐は成立しなくなってしまう。

　矢沢と路江は身代金を要求していない。身代金以外の要求も一切していない。

　誘拐の証拠として、犯人が堂本真人を呼び出したとき、電話に録音された誘拐犯人一味の声があったが、二人以上の声の合成音で、声紋が鑑定できない。

　また声紋鑑定のもう一方の決め手となる音圧も、合成音のために声から犯人を割り出すことができない。合成音であることを考慮しても、矢沢と路江の声では声の質がちがっていた。

　電話会社から割り出した架電者（携帯電話の所有者）は、使用された携帯電話を紛失したということであった。携帯電話の所有者と四人組の間にはなんのつながりもない。

　矢沢と路江が和寿美を連れて行った丹沢山中の山荘は堀川誠造の別荘であった。

　矢沢と路江の立件が難しくなった一方、意外な副産物が生じた。

　堂本真人が妻の和寿美を射たボウガンの矢が、津田文吾を射殺した矢と型が一致したのである。和寿美を射たのは殺意のない誤射であったが、堂本真人は津田の狙撃については言い逃れができなくなった。

　逃れられぬ証拠を突きつけられて、真人は犯行を自供した。

「妻と津田が密通していることは知っていた。だが、堂本家の当主であり、堂本グループの総帥であり、市長を兼任している妻に対して、養子の身分の自分は一言も言えなかった。公私共に、夫婦生活においてすら、妻に完全にイニシアティブを握られていた。

　私は堂本家の血筋をつなぐための種馬にすぎなかった。そんな自分が情けなく、次第に溜たまってきた鬱うつ憤ぷんを幕別の別荘でボウガンで栗鼠りすを射うって密ひそかに晴らしていた。しかし、栗鼠を射ったぐらいでは心身に溜まった鬱憤は晴らせなくなった。せめて妻を盗んでいる津田に一いつ矢し報いてやらなければ、私は気がおかしくなりそうになった。もうおかしくなっていたのかもしれない。

　私は津田のライフパターンを探り、金曜日の夜は松沢清実の家に行くことを確かめて、六月十一日の夜から清実のマンションの前で待ち伏せていた。ボウガンには自信があった。狙い誤あやまたず、私は津田を一発で仕留めた。関東門伝会の斬り込み隊長も、闇夜のボウガンの前には射的の人形のようなものだった。幕別で射た栗鼠の矢と照合されたときは肝を冷やしたが、まさか妻を誤射した矢が証拠になるとはおもってもいなかった」

　真人の自供とほぼ前後して、片倉直義は一連の犯行を各捜査本部の担当捜査員に詳細に自供した。

「津田、栗山、伊崎、田原は息子の中学の同級生で、息子を自殺に追い込んだ四人組でした。津田がストーム、栗山が牙きば、伊崎がサソリ、田原が死神と渾あだ名なされた番長グループで、全校から恐れられていました。しかし、彼らも堂本和寿美のボディガードにすぎず、息子のいじめはすべて裏で和寿美が糸を引いていました。堂本家はＨ市の城主であり、息子のいじめを学校と市総ぐるみでもみ消してしまいました。

　息子の自殺にショックを受けた妻も後を追い、私は家庭も仕事も失いました。各地を放浪した後、幕別に三年ほど住んだとき、堂本家の別荘が同地にあることを知りました。別荘に避暑に来た堂本和寿美を遠方から見かけて忘れかけていた古い恨みがよみがえってきました。私は去勢されたような無気力から幕別で立ち直ったのです。しかしまだその時点では報復しようという気持ちは具体的な形を取っていませんでした。和多田氏は私の理解者で、幕別の三年間は私の心の傷を優しく手当てしてくれました。

　幕別を去って、たまたま『オアシス』が安く売りに出ていたのを居抜きで譲り受け、開店してから矢沢さん、家木さん、末次さん、星野さんが常連として店へ来るようになりました。カウンターにいると、べつに聞くつもりはなくとも客の話が耳に入ります。四人も私を信頼していたのか、特に話の内容を秘匿する様子はありませんでした。

　四人の話を聞くともなく聞いているうちに、私は運命の神の意志のようなものを感じました。四人の敵がいずれも私の息子をいじめ殺した生涯の敵でした。四人が私の店の客となって現われたことが、幕別を下地として古い恨みをよみがえらせ、心に熱い怒りが燃えてきました。このままでは死んだ息子や家内が浮かばれないのではないのか。敵かなわぬまでも、彼らに一矢報いてやらないことには妻子の菩ぼ提だいを弔ってやれないとおもうようになりました。オアシスの開店と歩調を合わせるように栗山と伊崎は有名になり、所在が知れました。津田と田原の消息も星野さんと家木さんが伝えてくれました。

　こうして私は栗山、伊崎、田原の三人を殺害しました。矢沢さん、末次さん、家木さんにアリバイがある時間帯を計っていました。三人のスケジュールは店でそれとなく聞きだしました。あらかじめ栗山と伊崎のライフパターンを調査し、付人やマネージャーが立ち去った後一人になったときを狙って訪ねて行くと、最初は訝いぶかしげな顔をしていましたが、素性を明らかにすると世間に公表されると困るとおもったらしく渋々部屋に入れてくれました。彼らも息子を自殺させたことに後ろめたさをおぼえていたようです。まったく警戒していなかったので、殺害にはなんの困難もありませんでした。

　津田は身辺の警護が厳重なので、最も後まわしにしていたところを、先を越されて驚きました。そのときはまさか堂本真人が犯人だとは知りませんでした。

　田原に近づくのは前の二人に比べて苦労しました。津田は堂本真人が介入して殺したとはいうものの、田原にしてみれば、中学時代の番長グループ四人組の三人が次々に殺されて、次は自分の番ではないかと戦々恐々としていたようです。しかし、殺人の動機が私の息子の自殺とはおもい当たらなかったようです。七月二十九日午後十時ごろ、会社にいた田原にまちがい電話を装って電話をし、彼が会社にいることを確かめてから、社屋の前で待ち伏せていました。田原の車に故意に身体を軽く当て、彼の車に乗り込み、最寄りの病院へ連れて行ってくれるように頼みました。栗山も伊崎もそうでしたが、田原も事件以後、十五年も経過していましたので、私の顔をすっかり忘れていました。また私自身もかなり当時とは変わっているとおもいます。

　田原は人身事故を起こしたことでうろたえており、私の指示するままに車を走らせました。かねて下見をしておいた寂しい地域にさしかかったところで、気分が悪くなったと言って車を停めさせ、あらかじめ用意しておいたハンマーで田原の頭を殴り、昏こん倒とうさせておいてから首を絞めて殺害しました。死体は町田市域の山林に運んで遺棄しました。初めは樹木に吊つり下げて自殺を偽装しようとしましたが、すでに後頭部にハンマーで殴った傷もあり、警察の目を欺けないと悟って偽装をあきらめ、その場に死体を遺棄して立ち去りました。

　三人の敵には報復したものの、元凶の堂本和寿美は手をつけずに残していました。しかし、田原を殺したとき、私はこんなことをしても息子が喜ばないと悟りました。

　私の報復は田原止まりにすることにしました。報復に終止符を打つに際して、四人の常連にすべてを打ち明けました。私が彼らの敵を横よこ奪どりしたわけではなく、自分自身の敵であることを告げるつもりでおりました。まさか四人が私のために堂本和寿美を誘拐して、報復の代行を企てようとは夢にもおもっていませんでした。

　私が自首する気になったのは、堂本和寿美が誘拐された報道に接したからです。私の呼びかけが功を奏して、新たな被害者と犯罪を防げてよかったとおもいます」

　片倉直義の自供によって、四捜査本部にまたがる殺人事件と、警視庁、神奈川県警が大捜査網を布しいた誘拐事件はすべて解決した。

　誘拐事件は社会的関心の大きいことを考慮して、被拐取者本人の意志による失踪という申し立てはあったものの、立件されたが、公判の維持は無理と判断されて、起訴猶予となった。

　犯罪容疑としては、自動車の窃盗が考えられたが、所有者から被害届は出されておらず、矢沢と家木は多摩川河川敷に遺棄されていた放置車を拾ったと言い張った。

　彼らが窃取したのではない証拠に、取得現場に捨て札を残してきたと主張した。該当地点を調べたところ、

「ここに放置されていた車を遺棄車と見なして拾います。もしそうでない場合は、当方にご連絡くださればお返しします」

　という文言と共に、矢沢寛の名前と携帯電話番号を記載した立て札が立てられていた。
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　一連の事件は犯人の自供により解決した。裏づけ捜査も一段落した。代々木署、新宿署、碑文谷署、町田署、警視庁捜査一課、赤坂署各署に設けられた捜査本部や誘拐対策本部の各捜査員が参加して、合同打ち上げ会が賑にぎ々にぎしく開かれた。

　十五年前のいじめ自殺事件に端を発した連続殺人事件に、三角関係を動機とした殺人や、誘拐、轢ひき逃げなどが絡み、捜査本部は四署、警視庁捜査一課には誘拐対策本部、赤坂署には現地指揮本部が開設された稀まれに見る大規模な複合事件であった。

　犯罪の被害者が同盟して、加害者たちに報復を企てたのも前代未聞である。

　刑事部長の挨あい拶さつの後、捜査一課長の乾杯の発声によって、会は盛り上がってきた。各署各捜査員がたがいに労をねぎらい合い、苦労話に花が咲く。

　共助捜査は各署捜査本部の功名争いに傾く虞おそれがあるが、今度の共助捜査事件は各捜査本部の協力が最も効率よく働いた。犯人の一人の自首によって事件が解決したのは、捜査員としてはもの足りないところであるが、その自首によって新たな犯罪を防ぐことができた。

　合同打ち上げ会の和気あいあいたる盛り上がりは、警察のセクショナリズムの壁を取り払い、組織の風通しを良くする。

　宴酣たけなわになったところで、棟居が言い出した。

「一つだけわからない点があります」

　各捜査本部の捜査員が棟居に視線を集めた。

「片倉直義が田原を殺害した後、矢沢、家木、末次、星野の四人組にすべてを打ち明けたということですが、四人組が堂本和寿美を誘拐できたのは、堀川から堂本のセキュリティを突破するカードをあたえられたからだと考えられていました。しかし、堀川が和寿美のマンションのセキュリティカードを取得したのは、田原が殺害される前、津田文吾が殺害されたときです。すると、まだ四人組は片倉からなにも打ち明けられておらず、堂本和寿美誘拐計画も存在しなかったはずです。それにもかかわらず、堀川はなぜ津田の死に際して、彼から和寿美のカードを奪ったのかという疑問が残ります」

　棟居の言葉に、一同ははっとしたように顔を見合わせた。棟居によって、これまで見えなかった死角が視野に入った。

「実は、そのことについて、今日皆さんにご報告しようとおもっていました」

　牛尾は控えめな口調で口を開いた。一同の視線が牛尾に移った。

「これは私の推測ですが、堀川と片倉は面識があったのだとおもいます」

　一同の間にざわめきが生じた。

「堀川は津田の運転手になる以前、別荘の管理人をしていたということです。ふと、その前身が気になりましたので幕別町に問い合わせましたところ、堀川誠造はしばらく幕別町の堂本家別荘の管理人をしていたことがわかりました。堂本家が幕別町に別荘を建てたとき、堀川は管理人として雇われたのです。堂本真人が同地でボウガンで栗鼠りすを射たころ、堀川が管理人をしておりました。ちょうどその時期、片倉も幕別町に居住していたのです。片倉の最終ターゲットは堂本和寿美です。

　片倉の自供にもある通り、彼は別荘で堂本和寿美を見かけて、忘れかけていた古い恨みがよみがえったと言っています。忘れかけていた恨みに点火された片倉は、別荘番をしていた堀川に近づいたのではないでしょうか。

　その後、堀川と片倉は幕別を離れましたが、二人の関係はつづいていたと考えられます。東京で経営した喫茶店で、四人組に出会っており、片倉の報復の意志は固まっていました。

　このころ、津田の運転手になっていた堀川から、津田と堂本和寿美の関係を聞いて、和寿美のマンションのセキュリティカードの入手を頼んだのではないでしょうか。片倉は堀川と矢沢の関係をすでに知っていたかもしれません。知っていれば、矢沢もその時点で片倉の素性を知っていた可能性があります。いずれにしても、片倉と堀川の間につながりがあれば、堀川は田原殺しの前に津田からセキュリティカードを奪ってもおかしくない位置にいます」

「片倉が堀川にセキュリティカードの入手を委嘱したとすれば、その時点で片倉は堂本和寿美を最終のターゲットとして狙っていたことになりますね」

　棟居が言った。

「そうです。田原を殺すまでは、和寿美こそ片倉の最終の的だったでしょう。ですから、堀川に対する委嘱もカードの入手という具体的な形ではなく、和寿美のセキュリティに関する情報収集という程度の漠然たるものであったかもしれません。それが図らずも、堀川が津田の死に際して、片倉の委嘱をおもいだしカードの奪取という行為になったのかもしれません。その辺の事情は、堀川が黙秘しているので、推測に頼らざるを得ませんが、追い追いこれからの検察の取り調べにおいて明らかにされるでしょう」

　新宿署長が中締めを宣した。
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　事件解決後、堂本和寿美はＨ市長を辞任した。同時に堂本グループ会長職も辞任して、父方の叔父、堂本則のり彦ひこが会長職と社長職を兼任することになった。

　事件が解決して約半年後、この間、閉店していたオアシスが新規に開店した。矢沢、路江、末次、星野の四人が片倉直義から引き継いで共同経営することになったのである。旧オアシスの常連たちが噂を伝え聞いて戻って来た。

「なんだか、お家が再興されたような気分だね」

「オアシスが閉店して行き場所を失ったような気がしていたが、これでまたよりどころができたよ」

「東京砂漠の文字通りのオアシスだね」

　常連はオアシスの再開を喜んだ。片倉直じき伝でんのコーヒーの味は少しも衰えることなく、以前にも増して客を集めていた。

　四人が顔を揃えたとき、家木路江が言い出した。

「私たちが最初出会ったとき、話したことをおぼえている？」

「おぼえているとも」

　矢沢が言って、末次と星野がうなずいた。

「あの話は一応なかったことにしたいとおもうんだけど、どうかしら」

　路江は三人の顔色を探るように見まわした。

「実はぼくもそのことを言い出そうとおもって、きっかけを計っていたんだよ」

　矢沢が我が意を得たりというように言った。末次と星野の表情も賛成している。

「ああ、よかったわ。みんなに反対されたらどうしようかとおもっていたの」

　路江がほっとしたように言った。

「やっぱり復ふく讐しゆうを自分の手でするというのはよくないことだよ。我々は西部劇の時代に生きているわけではないからね」

　末次が言った。

「復讐は法律に委ゆだねるべきだ」

　星野が驥き尾びに付してうなずいた。

「それもあるけれど、それだけじゃないわ」

「それだけじゃないというと」

　三人が路江の面に視線を集めた。

「この店を純粋に人生のオアシスにしたいのよ。この店にいらっしゃったお客さまが人生の荷物を束の間下ろして、ほっと一息つけるような純粋な憩いの場所にしたいの。オアシスが被害者が結束して加害者に報復するための拠点となったら、本当のオアシスではなくなってしまうわ」

「その通りだとおもう。社会の敵エネミイは星野さんの言うように法律に任せるべきだ。この店のコーヒーにそんな不純なものを入れてはいけない」

　矢沢がうなずいた。

「そうよ、私たち、純粋なコーヒー関係にしましょう」

「コーヒー関係か。クールで、スマートで、洗練されていて、いかにも響きのいい人間関係だね」

　末次が感心したように言った。

「ホットもあるわよ」

　路江が謎をかけるように笑った。




　数日後、オアシスに二人の訪問者があった。カウンターにいた矢沢と、客にオーダーを運んでいた路江は、ドアを開けて入って来た二人を見て顔色を改めた。二人は棟居と菅原であった。

「刑事さん、まだなにかお話しすることがありますか」

　矢沢が問うと、二人は破顔して、

「いや、今日は客として来ました。この店のコーヒーの味が忘れられなくてね」

　棟居が言った。

「病みつきになりそうですよ」

　かたわらから菅原が言った。

「それは光栄です。前のオアシスの味が出せるといいのですが」

　矢沢は恐縮しながら言った。

　事件が解決後、担当刑事が事情聴取した店のコーヒーの味が忘れられずにわざわざ店を訪れるというのは尋常ではない。矢沢が時間をかけて入念に淹いれたコーヒーを路江が二人の前に運んだ。

　二人は精神をコーヒーに集中して香りを嗅かぎ、まず一喫した。そして心配そうに見守っている矢沢と路江に大きくうなずいた。

「お気に召していただいて光栄です」

　矢沢は言った。

「まさに芸術的なコーヒーです。これからは我々も常連に加えさせていただきます」

　棟居と菅原が言った。

　せわしい刑事がわざわざコーヒーを飲むために、自宅や職場から決して近くはない喫茶店の常連になるのは無理である。だが、世辞とはわかっていても矢沢は嬉うれしかった。

「矢沢さん、いや、マスターと言うべきかな、常連というものは必ずしもその店に繁く足を運ぶ客だけとは限りませんよ。コーヒーを飲むつど、オアシスを想う。そういう心の常連もいます」

　棟居が矢沢の胸の内を読んだように言った。

「心の常連ですか。嬉しいですね」

「そうです。今日は一緒に来られなかったが、町田署の有馬さんや松阪さんもオアシスの心の常連ですよ」

「えっ、本当ですか」

「この店のコーヒーを一度飲んだ者はみな常連になります」

「これはますます純粋なコーヒーを淹れなければなりませんね」

　矢沢が言った。彼の言う純粋には、先日四人で申し合わせた約束が含まれている。だが、刑事たちは言葉通りの意味に取って、束の間、コーヒーに没頭しているようであった。

　高雅なコーヒーの香りが、少し前まで捜査員と容疑者という形で向かい合っていた人間たちを、同じ空間を共有する穏やかな人間関係に融和していた。
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